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第一話　鋼の古代都市





　はるかなるエルサレムの南にそびえる、ヘロディオンの山。

　茫ぼう漠ばくたる砂さ塵じんと乾いた潅かん木ぼくにかこまれた古代の王の墓は、今静かに息づいていた。

「感じる。『ソロモンの知恵者』がすぐ近くまで来ているのをな」

　紫の長衣ローブに黄おう金ごんの帯を巻いた、若い長身の男……復活しつつあるヘロデ王は、ヘロディオンの地下に広がる彼の墓所の中をゆっくりと歩いていた。

　彼は、モーゼの十じつ戒かいに刻まれ聖櫃アークに封印された人間の十の悪徳のうち「唯一神の否定」をつかさどる聖櫃の妖魔アークダイモンの一柱ひとりにして、最強のアークダイモンだった。

「かつて幼子イエスに奪われ封印されたわが魔力の復活は……どうやらやつらの到着に間にあいそうだ」

　墓所の広間には、真っ白い大理石像のようなものが立ちならんでいる。彼のしもべサロメによって塩の柱にされ、ヘロデ王に生命力を与えるための「乾電池」として消費されている人々だ。

　中に、少女の像があった。塩の柱にされたときの恐怖ととまどいの表情のまま、助けを求めるように片手を前に出している。

　ヘロデは少女の像を抱きよせて口づけし、すう、と息を吸いこんだ。美しい少女の像は一瞬にして崩れ、さらさらした砂となってヘロデの腕の中をすり抜けていった。

「未来への夢と希望に満ちた若い生命力……何という美味だ。まるで強い酒のように、指先にまで熱と力がみなぎってくる。以前のわたしなら、これだけの生命力を吸い取ろうとすれば体が保もたなかった。ようやく、ここまで回復してきたのだ」

　ヘロデは両手を広げ、両りよう脇わきに立っていた二人の若者の像の胸の真ん中を手刀でつらぬいた。若者たちは塩となって崩れ落ち、ヘロデの両手にはそれぞれの若者の塩の心臓がつかまれている。

「復活の日は近い！　戦争、飢き餓が、内乱、経済危機、貧困、そしてテロリズム……神が死んだこの世界には、あたかも神のごとく恐怖テロルが君臨している。すなわち恐怖を糧かてとするわれこそが、今この世界を支配する唯一絶対無二の神となり得るのだ！」

　ヘロデは両手の心臓を握りつぶした。白い塩が闇やみの中に飛び散り、彼らの若い生命力を吸い取った邪悪なる王の全身が青い燐りん光こうを放つ。

　そのとき、「かたん」と音がした。振りかえると、黄おう金ごんの長い髪をツインテールにした、浅黒い肌の少女アルフが立っていた。全身を踊り子のような黄金の飾り鎧よろいに包み、右手には刀身のそったペルシャの剣シャムシールを持っている。ツインテールの髪には、お土産みやげ品の、可愛かわいいけれど安っぽい真珠の髪飾りをつけていた。

「『剣の魔神』か。サロメはどうしたのだ？」

　ヘロデはアルフに近づき、そのほおをなでた。ヘロデの使徒サロメによって生骸ゾンビ化されたアルフの目は光を失い、ヘロデに触れられても何ら反応することなく、うつろに宙を見ている。

　黄金の飾り鎧からこぼれそうな胸は、豊穣の大地の生命力を思わせた。若々しい肌は、はちきれそうに張りつめている。ごくり、とヘロデは息をのんだ。

「美しい……さすが、生骸ゾンビといえども魔神ということか。今のわたしなら……『神』の力をも吸収できるかもしれぬ。そなたはソロモンの知恵者どもへの『保険』のつもりだったが、わたしの『強化素材』として使うのも良いだろう」

　ヘロデは無反応のアルフのあごをつかんで上を向かせ、人形のように微動だにしない彼女の唇に口づけしようとした。

　だがそのとき、墓所に厳しい声がひびいた。

「『剣の魔神』、勝手にわらわから離れて何をしている！　背中を流せと命じてあっただろう！」

　真っ白いバスタオルを一枚きり身にまとった黒髪の少女サロメが、血相を変えて走ってきた。髪にも体にも、バラの香りがする白い泡をいっぱいくっつけている。風ふ呂ろに入っていたらしい。ヘロデはかすかに舌打ちして、アルフを手放した。

「わ、わが王っ……！」

　ヘロデの姿を見てサロメは真まっ赤かになり、バスタオルが落ちないよう、あわてて両腕で胸のところを強くおさえた。色白の彼女が上気すると、つつましい胸やつつましい太ももまでみるみる真っ赤に染まっていく。

「こ、このような不ぶ躾しつけな姿をお見せしてしまい、申し訳ございません！　棺ひつぎの中にいらっしゃる、とばかり思っていたのです！」

「体の調子が良いのだ、そなたが集めてくれた『塩の柱』のおかげでな」

　サロメは、恥ずかしくて目に涙を浮かべながらアルフをにらみつけ、小声でどなった。

「このバカ魔神！　そなたが命令に従わないせいで、ヘロデ王のまえで恥をかいたではないか！」

「すみません、ニャロメ様。探し物をしていたのです」

「だからっ、ニャロメじゃないニャロメーっ！」

　激怒するサロメの頭からオレンジ色の耳が、バスタオルの下のお尻しりからはオレンジ色のしっぽが飛びだした。アルフは光の無い目をサロメに向けて、淡々とたずねる。

「僭せん越えつながら……毎回同じネタにパワー全開で食いつかれて、疲れませんか？」



    

  
    
      



    

  
    
      「それ以前に、毎回ひとの名前を間違うクセをあらためようとは思わないのかっ！　何の探し物をしていたのか知らないが、まず自分の脳ミソをどこかに落っことしてきていないのか探したらどうだっ？」

「いえ……わたしはニャロメ様の忠実な魔神ですから、自分の探し物などいたしません。探していたのは、ニャロメ様の『胸の目印』です」

　アルフは無表情のまま、淡々と言った。ぴきん、とサロメのこめかみに血管が浮きあがった。

「今、何と言ったのかな？」

「ふつう、胸と背中の違いがわかるように、胸にはこのような『目印』がついているではありませんか」

　と、アルフは自分のたわわな胸を誇示するように、両手ではさみこむ。

「しかし、ニャロメ様のお背中を流そうとしたとき、どちらが胸でどちらが背中か、目印が無くてわからず……わたしはニャロメ様の忠実な魔神ですから、ニャロメ様が恐らくどこかに『目印』を落とされたのだろうと察し、それで探しに出たのです」

「しくしくしく」

　サロメは床に座りこみ、泣きはじめる。アルフは光を失った目で、きょとんとしながらその背中を見つめた。

「どうしたのですか、ニャロメ様。誰だれかにいじめられたのですか。そんな不届き者は忠実な魔神であるこのわたしが、全力をあげておつぶしいたしますが」

「いじめっ子はそなただっ、このバカ魔神ーっ！　それにわらわはニャロメじゃないニャロメー！」

「おやおや、これはとんだとばっちりで」

「そなた、本当に死者の書ネクロノミコンの呪じゆ文もんが効いているのか……？」

「まあまあ、こんなかっこうではお風か邪ぜをめしますから早く浴室のほうへお戻りになってください。『目印』はまた後ほど探しておきますから」

「だからっ！　そもそも落としてないからっ！」

　サロメはがみがみ怒りながら、アルフを引きつれて戻ろうとする。その背に、ヘロデが声をかけた。

「サロメ、『ランプの魔神』たちがダマスカスにいる。ヘロディオンで迎え撃つのは難しいことではないが、万全を期して先に『魔法書』を手に入れておきたい……鋼の古代都市ダマスカスならば、『剣の魔神』の魔力も最大限に発揮できるだろうしな」

「『魔法書』ですかっ？」

　サロメは驚いて、振りかえった。

「僭せん越えつながら、あのような低レベル魔神をそれほど警戒されなくても良いかと思われます。むしろ『偶像崇すう拝はい』が持つ『死者の書ネクロノミコン』や、『ソロモンの知恵者』が持つ『ソロモンの判決』のほうが、われわれにとっては脅威かと……」

「低レベル魔神？」

　ヘロデは歪ゆがんだ笑みをうかべた。

「そなたはまだ知らないのだ、ランプの魔神の『最終魔法』の威力を」

「最終魔法……ですか？　砂魔法ラツムール、泥魔法トウイーン、石魔法ハジヤル、岩魔法サツフル、土魔法テユラーブ、谷魔法ワーデイ、山魔法ジヤバール、地魔法アルルド……それ以上があるのですか？」

「そうだ。ヘロディオンに残る古文書の中から、ようやく見つけたのだ。超古代、最高神の命令をもって創世の礎いしずえを築いたその呪じゆ文もんを。だが、呪文を知っているだけでは使えない。『魔法書』に書きこんではじめて、呪文は使える状態になるのだ」

　ランプの魔神の魔法書は、魔神レベルが上がるにつれて新しい呪文が増えていく。だがそれだけでなく、正しい呪文なら、書きこんで使うことも可能なのだ。すなわち魔法書に最終魔法を書きこみ、あわせてランプの魔神が相応の魔力を持っていれば最終魔法を使えるというわけである。

「あのランプの魔神に、最終魔法を使えるほどの魔力があるとは思えませんが」

「わたしが与える。わたしが人間どもから生命力を奪ったと同じように、ランプの魔神に与えれば良いのだ」

「それに……たとえそれ以上があったとしても、しょせん土属性の魔法です。火属性のランプの魔神とは属性が違うのですから、わが王がどれほど魔力を彼女に与えたところで、それほど強力な魔法になるはずがないと思いますが……」

「説明する必要はない。おまえはただ、わたしの命令に従っていれば良いのだ」

　ヘロデは冷たい目でサロメをにらんだ。サロメは、ビクッとする。

「さ、さしでがましく失礼しました。すぐに出発いたします！」

　ばたばた、とサロメはアルフを引っぱって走っていった。

　一人残されたヘロデは、静かに苦笑する。

「惜しかったな。だが、サロメを敵に回してまで剣の魔神の魔力を吸おうと試みるのは賢くない選択だ。サロメも長い時を一人で過ごし、小娘特有の『友達』を求める気持ちになっている。今はあのようにわたしに絶対的な忠誠を誓っていても、どう転がるとも知れぬ。全すべてに万全を期すにこしたことはない……いずれまた、剣の魔神の魔力を吸い取る機会もあるだろう。それに、間もなく『ランプの魔神』と『ソロモンの知恵者』もやってくる」

　ヘロデは、塩の柱の中でひときわ美しい女性の像のまえに立った。武骨な探検服を着ているのに、しなやかでほっそりしたボディラインが目立っている。たおやかな面差しと長い髪のその女性は、ダビデ神殿に眠る『聖櫃アーク』を探して地下道を通りヘロディオンまでやってきた探検隊の一員で、ヘロデが「ソロモンの知恵者」と呼んだ新あら木き陣じんの母・ナオミだった。

「『ソロモンの知恵者』を倒せば、安心しておまえの生命力を吸い取れる。いにしえの知識を身につけた美しい東方の女よ、古きヘブライ語の『和みナオミ』の名を持つ女よ、おまえの生命力はさぞ美味だろう。楽しみにしているぞ」

　ヘロデは、低い声で笑った。



　いっぽう、塩の柱になった母・ナオミや親友・宇う多た田だ夕ゆう也やを救うために旅立った陣じん一行は、いよいよ長い旅の終わりも目前、目的地であるイスラエルのヘロディオンまでわずか二百キロとせまったシリアの首都ダマスカスまでやってきていた。

　白茶けたハゲ山のすそ野に広がる砂漠の町が、ダマスカスだ。色あせた石造りの建物の中に入れば、イスラムの色あざやかなモザイク模様が絢けん爛らん豪ごう華かに咲きほこる。

「ああ！　ここが四千年以上も昔に楔くさび形がた文字で記され、旧約聖書にも書かれた世界最古の都市ダマスカスなのか！」

　ヘロデ王が邪心とともに待ちうけているというのに、当の陣は市場スークの人ごみの中でのん気に考古学の世界にひたりきり、イスラムの時代よりはるか遠い過去であるローマ時代に作られたジュピター神殿の門の前で感動に打ち震ふるえていた。三度の飯めしおよび楔形文字が大好きな陣は、楔形文字と聞くとついつい血わき肉躍ってしまうのだ。

「ここが鋼の古代都市、ダマスカス……遠い昔から、強きよう靭じんな刀剣の生産地として有名な土地。アルフの先祖の『剣の魔神』も、このあたりがホームグラウンドだったのかな」

　アルフは、実は陣たちの友人だった。だが今は陣たちを執しつ拗ように追う「百の首の王女」サロメの手に落ちて操られ、陣たちの命をねらっている。彼女はサロメの魔術によって生骸ゾンビにされた。が、インドで助けた起屍鬼ヴエーターラのおかげで、本当に死んでいるのではなく、仮死状態になっているだけだ。つまり、サロメの魔術さえ解ければもとのアルフに戻すことができる……けれども、ぐずぐずしていると洗脳が進んでしまい、自分の意思を完全に失ってしまう。

　アルフのことを思うと、楔形文字で高揚していた気持ちなど一瞬で吹っとんでしまう。陣は唇をかみ、こぶしを胸に当てて、誓うようにつぶやいた。

「アルフ……きっと助けてやるからな。かならず日本に連れて帰ってやるからな……！」

　そんな陣の目の前に突然、オパールのような美しい虹にじ色いろに輝くナイフが差しだされた。アルフが持っている反りのある刀「シャムシール」と同じ輝きだ。陣は、ぎょっと身をすくめた。

「アルフ……っ？」

　まさかこんな人ごみで襲撃してくるとは予想していなくて、陣はとまどった。しかし引きつった視線を向けた先にいたのはアルフではなく、気のよさそうな中年の男だった。

『お土産みやげにダマスク鋼の包ほう丁ちようはどうだい、よーく切れるよ』

　濃い口ひげをたくわえた男が、アラビアなまりの英語でそう言った。

　神殿の中も香辛料や乾燥した果物の香りが濃厚に入りまじった市場スークになっているのだが、陣じんはちょうど荒物屋の前を通っていたのだ。

　陣は、ホッと胸をなでおろして英語で答えた。

『まだ旅のとちゅうだから、お土産みやげはいらないよ』

『まあそう言わずに。ダマスク鋼は千年の歴史を誇る史上最強の鋼だよ、鉄の鎧よろいを斬きっても刃こぼれしないし……』

『絹の布をかければ自重でまっぷたつに切れる、だろ。有名な文句だから知ってるよ』

『いやいや。柔らかいトマトもこのとおり』

　さくさくさく、と男はトマトを薄くスライスしはじめた。

「おお！」

　陣は思わず叫さけんだ。

『硬い具をはさんだ柔らかいサンドイッチもこのとおり』

「腹減ってきたな。このサンドイッチは売ってくれないのかな？」

『サンドイッチでもヨンドイッチでもどんどん切れるよ』

「おかしい。俺おれはシリアにいるはずなのに、どうして秋葉原の駅前でやってる実演販売のセリフが聞こえてくるんだろう」

「そのナイフ、虹にじ色いろに光っているのね。似てるわ……」

　と、陣の横で一人の少女が、輝くような美貌に似合わない暗い表情でつぶやいた。彼女は春はる紗しや学園高等部一年生で陣のクラスメイト、超セレブの超お嬢様にしてランプの魔神の末裔の座ざ堂どうシエラである。陣にも、彼女の辛つらい気持ちがよくわかった。

「アルフのシャムシールのことか？　おまえも、アルフが気になるんだな」

「当然でしょ。早く助けてあげたいのに……早く助けないと、このままじゃ完全に自我を失って本当の操り人形になってしまうのに。まさかここまで来て、ヘロディオンまであと一歩のところで足止めをくらうなんて……」

　乾いた風が彼女の長い髪をさらさらとなぶり、砂漠の星のようにきらめく瞳ひとみは、星が雲におおわれるように、けぶるような長いまつ毛にかくされている。市場を行き来する異国の人々の目にも彼女の美しさはきわだっているらしく、老ろう若にやく男なん女によ問わず振りかえっていたが、シエラ自身はそんな称賛や憧どう憬けいの視線に気づかないぐらい沈みこんでいた。

　シエラの携帯電話のストラップに擬態している、こんな顔をした小さな陶器製のゴーレム「トーレム」は、スカートのポケットから顔を出して、心配そうにシエラの顔をのぞきこむ。

『ぷきゅぅー……？』

「心配してくれてるの？　ありがとう、トーレム……まさか旅のあいだにイスラエルが内紛状態になるなんて、予想もしてなかったのよ」

「だな。イスラエルに入国することはできるけど、そこまで行ってくれる運転手が捕まらないなんてな……」

　陣じんはため息をついて、砂の色に染まった空を見あげた。

　座ざ堂どう家の執事にしてシエラの運転手であり、国際運転免許を持っているニコライ・パブロフはインドで右腕を骨折して、車の運転ができなくなった。移動の手段を失ったシエラたち一行は、陣を「おとーたま」と慕うカンボジアの蛇神の娘ギーギが変身した翼を持つ虹にじ色いろの大蛇の背に乗って、なんとかダマスカスまで辿たどりついたのだが……。

『ごめんなさいでにょろん、ギーギが飛べればすぐにおとーたまたちを連れてってあげられるのににょろん～』

　陣のそばにいた銀色の髪の幼い少女が、しょんぼりとうなだれた。カンボジアで陣が出会ったときは七歳ぐらいの少女の姿をしていたのに、インドで再会したときは五歳ぐらいに縮み、今はどう見ても三歳ぐらいにしか見えない。体がちぢんでしまったので、天女のような薄うす衣ぎぬは引きずっているし、黄おう金ごんの冠もかたむいている。

『くやしいにょろん、ヘロディオンまであともうちょっとなのににょろん……』

　力なくギーギはつぶやいた。神々は人間の信仰心を糧かてにしている。彼女が信仰を集めるカンボジアをはるか遠くはなれたこのダマスカスでついに魔力がつきて、変身することも空を飛ぶこともできなくなってしまったのだ。

　陣がギーギの身長を手のひらで確かめながら、心配して言った。

「気にするなよ、政情不安な国を一気に飛びこえてこられただけでも助かったんだから。もうカンボジアに帰ったほうがいいぞ。ここからは、俺おれたちだけで大丈夫だから」

『ぷきゅー、ぷきゅー』

　トーレムも気をつかって、こくこくとうなずいた。ギーギは、寂しそうに陣を見あげる。

『だって、ギーギはおとーたまが心配でにょろん』

「俺はおまえが心配だって。このままちぢんだら消えちまうぞ」

「そうですよ。役に立たない人がついてきても足手まといになるだけ、おとなしく帰ったほうがいいと思いますけどね……ククク」

　中等部三年生で春はる紗しや学園中高共通図書館の図書委員にして執しつ拗ようなる書籍コレクター、その実体はヘロデ王と同じ、モーゼの十じつ戒かいに封印された人間の十の悪徳をつかさどる「聖櫃の妖魔アークダイモン」の一人「偶像崇すう拝はい」である、本ほん田だ聡さと子こが冷たく笑った。

　ギーギは、涙目で聡子をにらみつける。

『しゃとこはうるさいにょろん、ギーギは足手まといになんかならないにょろん！』

「ククク……そうでしょうか？　蛇だけに手も足も出ないんじゃありませんか？」

『おもしろくないにょろん！　ギーギはがんばって空を飛んで、おとーたまたちをぜったいエルサレムに連れてってあげるにょろん！』

「神や妖魔ダイモンがホームグラウンドを離れるとエネルギーがどれぐらい減ってしまうか、わたしにもよくわかってます。ダマスカスはイスラム第四の聖地、ここにいるだけで異国の神であるあなたのエネルギーはどんどん減っていきます。まして大聖地エルサレムに近づこうものなら、あなたは消滅してわたしたちは地上に落下、すべてジ・エンド……ですね」

　と、聡さと子こは親指を下に向けた。ギーギは、唇が真っ白になるほどきつく噛かみしめてプルプルと震ふるえている。陣じんが言った。

「おい本ほん田だ、あんまりちっちゃい子をいじめるなよ。おまえほんとアークダイモンだな」

『ぷきゅー！』

　トーレムも、こんな顔をして怒っている。

「ククク……いじめてるわけではなく、正論じゃあありませんか。そもそも、イスラエルに行くぐらいならわたしに任せていただければいいんですよ」

　聡子はいつも肩からかけているキモブサ系のカエルが描かれたポシェットから、黒い本を取りだした。表紙にはドクロが描かれている。死者を蘇よみがえらせる呪じゆ文もんと魔力が秘められた「死者の書ネクロノミコン」だ。

「ここはシリア、死に絶えた古き神々の地。カンボジアで蛇神ナーギを蘇らせたように、古代シリアで崇められたハエの神『ベルゼブブ』を蘇らせればいいのですよ。わたしは『ソロモンの鎖骨』に記された七十二人の悪魔はもう召喚しないと誓いましたが、本物のベルゼブブはそのかぎりではありませんからね……ククク」



    

  
    
      



    

  
    
      「待て待て、ベルゼブブって疫病を流は行やらせるんじゃないのかよ」

「それは、衛生観念ができてきた近世の創作です。古代、ハエは死せる肉から生まれ出る転生の化身だったわけですから、生骸ゾンビにするにはぴったりじゃありませんか。ベルゼブブの背に乗って行けばあっという間にヘロディオンですよ、ククク……」

「背中に人が乗れるような巨大なハエは見たくないなあ」

　陣じんの全身に鳥肌が立っていた。トーレムも、青ざめてブルブル震ふるえている。ちぇ、と聡さと子こはつまらなそうに唇をとがらせた。

「ですがそれ以外、イスラエルに行く方法が無いじゃないですか。こうしているうちにも時間は経って、ヘロデ王の復活の時は近づくし、夏休みだって終わりかけてるんですよ。やっぱりここは『死者の書ネクロノミコン』の呪じゆ文もんで……」

　聡子は本を開く。あわてて、シエラが横からそれを閉じた。

「頼むからやめて、ハエに乗るなんて生理的に不可能だから！」

「そうですか？　たしかに、少しばかり毛は密集してチクチクしていますが……」

「具体的にハエの表面構造を描写しないでっ、想像しちゃうからー！」

　シエラは、両耳を押さえて叫さけんだ。陣もフォローする。

「それにニコライが運転してくれる人を探しに行ってるから、ハエなんかに乗らなくても大丈夫だって」

「だってニコライさん、ぜんぜん帰ってこないじゃないですか」

　ぷう、と聡子は頬ほおをふくらませた。



　たしかに、ニコライがイスラエルまで車を運転してくれる人を探して市場スークに消えてから、一時間以上が経っていた。

　危険な仕事を請けてくれる人がなかなか捕まらないうちに、彼はいつの間にか市場スークを抜けて、古いジュピター神殿の外に出ていた。

「ふう……。急がないと、シエラお嬢様たちが待っておられるというのに……」

　ニコライは探し疲れて、石の壁にもたれた。長身を黒いタキシードに包み、片眼鏡モノクルをつけた銀髪の若者は、美しい彫金がほどこされた鞘さやに入ったサーベルを腰に吊つっていた。

　骨折して三さん角かく巾きんで吊った右腕が、ズキズキとうずいていた。シエラを心配させたくなかったので黙っていたが、骨折の治療もそこそこにインドを出発し、ギーギの背に乗って寒い高空を移動したり、執事として自分のことは二の次にシエラの身のまわりの世話をしていたため、疲れがたまって抵抗力が落ちていたらしい。右腕が腫はれて熱を持ち、激痛が走っていた。

　全身が熱っぽい。涼やかな碧へき眼がんは熱にうるみ、氷のように白い頬ほおがわずかに紅潮していた。日陰になった石の壁がひんやりとしているのが、気持ちよかった。だが、休んではいられない……と、ニコライは石の壁を突きはなす。

「ヘロディオンまであと二百キロ……腕が折れたわたくしは、どうせ戦力にはならない。ならばそれまでに、この身と命をシエラお嬢様にささげるだけ。わたくしの体がどうなろうと、一刻も早くシエラお嬢様たちをヘロディオンに送りとどけるために、こんなところで休んでは……」

　ふたたび歩き出そうとして、長い脚がからまった。

「あっ！」

　ニコライは倒れかける。手をつこうとして、右手が折れていたことを思いだした。

（しまった……折れた右腕の上に落ちる！）

　再び折れてしまうかもしれない。ニコライの全身が、恐怖に凍りついた。

　しかし、ふわりと柔らかいものが、彼を抱きとめた。

「大丈夫ですか、旅のお方」

　澄みきった声がたずねる。バラの香りがした。普通のバラの香りよりもはるかに濃厚で、甘さは無く、荒野を思わせる野性味を帯びた香りだった。

「この香りは……ダマスクローズ」

　ニコライは思わずつぶやいた。座ざ堂どう家の庭で、彼はシエラが飲むロシアンティーに添えるバラジャムを作るため、園丁のまねごとをして何種かのバラを育てていた。その中でもシエラが一番気に入っていたのが、野生種に近く香り高いダマスクローズだった。

「だって、ここはバラの都みやこ……ダマスカスですもの」

　声は、優しく答える。ニコライは、自分を受けとめている柔らかなものが、若く美しい女性だったことにようやく気づいた。

　歳としのころは十八歳ぐらい。美少女という年齢ではないが、美女というには若すぎる。そのたおやかで品の良い容よう貌ぼうは、「美び乙おと女め」と表現するのが最もふさわしい。

　黄おう金ごんの長い髪は豊かに波打ち、頬は白バラの色、唇はダマスクローズの淡いピンク。バラの花か芯しんを思わせる黄金のまつげに縁ふち取どられた目は春先に芽吹くバラの若葉のような、鮮やかな緑色をしていた。

　一般的なダマスカスの女性は頭からベールをかぶっているはずなのに、彼女はかぶっていなかった。服も他ほかの女性のような肌を隠す黒い服ではなく、淡いピンクの薄布を重ねたドレスを着ていて、まるで彼女自身が一輪のダマスクローズのようだった。

　ニコライを受けとめていた柔らかなものは、彼女の豊かな胸だった。薄布のドレスからのぞくそれは大理石のように白く、肌はバラの花びらの表面のようになめらかな、最高級のベルベットのようだった。

　むせかえるようなダマスクローズの香りに気を取られていたニコライだったが、その瞬間にようやく我にかえった。

「こっ……これは、失礼を！」

　ニコライは、あわてて数歩引き下がった。離れて見ると、目の前にいる美び乙おと女めは、いっそう美しかった。中近東の国々では黒い目と黒い髪、浅黒い肌の人が多いが、黄おう金ごんの髪や青い目を持った白色人種も珍しくはない。たとえば古代中国で、ペルシャから来た美女たちのことを「胡こ姫き」と呼んだが、彼女らは金髪碧へき眼がんだったと伝えられている。

「お気になさらないで。それより熱が高いようですが大丈夫ですか、旅のお方」

「なぜ、わたくしにあなたのことばがわかるのですか？　あなたが今話しているのは、シリアで主流のアラビア語でも、第二外国語である英語でもない、わたくしの知らないことばのようですが……」

「わたしは意思を伝えるために、相手の耳ではなく心に語りかけることを覚えたのです」

　彼女の言っていることが、ニコライにはさっぱり理解できなかった。怪け訝げんそうに自分を見ているニコライに、美乙女はくすくすと笑い声を立てて言った。

「そんなことより……ごぞんじですか？　花の香りは、人間の体にも影響を与えます。風か邪ぜの症状を緩和したり、緊張をやわらげたり、神経に働きかけて内臓を収縮させたりするのですよ」

　と、彼女はニコライの右腕に触れた。ギプスで固めた上から三さん角かく巾きんもしているのに、彼女のあたたかい手の温度が伝わってくる。

　ダマスクローズの芳ほう醇じゆんな香りがニコライを包みこんだ。それと同時に、ズキズキする腕の痛みが嘘うそのようにすうっと引いた。

「こ、これは……」

　ニコライは、目を白黒させながら腕をさする。動かしてみようとして、激痛が走った。

「つっ！」

　美乙女は、にっこりとほほえみかけた。

「動かしてはいけません。バラの香りで神経のたかぶりをおさえて痛みを軽減しただけで、骨折が治ったわけではないのですから。でも、少しは楽になりましたでしょう？」

「あなたは誰だれです。ただの人ではないようですが」

　ニコライは緊張していた。旅の中で、サロメが召喚した生骸ゾンビだのカレーの魔神だの、日本で執事をしていたときには考えられなかった敵に次々と遭遇してきた。人ならぬ力を持った彼女も、敵意ある存在ではないのか……とニコライはまず警戒したのだが、彼女は柔らかな笑顔でその疑念を否定した。

「わたしの名はパルミラ。警戒する必要はありません。わたしはあなたの味方です、旅のお方。わたしの城にはもっと良いバラがありますから、骨折を治すのは無理でも完全に痛みを取ってさしあげることはできますよ」

　ごくり、とニコライは息をのむ。

　たとえ骨折が治らなくても、少しでも動かすことができればヘロディオンまで車を運転することができるし、自分の剣術を陣じんに教えることができる。ともに旅立った仲間たちが次々に脱落し、ギーギももはや力を失い、アークダイモンの聡さと子こはどうにも信用がならない。今、ニコライの大切な「お嬢様」であるシエラを守ることができるのは、陣しかいないのである。

　パルミラも怪しいといえばものすごく怪しいのだが、ヘロディオンを前にして現在の戦力はあまりにも心もとない。ニコライはしばらく悩んで、決意した。

「……わかりました。わたくしの主人に相談してみます。ひとつだけおうかがいしたいのですが……なぜ、行きずりのわたくしにそれほど親切にしてくださるのです？」

　ニコライの問いを、パルミラは笑顔ではぐらかし、

「ここはダマスカス。剣とバラの都みやこですわ」

　とだけ答えた。



　シエラたちのところに戻ったニコライは、熱心にうったえた。

「腕の痛みが無くなれば、車が運転できます。そしてヘロディオンでは、必ず激しい戦いが起こるでしょう。わたくしはシエラお嬢様を守るため、このコサック騎兵流剣術とわがサーベルを、何としても新あら木き様に託したいのです！」

「で、でも俺おれ、剣道とかも全然やったことないし、基礎も素養もないんだぜ？」

　陣は腰が引けて首を横に振るが、ニコライは強く押し切った。

「いいえ！　新木様は一見、楔くさび形がた文字の本ばかり読んでいるインドア派な文系男子ですが、考古学の発掘のため山歩きをしたり土を掘ったりして来て、基礎体力はなかなかのものだと存じあげております！」

「ニコライさんのおっしゃるとおり……新木先輩は、剣術の練習をしておいたほうが良いかもしれませんね」

　聡子がメガネの位置を指で直しながら、冷静に分析する。

「『ソロモンの判決』は強力な武器ではありますが、接近戦には使えません。アルフさんのスピードなら、一瞬で相手のふところに飛びこんできますよ」

「でも、そのパルミラという女の人はいったい何者なのかしら？　妖魔ダイモンではなさそうだけど、何か人間ばなれしているし……」

　シエラは警戒しているが、ギーギはぶんぶんっと首を横に振る。

『ギーギは行きたいにょろん、もしかしたらギーギの力も戻してもらえるかもしれないにょろん！』

『ぷきゅー、ぷきゅー！』

　トーレムも、大きくうなずいた。シエラは、考えこむ。

「それもそうか……セレブの心は突撃だものね」

　それにここはランプの魔神の故郷・ペルシャの近くだから自分の魔力も上がっているはず、何かあっても強力な魔力で何とかできるはず……とシエラは自分の中で結論を出して、陣じんに言った。

「決めたわ、そのお城に行きましょう！　アルフを助けるためにも、塩の柱にされた人たちを助けるためにも、わたしたちにはタイムリミットがあるんだもの」

「夏休みももうすぐ終わるしな。宿題は旅のあいだに片付けたけど、問題は新学期が始まってすぐの課題考査なんだよな」

　シエラはその美貌や家柄や上品な物腰だけでなく、優秀さでも学園中の憧あこがれの的だった。その彼女が一学期、突然巻きこまれた聖櫃の妖魔アークダイモンとの戦いのせいで勉強が手につかず、赤点を取ってしまったのだ。

　もう一度赤点を取れば、確実に留年してしまう。しかも欲深い理事長は、大金持ちのシエラを留年させることで、余分に一年分の学費や寄付金を納付させるつもりマンマンで、虎こ視し眈たん々たんとシエラの赤点を待ち望んでいるのだ。この課題考査も、落とすわけにはいかないのである。

「そうね。課題考査の試験勉強の時間を確保するためにも、さっさとヘロディオンに行ってヘロデ王を倒さなくっちゃ。でもニコライ、わたしに仕えてくれるのはうれしいけれど、あなたは怪け我がをしているんだからあまり無理をしないでね」

　心配して言ったシエラに、ニコライは驚いたような目を向けた。

「シ……シエラお嬢様。もったいない、たかが一介の使用人に、そのようなありがたいおことばを！」

「まあ、座ざ堂どうはふだんワガママの猫っかぶりだけど、たまに優しいところがあるからな」

　と、陣が何気なく言った。シエラの耳が、ぴくんと動く。

「庶民、今何て言ったの？」

　ドキドキする心臓を押さえながら、シエラは陣を見あげた。陣は、不思議そうにシエラを見つめた。

「え？　ワガママって言ったけど……」

「じゃなくて！　その後よ！」

「猫っかぶり？」

　陣はきょとんとしていて、本気でわかっていないようだ。シエラはぷうっと頬ほおをふくらませ、ぷいっとそっぽを向く。

「もういいわよっ！」

「？　何を怒ってるんだ……？」

　ソロモン王に匹敵する知恵を持ちながら、陣じんはどこまでも鈍感である。そんな二人を見てトーレムはやれやれ、と首を横に振っていた。

　そんな陣の鼻先に、ニコライは左手でサーベルを持って突きつけた。

「新あら木き様。このニコライ・パブロフ、シエラお嬢様にお仕えするのと同じように新木様にもお仕えする所存ではありますが、根も葉もない悪口でシエラお嬢様を愚ぐ弄ろうなさるというのなら、安物のハムより薄くスライスしてさしあげますが？」

「目が本気なのが嫌だなあ」

　シエラがワガママであることも猫っかぶりであることも、根も葉もある事実なのだが、シエラはニコライの前では猫をかぶりつづけているし、ニコライもそれを信じているので、お話にならない。陣はおとなしく、引き下がった。



　こうしてシエラたち一行はパルミラに会い、彼女に先導されて城にやってきた。

　ダマスカスの市街地からあまり離れていないはずなのに、密集した石造りの建物も、色あざやかな丸天井のモスクも見えない。日干しレンガで造られた城を幾重にも囲むバラの生垣が、全すべてを覆いかくしていた。

「遊園地の立体迷路みたいだな」

　生垣の間をてくてくと歩きながら、陣が言った。城の門からかれこれ半時間以上も歩いているが、いっこうに城に到着しない。トーレムは、すでにさっぱり道がわからなくなって、目がグルグルし始めていた。パルミラが答える。

「そうです、この城はバラの迷路の中。誰だれも侵入することはできません」

「空からなら来られるんじゃないの？」

　ドクロに乗って空を飛ぶサロメの姿を思いだして、シエラがたずねた。パルミラは静かにほほえむと、土の上から石ころをひとつ取り、生垣の上に投げた。

「シュルルルル！」

　たちまちバラのつるが数本、生き物のように伸びあがって石ころを巻き取った。石ころは砕けて、パラパラと地面に落ちる。

　陣たちは、血の気が引いて無言になった。

「ほら……大丈夫でしょう？　この城は曲くせ者ものを決して寄せつけません、安心して滞在してくださいな」

「あんたが一番安心できないんですけど、っていうツッコミは無しかな」

　陣が、パルミラに聞こえないようにつぶやいた。



　ようやく城に到着すると、パルミラがテラスでお茶を淹いれてくれた。

「ようこそ、『バラの城』へ。お疲れ様でした、お茶シヤイをどうぞ」

　シリアの紅茶は、小さなガラスのコップに入っている。紅茶にはたっぷりの砂糖を添えるのが習慣だが、パルミラが淹いれたお茶は、乾燥したバラの花びらで作ったピンク色のローズティーにバラジャムを添えたものだった。

「いい香り……！　のどがすっきりするわ、それに足の疲れが落ちたみたい」

　シエラが、ローズティーをおいしそうに飲みほした。乾燥した真夏の砂漠の国で一時間近くもバラ園の中を歩かされて、すっかりのどが渇いていたのだ。

『見てにょろん！　ギーギ、ちょっとだけおっきくなったにょろん！　これなら、空を飛べるにょろん！』

　ギーギがうれしそうに叫さけんだ。彼女はインドで再会したときの、五歳ぐらいの姿に戻っていた。ニコライも、コップを置いて右腕を何度も動かしてみる。

「わたくしも、腕の痛みがずいぶん消えています。乱暴に動かすのは無理ですが、これぐらいならじゅうぶんです。わたくしもロシアンティーに添えるジャムを作るためにダマスクローズを栽培していますが、バラにこんな効用があったとは……」

「バラの効用というより、何かの魔力でしょうね……」

　お茶を飲みながら、聡さと子こがパルミラを見つめた。

「しかし、このわたしがふつうに飲めるということは、神の力というわけではなさそうです。そして、見たところパルミラさんは妖魔ダイモンでもない。でも、人の心に直接語りかける技を持っている……」

「直接心に語りかけられてるから気づかなかったけど、パルミラさんが話してるのはエブラ語だよな。滅び去った古代シリアの言語を、どうして知ってるんだ？」

　陣じんにたずねられて、パルミラは少し驚いた。

「エブラ語をごぞんじなのですか？　今では、誰だれもわたしの言語そのものを理解できないのに。だから、心に語りかけるすべを覚えるしかなかったのです」

　聡子は目を細めて考えこみ、パルミラにたずねた。

「それって、もしかして……あなたは何千年も昔から生きていたということですか？」

「ええ。科学を信じる現代人には信じていただけないと思って、話しませんでしたが……わたしはただの人間ですが、世界最古の都市であるこのダマスカスと同じ長さの命を持っています。わたしの一族は王家に仕える刀かたな鍛か冶じでした。王家の秘宝であるこのダマスクローズの香りには、痛みを抑えたり生命力の活性を高める作用があります。このバラに囲まれて暮らしているため、わたしは歳としを取らないのです」

「永遠の命、ってことか」

　陣が、目を丸くした。

「ええ。ただし、このバラはここの土でしか育たないもの。永遠の命は、このバラの城の中だけのものなのです」

「ここだけの……か。ウトナピシュティムと同じだな」

　陣じんはメソポタミアで出会った、永遠の命を持つ老人のことを思いだした。彼は死を知らない楽園である「エデンの園」の番人だが、自分のことを、死を恐れながら永遠の命を生きつづけるだけの「生命の囚人」だと言っていた。

　ニコライは、同情をこめてパルミラに言った。

「では、あなたはこのバラの城で何千年もたった一人で？　そんなに美しいのに、人にも会わず広い世界を見ることもなく、寂しくはないのですか？」

　ニコライの青く澄んだ瞳ひとみに見つめられて、パルミラはドキンとした。大理石のように白い頬ほおが、ダマスクローズのピンクに染まる。

「さ……寂しくは、ありませんわ。わたしは、ここでの生活が気に入っているのです」

　パルミラはニコライから視線をそらしながら、そう答えた。

「もうすぐ日も暮れます、今夜は城で泊まってください。一晩バラの香りに包まれていれば、ニコライ様の腕の痛みもすっかり消えるでしょう。寝室にご案内いたします」

　パルミラは逃げるように早口でそう言うと、立ちあがった。



　砂漠の夜は、ひんやりとしていた。

　ニコライは陣と同じ部屋、シエラたち女子三人は別の部屋をあてがわれた。窓ガラスも無い古い城だったが、ベッドにはバラ色の薄いカーテンがかけられていて、窓から入る砂ボコリをふせいでいた。

　女子三人は夕食の後、パルミラに誘われて城の一階にある浴場にやってきた。

　浴場は大理石でできた広い部屋で、真ん中に大理石の大きなバスタブが置かれている。バスタブにはたっぷりお湯が張られ、あふれるほどのダマスクローズが浮かべられていた。

「わあ……いい香り！」

　シエラはバスタブの中で、疲れた手足を思いきり伸ばした。水道があるわけではないので、シャワーなどは無い。台所でお湯を沸かし、それを樋といに流すことで、バスタブに湯を張る仕組みになっていた。

　トーレムは入浴をのぞけないよう浴場の外に出されて、

『ぷきゅー……』

　と、床に座りこんで寂しそうにうなだれていた。

　聡さと子こは、シエラと向かい合わせにバスタブに浸かっていた。シエラは、バラの花を両手ですくいながら聡子に見せた。

「ねえ本ほん田ださん、このバラ、とてもきれいよね？」

「すみません、見えません」

　そう答えた聡さと子このメガネは、湯気で真っ白にくもっていた。

　パルミラは大理石の床にひざをつき、両手を広げて立っているギーギの体を海綿で洗ってやっているところだった。

　シエラの胸元の脂肪は限りなく乏しく、良い言い方をすれば超スレンダー。聡子は本の表紙のようにつるぺったん、幼女の姿をしたギーギにいたってはナイペタの幼児体型である。それに比べてパルミラは、古代ギリシャの大理石像を思わせる、素晴らしい曲線美を誇っていた。

『パルミラさんは、きれいだにょろんね』

　泡だらけになっているギーギが、パルミラの体をしげしげと見つめながら言った。パルミラは、恥ずかしそうにほほえむ。

「そ、そうですか？　恐れ入ります」

『そんなにきれいなのに、お城の中に閉じこもってるなんてもったいないにょろん。ギーギたちもカンボジアの蛇女神神殿ピメア・ナカスに閉じこもってないといけないけど、交代で外出することはできるし、観光客だって来るから、退屈はしないにょろんよ』

「わたしは、この城が気に入っているんです。生まれたときからずっとこの城にいますから、退屈にも慣れました。外は、恐ろしいことも多いですし……」

「まあ、わたしたち聖櫃の妖魔アークダイモンでも、人間のえげつなさには閉口することがありますけどね」

　メガネがくもったまま、聡子が言った。ギーギが、パルミラに手て桶おけで泡を流されながら、湯気の香りにうっとりする。

『うーん、このバラの香りでまた力が湧わいてきたにょろん。ギーギも、ちょっとだけこのお城にずっと住んでてもいいかなって思うにょろん』

「本当に、とてもいい香り。旅の疲れが全部落ちていくわ。砂漠の国でこんなに水を使えるなんて、信じられない」

「この城には、バラに水をやるための井戸が掘られているんですよ」

　シエラのことばに、パルミラはそう答えた。聡子は、メガネがくもったままつぶやく。

「妖魔ダイモンであるわたしには、このバラは毒にも薬にもなりませんが……まあ『神』に力を与えるようなものの中にいて、毒にならないだけでもましなのでしょうね」

　アークダイモンの一人で「偶像崇すう拝はい」をつかさどる聡子は、偶像を神にする力を持つ。もともと悪しき神を作りあげて人心を惑わすための力だが、その力は同時に、その地で人人が信仰を向けているものを神として認識してしまうという弱点にもなった。

　イワシの頭も信心から、ということわざのとおり、通常なら生ゴミでしかないイワシの頭でも、いったん誰だれかの信心が向けられれば、妖魔である彼女には近づくこともできない「神」となってしまう。そのため、日本では動物園でゾウを見ても牛ぎゆう丼どんを食べても平気な聡子だが、カンボジアではゾウに襲われて反撃できなかったし、インドでは聖牛に囲まれて気絶してしまったのだ。

「それに夕食も、かんたんではありましたがおいしかったですし……」

「さっきの市場スークで買ったパンに、手作りのバラジャムね」

　聡さと子ことシエラのことばに、パルミラが答える。

「市場に出たのもパンを食べたのも、久しぶりです。ふだんは、バラジャムだけ食べて暮らしていますから……」

「だからパルミラさんは、全身からバラの香りがしているのね」

　シエラは、芳ほう醇じゆんなバラの香りの湯を肩にかけながら、ふと悲しげにうなだれた。

「ここはこんなに平和なのに……。ニコライが運転できるようになるか、ギーギが空を飛べるようになれば、明日にはヘロディオンで最後の戦いが始まるのね」

「あら、座ざ堂どう先輩、らしくないですね。セレブの心は突撃、じゃなかったんですか？」

「ヘロデ王と戦うことは、ちっとも迷ってなんていないわ。問題は、アルフと戦わざるを得なくなるってこと」

　シエラは風ふ呂ろから立ちあがり、窓ぎわに移動する。

　城の壁にはバラのつるが這はっていて、葉が目隠しになっていた。その葉をかき分けると、夕方にお茶を飲んだテラスの前の、少し広い場所が見えた。



　陣じんとニコライが、そこにいた。月の光を頼りに、剣術の稽けい古こをしていた。

「もう一度です、新あら木き様」

　ニコライは左腕にサーベルの鞘さやを持っている。陣はニコライのサーベルを杖つえにして地面に座りこみ、全身汗だくになって、ハアハアと息を荒げていた。

「ちょ……ちょいタイム、休憩させてくれよ。このサーベル、死ぬほど重くて……」

「騎乗用の片手剣ですから、二キロもありませんよ」

「長さがあるだろ、てこの原理で重くなるんだよ！」

「てこの原理だか何だか知りませんが、新木様がソロモン王のように知恵深いということは存じあげておりますけれど、強くなるためには頭でっかちにこまごま考えていてはいけません。考えるな、感じろドントシンク・フイールです」

「ブルース・リーの見すぎだって」

　文句を言いながらも、陣は立ちあがる。ニコライは、目を細めた。

「がんばられますね、新木様」

「何でも、中途半端にかじるのが一番危ないって言うだろ」

　陣は、重いサーベルを必死にかまえた。腕の筋肉にかなり疲労がたまっていてプルプルと細かく震ふるえているが、目力は鋭かった。

「俺おれは、アルフを助けるために剣の稽古をしてるんだ。友達の命がかかってるってのに、手抜きなんかできるかよ」

「良い心がけです。それでこそ、わたくしも遠慮なくしごけるというもの」

　そう言うなり、ニコライはサーベルの鞘さやで陣じんに打ちかかった。左手でも、素早い。両手を使えるように訓練していたということもあるだろうが、右手の骨折の痛みが消えたぶん、それを気にせずに体を動かせるというのも大きいようだ。

　陣はニコライの攻撃を必死に受けとめるが、サーベルの重さに攻撃の重さが加わって、腕がびりびりとしびれた。手の感覚が無くなり、握力が抜けて、サーベルを持っていられない。ぽろりと落とした瞬間、ニコライの攻撃が陣のわき腹に入った。ボグゥッ、という鈍い打撲音が響く。

「ぐふう！」

　陣はわき腹を押さえて、ひざをついた。息ができず、口をぱくぱくする。ニコライが、あわてて陣に駆けよった。

「す、すみません、新あら木き様！　止められると思ったのです、まさかサーベルを落とされるとは……！」

「だ……大丈夫だ、ちょっと痛かっただけだ」

　ことばは気丈だが、かなりダメージが大きかったらしく、陣はまだ立ち上がれずにいる。ニコライは、自己嫌悪を感じて額を押さえた。

「すみません、新木様。わたくしが焦りすぎたのです。今日はこれまでにいたしましょう、肋ろつ骨こつにひびでも入っていては大変です」

「今日はこれまでに？」

　陣が、サーベルを杖つえついてよろよろと立ちあがる。ニコライは、驚いて目を丸くした。

「あ……新木様？」

「『今日は』って何だよ。俺おれたちに『明日』があるのかよ？　『明日』はヘロディオンに行くんだろ。なら、俺たちには『今日』しかないんじゃないのかよ」

　陣は、疲労に痙けい攣れんする腕を気力で抑えて、サーベルをかまえた。燃えるような目に、ニコライは飲まれてしまう。

「新木様……わかりました。では、続けましょう」

　ニコライは、ふたたび鞘をかまえた。



　シエラは、それ以上見ていられなくて、後ろを向いた。鋼がぶつかり合う甲かん高だかい音に混じって、ときどき鈍い打撲音が聞こえていた。

「あらまあ……新木先輩が、剣道などの素養が全然無いとおっしゃったのは、謙けん遜そんではなかったんですね。どんなに一夜漬けで特訓しても、あれでは使い物にならなそうですが……ククク……」

　くもったメガネをふいた聡さと子こが、シエラと入れかわりに窓辺にやってきて、遠慮なく酷評する。ギーギが、聡子をにらんだ。

『しゃとこは性格が悪いにょろん、おとーたまががんばってるんだから誉ほめて伸ばすにょろんよ！』

「がんばるのと結果を出すのとは、違いますからねえ……。新あら木き先輩はソロモンの知恵を持つほど頭の良いかたですのに、自分がムダな努力をしているということがわかられないんでしょうかね」

「庶民が一番、わかってると思うわよ」

　シエラは、窓に背中を向けたまま言った。細い肩が、震ふるえている。濡ぬれた長い髪から、真珠のような水滴がぽろぽろと落ちていた。

「庶民はあんなに頭がいいのに、頭ではわかってるのに、それなのに特訓せずにはいられないのよ。アルフを助けるためだから……」

　シエラの声も、震えている。頬ほおから落ちるきらめくしずくは、濡れた髪から垂れているものなのか、目からこぼれているものなのか。聡子が、怪け訝げんそうな視線をシエラに向けた。

「まるで、新木先輩がアルフさんのためにがんばっているのが嫌みたいな言いかたをされてませんか？　アルフさんは、座ざ堂どう先輩の友人でもあるはずでは？」

『そうにょろん、シエラもアルフを助けなくっちゃっていつも言ってるでにょろん』

　ギーギにもそう指摘されて、シエラは背中を向けたまま、うなだれた。

「そうよ。アルフはわたしの友達だし助けたいし、友達としてわたしにはアルフを助ける義務があるわ。わたしはアルフを助けなくちゃいけないのよ」

　それがわかっているのに、胸が痛い。口には出せなかったが、シエラは両手で心臓の上をぎゅっと押さえた。

（アルフを助けなくちゃいけないし助けたいのに……どうして、庶民がアルフのためにがんばってるのを見て、こんなに胸が痛むの？　大事な友達を助けるためじゃない、それなのにこんなふうに感じるなんて……わたしって、最低だわ）

　良心が痛んで、苦しかった。パルミラもまた、窓から外を見て、沈痛な表情をしていた。



　夜が更けた。

　激しい特訓が終わり、陣じんは寝室で倒れこむように眠っていた。疲れすぎて、服も着がえていない。全身には、ニコライに打たれた青アザがあった。

　ニコライは、台所にある小さな井戸から水を汲くんでいた。冷たい水を桶おけに移していると、パルミラがやってきた。明かりといえば窓からさしこむ月の光しかないのに、パルミラがあまりにも色白なので、彼女自身が明るく光っているように見えた。

「水ですか」

　パルミラがたずねる。ニコライは、小さくうなずいた。

「勝手に城の中をうろうろして申し訳ございません。新あら木き様の傷を冷やそうと……」

「見ていました。事情はよくはわかりませんが、避けられない戦いが近づいているのですね」

　パルミラは、ニコライの腰に視線を移した。鞘さやは腰に吊つられ、陣じんに貸していたサーベルも元通り納められていた。

「あなたのように優しいかたが武器を持たなくてはならないなんて、悲しいことですわ。戦いには必ず相手が必要です。どちらかが戦いを放棄すれば、それ以上戦うことなどありませんのに」

「しかしそれでは、戦いを放棄したほうは好きなだけ蹂じゆう躙りんされてしまいます。『生きるための抵抗』も『戦い』なのです」

　ニコライは、静かな目でパルミラを見つめた。パルミラは、辛つらそうに目を伏せる。

「あなたの言っていることは、よくわかります。けれど、この城にいれば、誰だれにも攻撃されません。生きるための抵抗すら、しなくても良いのです」

「この城に？」

　いつも冷静なニコライが、わずかにとまどった。

「それは……どういう意味ですか」

「あなたたちは、明日戦いの旅に発たとうとしています。けれどこの城にとどまれば、今は骨折の痛みを止めることしかできませんが、ほんの数日滞在するだけで、骨折も完治するでしょう。いっそ永遠にここにいれば、永遠に平和に生きていられるのです。わたしは、それを望みます。ひと目見たときから、すらりとした若木のように美しいあなたのお姿が、まぶたに焼きついて離れなくなってしまったのです。何千年も生きてきて、こんな気持ちになったのは生まれてはじめてなのです」

　パルミラの白い頬ほおが、紅潮していた。ニコライは、突然の告白にどぎまぎしている。

「な……何をおっしゃるのですか、いきなり」

「不ぶ躾しつけなことを口走ってすみません、こんなはしたない娘はお嫌いでしょうね」

「い、いえ、はしたないなどとは……」

　パルミラは恐らく、勇気を振りしぼって告白したのだろう。自信を無くして、今にも消え入りそうに思える。ニコライは、彼女に何と言えば良いのかわからない。

　彼女に悪い感情は持っていないが、好きかどうかと訊きかれて答えられるほどには、彼女のことをまだよく知らない。それに、ニコライには仕えるべきシエラや、救うべき知人アルフ、ヘロデ王から守るべき多くの人々がいる。何千年もたった一人でこの城にいたパルミラとは背負っているものの数が違うので、仮に自分がパルミラに一目ぼれしていたとしても簡単には決断を下せはしないだろう……と、ニコライは思った。

「あなたは美しいし素晴らしいかたです。しかし、わたくしは行かねばならない人間です。好意を持っていただけるのはうれしいのですが、あなたが幸せになるためには、他ほかの誰だれかを探されるほうがずっと良いと思います」

　ニコライは正直に、そう答えた。パルミラはショックを受けて、大きな目をうるませる。

「この城に残ってはいただけないのですか」

「たとえサーベルを持って戦えなくとも、この体、シエラお嬢様の盾になるぐらいの役には立ちます」

　ニコライはパルミラに背を向けると、確かめるようにサーベルの鞘さやに視線を落として手でなでた。パルミラは、ニコライの背後からたずねる。

「そのサーベルは、ダマスク鋼でできていますのね」

「よくおわかりになりますね。先ほど新あら木き様に特訓をつけているときに、刀身をご覧になられたのですか？」

「サーベルを捨てられれば良いのに」

「もうその話はなさらないでください、わたくしは戦うしかないのです。もしヘロデ王が世界を支配すれば、その強大な魔力にこの城すら太刀打ちできないかもしれません。あなたを守るためでもあるのです、パルミラ様」

「サーベルを捨ててくださることが、わたしの心を守ってくださることになりますわ。わたしはあなたが戦うことを望んでいません」

「自分が殺されても抵抗しなくて良い、とおっしゃるのですか？」

　ニコライは信じられないようにたずねた。パルミラは、迷うように視線をそらす。

　だが、夜風に吹かれてバラの葉ずれがざわざわと聞こえてきた瞬間、パルミラはびくんと背すじを伸ばした。

「も……もちろんです。戦えば戦いが増幅するだけ。たとえ殺されても、戦わなければそこで戦いは終わります。戦いの連鎖をふせぐことができます」

「何に怯おびえているのです、パルミラ様」

「べ……別に、怯えているわけではありません。わたしの本心から、そう言っているのです」

「あなたの優しい気持ちはわかります。けれどわたくしは、あなたが殺されるのを黙って見てはいられません」

　ニコライの真しん摯しなことばに、パルミラは頬ほおを赤らめ、胸を押さえた。彼女の心臓が早はや鐘がねのように鳴っているのが、あまりにも城が静かなので、離れて立っているニコライにまで聞こえてくるかのようだった。

「サーベルは捨てない……ということですか」

「これは、帝政ロシアのロマノフ王家に代々仕えた執事の家系であるわがパブロフ家が、皇帝より下賜された由緒ある家宝のサーベルです。かつてパブロフ家はロマノフ王家のためにこのサーベルを振るいました。わたくしもパブロフ家の誇りを守るため、ここで逃げ出すわけには行かないのです」

「残念です……ニコライ様」

「残念？　何がで……」

　振りかえってたずねようとしたとき、ニコライは後頭部に重い衝撃を感じた。

「ぐぅっ！」

　パルミラのドレスの薄布の陰に、剣がかくれていたことにニコライはようやく気づいた。虹にじ色いろに輝くダマスク鋼の、片刃の剣だ。刀身の虹色の輝きが、ニコライのサーベルにとてもよく似ている。

「安心してください、峰打ちです」

　倒れこむ視界の中でパルミラの姿は逆さになり、地面に叩たたきつけられた瞬間に全すべて真っ暗になった。

「ごめんなさい、わたしがあなたがたをこの城に呼びよせた目的は、あなたのサーベルだったんです。もし捨てると言ってくださったなら、無事に帰せたのに」

　床にくずおれたニコライを見下ろすパルミラの目から、真珠のような涙がこぼれた。

『無事に帰すだと？』

　テラスや窓からバラのつるがシュルシュルと音を立てて入ってきて、低い女の声がひびく。

『忘れたのか、パルミラ。おまえは自分が作った武器を封印しつづけなくてはならない。

　その武器に駆りたてられて戦う者たちも同じだ』

「わ……忘れてはいません、ゼノビア女王」

　パルミラは、震ふるえる声で答えた。

『忘れるな、パルミラ。おまえが作った武器が、どれほど人の心を煽あおりたて、どれほどの血を流したのか。おまえがどれほどの罪を犯してきたのか』

「言わないでください！」

　パルミラは両耳を押さえ、その場にひざをついた。激しく震えて涙を流す彼女の前で、バラのつるはニコライの体をからめ取る。

『ならば、この男をわたくしの糧かてとしても文句はなかろうな。この男の仲間も戦いに心をとらわれた者ばかりなのだから、これまでの戦士らと同じように、全てバラ園に埋めてしまおうぞ』

　ニコライの体が浮いた。パルミラは、ハッと顔を上げる。

「お……お待ち下さい、ゼノビア女王！　そのかただけはお助けください！」

『なぜだ？　そなたの愛情を拒絶した男ではないか』

「それでもやはり……わたしはそのかたが好きなのです」

『この城の秘密を知られれば、封印されたダマスク鋼の刀剣を目当てに多くの者がやってくる。それらがまた、新たな戦いを生むことになるのだぞ。バラ園が踏みにじられてバラの香りの魔力が消えれば、そなたの……そしてわたくしの、永遠の若さと美しさもそのとき絶えることになる。それでも良いのか？』

「し、しかしゼノビア女王……！」

『しかしは聞かぬ！　この男が城に残らないというのなら、口封じするしかないのだ！』

　ニコライの体が、高く持ちあげられた。全身がぎしぎしと締めあげられ、今にもくびり切られそうだ。

　パルミラが動いた。

「おやめくださいっ、女王！」

　ダマスク鋼の剣を強く握り直し、パルミラはバラのつるに斬きりかかる。

　緑色の樹液が噴きだし、パルミラの薄いピンクのドレスに点々と散った。斬られたつるが、ニコライもろともドサッと床に落ちる。

『そなたまでも剣を抜いたのか、パルミラ。男への恋慕に狂って、恥知らずにもそなたが作った剣によって殺された人々の悲鳴と無念を忘れたか！』

「忘れてはいません……けれど、このかたは邪悪な心で戦おうとしているのではありません。戦うには理由があります、私利私欲による侵略ならばともかく、罪も無き命を守るための正義の戦いすら悪と断じることはできないのではないでしょうか？」

『誰だれがその正義を決めるのだ？　カルネアデスの板の罪を誰が断じられるのだ？』

　カルネアデスの板とは、古代ギリシャの哲人カルネアデスが提唱した問題である。

　二人の男が溺おぼれていて、一枚の舟板が流れてくる。自分が助かるために相手を押しのけて溺でき死しさせてしまうことは、是か非か……というものだ。

　ちなみに日本の法律では、この例は自分の命を守るためのやむをえない行動「緊急避難」として、無罪になる。では、飢えて死にそうな子供を救うために他人を殺して金を奪っても良いのかどうか……飢えて死にそうな国民を救うために他国を侵略しても良いのかどうか……。

『どこまでが正義でどこまでが不正なのか、誰がそれを決められる？』

「だからといって……全すべてを否定するのも間違っています！　わたしがこの城に誘いこんだ戦士たちの中には、戦を好まずただ故郷や家族を守るために剣を取った若者たちもたくさんいました……わたしが作った剣よりもはるかに重い罪を、わたしは犯してしまった」

　パルミラは肩を震ふるわせて泣いた。バラのつるが、一斉に彼女に襲いかかる。

『どうやら、そなたの利用価値は無くなったようだ。わたくしに従いこのバラの城にいれば、永遠の若さと美しさを保てたというのに、愚か者め』

「けれどここはバラの牢ろう獄ごく。わたしにとっては永遠の後悔と苦悩の城でもありました、ゼノビア女王。わたしにはあなたに逆らう勇気が無かった、戦いを恐れ罪悪感にとらわれあなたを正しいと思っていた……けれど、今は違います。ニコライ様の戦いが罪も無き命を守るためなら、ニコライ様を守るためのわたしの戦いもまた正義だと信じます！」

　パルミラはそう言うと、涙を振りきって彼女に襲いかかるバラのつるを、一刀のもとに斬きり捨てた。

『小こ癪しやくなっ……！』

　バラのつるが波状攻撃をしかける。斬りもらしたつるが、パルミラの白い肌を斬り裂いた。石造りの灰色の床に、真紅の血が飛び散った。

「くぅ！」

『滅ぶが良い、パルミラ！』

「嫌ですっ……わたしがここで負けたら、ニコライ様が殺されてしまう！」

　パルミラは傷もかまわずキッと目を上げて、背後にニコライをかばいつつ、果敢にバラのつるに立ちむかった。バラのとげに裂かれてドレスは無残に破け、紐ひものように体にまとわりつく。おびただしい血が流れ、パルミラの息が上がった。

（目がかすむ、体が動きにくい……血が流れすぎているんだわ。でも、ここで退ひくわけにはいかない。このバラの牢ろう獄ごくからニコライ様を救い出さないと、二度と後悔しないように……！）

　太いつるが、パルミラ目がけて飛んでくる。パルミラはつるを斬り捨てた……が、次の瞬間、背中に「ドカッ」と重い衝撃を感じた。

「……え」

　何が起こったのかわからないまま、パルミラの口から血が吹きだした。震ふるえながら振りかえると、別のつるが背中の真ん中に深々と突き刺さっていた。びくん、とパルミラは一度だけ大きく痙けい攣れんした。

「ニコライ……様……」

　床にくずおれたパルミラは、最後の力を振りしぼり、倒れているニコライに手を伸ばす。だが、その手もバラのつるに貫かれ、床に縫いとめられてしまった。

「ニコライ様……」

　パルミラの目から、無念の涙が静かに流れ落ちた。



　そのとき、バラのつるの動きが止まった。

『……何者だ？』

　バラのつるがパルミラの体から引き抜かれ、外へ戻っていった。倒れたパルミラとニコライが、後に残された。

　青い月に照らされたバラ園の上空を、化石の翼竜が飛んでいた。翼竜の上には七枚の赤いヴェールをドレスのかわりに身にまとったサロメと、黄おう金ごんと宝石で飾られた水着のような鎧よろいを着たアルフがいた。翼竜は、道を見失って同じ場所をウロウロと飛びまわっている。

「何なのだ、この城は？」

　サロメが翼竜の上からバラ園を見下ろし、わけがわからなくなって額を押さえた。

　すぐそこに城が見えるのに、進んでも進んでも近づかない。一度戻ろう……と思っても、今度は進んでも進んでもバラ園から出ることができない。

「市場スークで、東洋人の一行がこちらの方角にやってきたと情報を得てやってきたが……出られなくなってしまったではないか？　ヘロディオンの近くにこのような不審な城があったとは、うかつだった。わが王に害なすものかもしれぬ」

「確かにただの城ではなさそうですね、ニャロメ様」

　アルフが、反りのついた刀シャムシールを片手に、化石の翼竜から身を乗りだす。サロメは、深いため息をついた。

「だからわらわはニャロメでは……いや、もういい。生骸ゾンビの腐った脳ミソに何度言っても理解しないようだから、もう何も言うまい」

「ただの城ではなさそうですが……しかし、ここは鋼の古代都市ダマスカス。わたしの魔力が最大となる地です」

　そう言うや、アルフはひらりと飛び降りた。サロメはびっくりして、目を白黒させる。

「待てっ、剣の魔神！　腐った脳ミソでも高さぐらい考えろっ、そなたは飛べな……！」

　だがアルフは頭を下にして落下しながら、地面に激突する直前、シャムシールをブンッと強く振るった。刃先にわずかに角度をつけて振るうことで風を生みだし、アルフの体がフワッと浮きあがる。アルフは空中でくるりと体勢を変え、身軽に着地した。

　翼竜の上で、サロメはホッと胸をなでおろす。アルフはシャムシールを振りあげると、目の前のバラの幹を斬きりたおした。

　とたんに、サロメの目の前の空間にピシッとひびが入った。アルフがもう一本バラの幹を横ざまに斬ると、ひびは大きくなってボロボロとくずれ落ちる。くずれ落ちた「空間の穴」の向こうに、今までよりずっと近く、城の姿がはっきりと見えた。

「バラが迷いの魔法陣になっていたのか……！」

　サロメは目を輝かせる。アルフが、サロメを見上げて言った。

「『仕掛け』は破壊しました。城に行ってみましょう、ニャロメ様。敵対者ならば、このシャムシールの露といたします」

「う、うむ！　しつこくひとの名前を間違えているのはちょっとムカッとするが、素晴らしいぞ剣の魔神！　さすが鋼の古代都市ダマスカス、わらわの予想をはるかに超える魔力をそなたから引き出してくれたものだ！」

　サロメはアルフを迎えにいこうと、化石の翼竜の高度を下げる。

　ところが、化石の翼竜を目がけてバラのつるがいっせいに伸びあがった。

「うわああ！」

　翼竜とサロメは、バラのつるにからめ取られてしまった。翼竜はしめ上げられて粉々に砕け、サロメは逆さづりにされてしまう。赤いヴェールの下にしのばせていた「死者の書ネクロノミコン」が、ぽろりと落ちた。バラのつるがサロメの体にきつく食いこみ、トゲが白い肌を傷つけて赤い血を流す。

「きゃああああ！」

「ニャロメ様！」

　アルフがバラのつるを駆け上がり、サロメを縛るつるを斬きり捨てた。強くしめ上げられてほんの一瞬意識が遠のき、サロメは落下する。アルフが両腕に彼女を抱きとめて、着地した。

「大丈夫ですか、ニャロメ様」

　アルフは、無表情の中にもどことなく安あん堵どの色を見せて腕の中のサロメにたずねた。少女でありながらも凛り々りしいアルフに、サロメの白いほおがぽっと赤くなる。

「だ……大丈夫だ。ついでにわらわは、ニャロメではないからなっ！」

　サロメはあわてて、アルフの腕から降りた。胸がドキドキしているのに気づいて、サロメは焦る。

（わ、わらわは何をドキドキしているのだ。この者はわらわが作った生骸ゾンビ、自分の意思を持たずわらわの命令のみに従う人形ではないか。それがわらわを助けるのは当たり前のことではないか……）

　そう思った瞬間、サロメの胸に一抹の寂しさが走った。

（そうだ。剣の魔神はわらわが殺して、脳ミソの腐った、意思を持たない生骸ゾンビにしたのだ。この者の心がここに無いことが、なぜこんなにわらわの心を痛めているのだ？）

　サロメは混乱するが、自分でも答えがわからない。

　しかし、自分の気持ちをのんびり追究している暇ひまはなかった。二人の周囲をバラのつるが、うねりながら包囲する。アルフは、サロメを背後にかばった。

「わたしから離れないでください、ニャロメ様」

「くそっ……死者の書ネクロノミコンはどこだ？」

　戦うすべを失ったサロメは、悔しそうに周囲を見まわし、探しに行こうとする。そこに、バラのつるが襲いかかった。アルフは素早く動き、サロメを狙ねらうつるを斬りながらどなった。

「離れないでくださいと言ったでしょう！」

「す、すまない」

　アルフの迫力に圧倒されて、サロメは主人だというのに思わず謝った。二人に襲いかかるバラのつるを、アルフはあざやかな剣さばきで次々に斬きり捨てる。

「お諦あきらめください！　『死者の書ネクロノミコン』など無くとも、ヘロデ王が『ランプの魔法書』に最終魔法を書き入れれば無敵の力が手に入るはずです。われわれが今すべきことは、それを無事に持ち帰ることです」

「わ……わかった」

　サロメは、すっかりアルフのペースにのまれていた。

（剣の魔神……生骸ゾンビとして自我を失っているはずだが、やはり鋼の故郷であるこのダマスカスで魔力が強まっているのだろうか？）

　圧倒的な強さでバラのつるを斬って進んでいくアルフの背中を見つめてついて行きながら、サロメは半ば感心しつつ、そんなことを考えていた。

　そのとき、

「っ！」

　アルフの足もとの地面が、ぐううぅーんっ、と大きく盛りあがった。バラのつるのかたまりが、地面を持ちあげていたのだ。正面から攻撃すると斬られるため、作戦を変えてきたようである。

「うわあああ！」

　いかにアルフでも真下からの攻撃では防ぎようがなく、全身を縛りあげられてしまった。アルフの背後にいたサロメも、いっしょにからめ取られる。アルフはシャムシールを持っている右腕を、完全に捕らえられてしまった。

「くうぅっ……！」

　アルフは、細い首に食いこむつるを何とか外そうとして左手をかけ、力をこめた。しかしつるが太すぎて、いくら彼女がペルシャ格闘技ズルハネの達人であってもびくともしない。彼女よりもきゃしゃなサロメは、すでに窒息しかけて顔色が真っ青になり、全身がプルプルと細かく震ふるえていた。

「だめっ……もうだめだ……落ちる……っ」

「ニャロメ様！　お気を確かに！」

　しかし、サロメにはすでに「ニャロメじゃないニャロメー！」というお決まりのセリフを叫さけぶ余裕も残されていなかった。アルフも全身を締められて、骨がミシミシときしんだ音を立てていた。このままでは、時間の問題である。

　そのとき、青い月に照らされたバラ園に、静かな声がひびいた。

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経て、死すら死を迎えん！」

　死者の書ネクロノミコンの呪じゆ文もんだ。たちまち、月がかげった。月の中に、巨大なハエの影が映っている。姿はハエだが、頭部は白骨化した人間のもので、翅はねには黒いドクロの模様があった。意識を失いかけていたサロメが、ハッと大きく目を見ひらく。

「何だ……あれはっ？　まさか……！」

　静かな声が、再び命じる。

「死肉より復活せしもの、億万の蟲むしの神ベルゼブブよ！　そなたの使徒を召喚せよ！」

　その声に応えるように、ブブブブブ、と巨大なハエが翅はねをふるわせた。

「ヴゥ～ン」

　低周波のようにひびく音が聞こえてきた。むら雲のようなものが空を飛んでやってきて、バラ園の上に降りそそぐ。

　それは、翅が生えた無数のアブラムシだった。アブラムシは体長二ミリほどしかない小さな虫で、体の形はゴマ粒に似ている。色は緑や黄色や黒などさまざまで、植物の茎にびっしりとくっつき、口こう吻ふんを突きたてて栄養分のある汁を吸って生きる害虫だ。ふだんは翅が生えていないが、移動する時期がくると翅が生えた個体が生まれてくる。

　そのアブラムシが、バラのつるにびっしりと隙すき間ま無くへばりついて汁を吸いはじめた。

　バラはどんどんしなびて倒れ、サロメとアルフは地面に倒れる。

　二人の前に、少女が歩み出た。長い黒髪と月光を反射するメガネ……本ほん田だ聡さと子こだった。

　風ふ呂ろ上りの彼女は、濡ぬれた髪にタオルを引っかけ、パジャマがわりの薄手のＴシャツに短パン姿だ。Ｔシャツは、聡子の親友である安あん藤どう奈な津つがお気に入りの、キモブサ系のカエル柄。聡子がふだん肩からかけているポシェットと同じ柄だ。

　彼女は、手に二冊の「死者の書ネクロノミコン」を持っている。一冊は、サロメが落としたものだった。

「危機一髪だったようですね……ククク」

「そなたは……『偶像崇すう拝はい』っ！　ではやはり、この城に『ソロモンの知恵者』どもがいるのか！」

　サロメは警戒しながら身を起こす。アルフも、体にまとわりついている枯れたつるをむしり取り、シャムシールを握っていつでも攻撃できるように身がまえた。

「ククク……そのとおりですよ」

「なぜ教える？　『ソロモンの知恵者』がここにいるのなら、なぜわらわたちを救った？　そなたたちの仲間である剣の魔神だけを助けるなら別だが……そうか、わらわが死ねばわらわの魔力で生骸ゾンビとなっている剣の魔神も滅びるからか？　いや……それも関係ないはずだ。そなたも『死者の書ネクロノミコン』で死骸ゾンビを作れるはずなのだから」

「なぜ救ったか……ですか？」

　ククク、と聡子は笑った。

「さっき、アルフさんがおっしゃってましたよね。『ヘロデ王がランプの魔法書に最終魔法を書き入れれば』……と。それってつまり、ヘロデ王はわたしも知らない『最終魔法』を知っているということですよね……ククク」

「だから何だというのだ？」

「じつはわたしも、『ランプの魔法書』を盗んだことがあるんですよ。でも、わたしは途中までしか呪じゆ文もんを知らなかったので、最終魔法まで書きこむことはできなかった……そして最終魔法を調べているうちに、座ざ堂どう先輩が新しく『再発行』された魔法書を完成させてしまったので、わたしが持っていた魔法書は消滅してしまったんです」

　聡さと子こは、メガネの下の目をすうっと細めて、サロメを見つめた。

「本が好きな人間なら……乱丁本や落丁本は許せませんよね？　とくに最後のほうのページがごっそり抜けてるなんて、推理小説のカバー見返しのところにある人物紹介に赤ペンでマルをつけて『犯人』と書かれるぐらい、思いっきり萎なえるじゃありませんか。映画だって一度観たことがあっても、『完全版』が公開されたらまた観に行ってしまいますし……要するに、わたしは完全な『ランプの魔法書』が見たいわけです。ヘロデ王が最終魔法を知っているのなら、魔法書を手に入れるお手伝いをしてあげようではありませんか」

「な……何だと？」

　聡子の申し出があまりにも意外すぎて、サロメはおずおずと、聡子の額に手を当てる。

　聡子は、冷ややかにサロメを見つめて言った。

「だいじょうぶです、熱とかありませんから」

「もう一度言え……今何と言った？」

「座堂先輩はもう寝ています。ですから、魔法書を手に入れるのはたやすいことだと言っているんです。もちろん、不完全な魔法書でも、魔神の血を浴びせれば完全版になるのは知ってます。でもそれをすると魔神がいなくなってしまうので、魔法を使う人がいなくなってしまうという矛盾がありますからねえ……呪文にも興味はありますが、それを発動したらどうなるかも、興味があるじゃないですか。ＲＰＧで新しい呪文を覚えた瞬間に敵に殺されてしまって、呪文を使わないままセーブポイントに戻ってしまって、せっかく覚えた呪文が消えてしまって、さっきの呪文のエフェクトはどんなのだったんだろう……って悩んで悔やんでコントローラーを投げるような、愚かなまねはしたくありませんからね」

「おまえのたとえは、さっぱり意味がわからないのだが……」

「要するに、ヘロデ王に手を貸してあげましょうと言っているんです。どうせ今の戦力では、座堂先輩たちに勝ち目はありませんしね……ククク」

　アルフは、聡子をにらんだ。

「おまえは仲間を裏切るというのか？」

「あら、アルフさん。意思を持たない生骸ゾンビになっても、正義感は変わらないんですね。ああそうか、アルフさんは死んでないんですものね」

「死んでない？」

　サロメは驚いて、訊ききなおした。聡子は不敵な微笑みをうかべる。

「ご存じなかったんですか？　アルフさんはインドで、起屍鬼ヴエーターラという妖よう怪かいに命を与えられているんです。いわば今は仮死状態で生骸ゾンビ化しているわけです……だからこそ、新あら木き先輩たちは必死にアルフさんを取り戻そうとしているわけです」

「半分生きているということか？　だからときどき、生骸ゾンビらしからぬ、自分の意思を持ったような行動をしていたのか？」

「そういうことです」

「で、では……しつこくひとをニャロメ呼ばわりしていたと思ったら、腐っていたのは脳ミソではなく性格だったということか……っ！」

　しかし、サロメは思いだす。サロメがヘロデに魔力を吸い取られそうになったとき、アルフはヘロデに斬きりかかった。さっきも、バラのつるから助けてくれた。それは、操り人形の生骸ゾンビが主人を助けたというだけのことではなく、そこにアルフの「心」が働いていたということだ。

　どうしてだかわからないが、サロメは胸が熱くなるのを感じた。アルフの「心」が自分を守ってくれたことが、なぜかうれしく感じられた。本当なら自分の死者の書ネクロノミコンの術が完全には効いていなかったのだから残念に思わなければならないかもしれないが、どうしてもサロメはうれしい気持ちを止められなかった。

　陣じんたちの弱点をつかむため、塩の柱となった夕ゆう也やを奪いに日本へ行ったとき、不良にからまれているところを助けてくれた二人の女子……夕也と同じ軽音楽部の毒舌娘・毒どく呂ろ説せつ子こと、聡さと子この親友のオカン娘・安あん藤どう奈な津つのことが懐かしく思いだされた。



    

  
    
      



    

  
    
      　彼女らに連れて行かれたアルフの実家のペルシャ料理屋「アルフライラ」でカレーを食べたとき、辛つらくて死にそうではあったけれど、でも心のどこかでちょっとだけ、同年代の女の子たちとの平凡な暮らしが楽しいと感じたのだ。ヘロデに忠誠を誓っている以上、その気持ちを自分の中で認めることはできなかったが……。

「本当に……意思が残っていたのか」

　サロメはあらためて、その事実を噛かみしめた。が、ハッと気づいて聡子にたずねた。

「って……偶像崇すう拝はい、そなた！　そのことは、わらわに言うべきではないのではないのかっ？」

「なぜですか？」

　聡子はしれっと答える。

「剣の魔神がまだ半分生きているなどとわらわに教えれば、完全にわらわの下僕とするため、わらわがあらためて剣の魔神を殺して生骸ゾンビにするとは考えておらぬのか？　そうなれば、剣の魔神を救おうとしている奴らの努力はむだになるし、剣の魔神はそなたにとっても仲間ではないのか？」

「別に、わたしには関係ありません。わたしは座ざ堂どう先輩の魔法書がどこまで新しい呪じゆ文もんで埋まるか、それを見るのを楽しみについてきただけですからね……ヘロデ王がそれを見せてくれるというのなら、いつでも寝返ってＯＫですよ」

「そ……そんなドライで良いのかっ？」

「サロメさんだって、金庫に封印されていたというハリー・○ピッターの最終巻を先に見せてやろうって言われたら、ぜひぜひと思うでしょう？」

「だからそなたのたとえが、わらわにはよくわからぬ」

「たとえば、煮詰まってどうしてもクリアできないアクションゲームがあって、すごくゲームのうまい友達がかわりにプレイしてエンディング見せてやるって言ってきたら、たとえそいつがふだん意地悪ばかりしてくる大嫌いなやつでも喜んで家に呼ぶとか」

「うーん。もっとわからなくなった」

「とにかく、それらと同じことですよ……誰だれと組もうがどんな手段を使おうが、わたしは『最終巻エンデイング』が見たいんです。ククク……」

　聡子のことばはあまりにもクールで、サロメは圧倒されて息をのみこんだ。

「う……嘘うそではなさそうだな。ほんとうにそなたが、わらわの味方につくのか？　ここまで来て？」

「もちろんですよ」

　サロメは、信じられないように表情を輝かせた。

「こ……これは、何という意外な展開だ！　まさか、『ソロモンの知恵者』の一行で最大の脅威だった『偶像崇すう拝はい』が、こちらに寝返るとは！　これは、一気にこちらが有利になったということではないか。ヘロディオンを目前にしての裏切り、奴らもさぞかし驚き、絶望し、落胆することだろう。心が折れればもはや戦う意思も失われる、今までさんざん苦しめられてきたが、この勢いで圧勝まちがいなしだ！」

　サロメは、喜びにうち震ふるえた。

　だがそのとき、バラの汁を吸っていたアブラムシたちが突如として黒変し、次々に落ちていった。しなびていたバラがふたたび勢力を取りもどしはじめ、ざわざわと聡さと子こたち三人を取りかこむ。

　サロメは、ギョッとして聡子にたずねた。

「ど、どうしたのだっ？　虫たちが死んでいく……！」

「死者の書ネクロノミコンでベルゼブブを召喚したとはいえ、あれは遠い昔に死せる神。あまり期待はできませんよ……春はる紗しや学園の中高共用図書館で読んだ『萌もえる園芸入門』に書いてあったのですが、植物は汁を吸われたりしてストレスを感じると、毒物を作って害虫を防除するそうです」

「よくわからんが、何となく嫌なタイトルの本だな」

　せりあがるバラのつるの上に、巨大な人の顔が見えた。かなりきつめだが美しい、女の顔だった。

『そなたらは何者だ……わたくしのバラ園を乱すのは何者だ！』

「おや……あなたの顔、見たことがありますよ」

　と、聡子は女を指さした。

「あなたは『ゼノビア女王』、三世紀のシリアの古代都市の女王ですね。圧倒的な美貌と知性と騎兵術で強大なローマ帝国やペルシャ帝国と戦った『戦女王』……なるほど、クレオパトラもバラ風ぶ呂ろに入って体を清めたといいますが、あなたの女ながらに軍隊を率い領土拡大を目指して戦ったカリスマ性と美貌の秘密は、このバラ園だったわけですね。歴史の本にも書かれていなかった新事実、これだから『現地取材』はおもしろいですね……ククク」

『何者だと聞いているのだ、死にたくなければすぐに答えよ！』

「あなたと戦ったローマ皇帝は民衆に『女相手に戦争とかだっさ』と揶や揄ゆされて、『ゼノビアと戦ってその力と性格を知れば、そんなことは言えないだろう』と書き残したそうですが、たしかになかなか好戦的な性格のようですねぇ……」

「ゼノビア女王だと？」

　サロメは、女を見あげた。浅黒い肌、長い黒髪、黒い瞳ひとみ。夜の女神のような威厳を前に、サロメですら思わずひざまずいてしまいそうだった。

「ごぞんじなのですか、ニャロメ様」

　たずねるアルフに、サロメは答えた。

「わらわはニャロメではないが、ゼノビア女王のことは知っている。その時代、わらわはヘロデ王を復活させるすべを探すため、世界中をさまよっていた。だが風の噂うわさによれば、そなたはローマ帝国に敗北してローマに連れて行かれたあと、豪華な屋敷を与えられ身分の高いローマ貴族と幸せな結婚生活を送って、長生きしたと聞くが……なぜここにいるのだ？」

『敗北だと？』

　ゼノビアの顔が引きつった。

『わたくしは敗北など認めない！　そもそもこの世に戦いがあるから、勝ち負けが生まれるのだ。誰だれも戦わなくなれば、勝つ者も負ける者もいない。武器があるから人は戦うのだ、強い武器を持つほど人は闘争本能を刺激される。すなわちパルミラが作った史上最強のダマスク鋼の剣が諸悪の根源なのだ、わたくしはこの世から戦いを消し去るため、全すべてわたくしのバラの下で封印すると決意したのだ！』

「あらまあ、それでニコライさんをこの城に呼びよせたんですか。ニコライさん、大丈夫でしょうかねぇ……？」

　ニコライ、という名を聞いて、ずっと黙っていたアルフがぴくりと反応した。

「ニコ……ライ？」

「まあ、ニコライさんがどうなろうと、わたしには関係ありませんけどね。それにしても、運動会で順位をつけるべきではないとか言ってみんなでおててつないでゴールしましょうとか言っちゃって、本音は単に自分が負けたくないだけ……もっとうがって考えると、他ほかの人間の牙を抜いてしまって、全員弱いおバカにしておいて、自分だけ勝ち抜きたい……みたいな気持ちを、あなたのことばから感じるのですけどね？」

　聡さと子こはからかうように、ゼノビアを見あげる。ゼノビアの眉まゆが、ぴくりと動いた。

『そなたが何者かは知らぬが、ことばには気をつけるがいい。ここはわたくしのバラ園の中だということを忘れるな』

「忘れてませんよ。だって……ほら」

　と、聡子は冷ややかに微笑んで、両手を広げた。

　バラ園の地面のあちこちに、ボコボコと穴が開いた。穴から、白骨の腕がにゅっと伸びだす。サロメはぞっとして身をすくめ、金切り声を上げた。

「何なのだ、こいつらは！」

「サロメさんも死者の書ネクロノミコン使いならご存知でしょう……死者の書ネクロノミコンの呪じゆ文もんは、声が届く範囲全てに効力をおよぼすということを」

　地面から這はいだしてきたのは、赤あか錆さびた鎖鎧よろいを着た白骨の戦士たちだった。彼らは全員、手に見事な剣を握っていた。兜かぶとも鎧よろいもぼろぼろに錆さびているのに、剣だけは銀色の光を放ち、新品同様というよりもまさに今造りたて……という感じだった。聡さと子こが、感心したようにつぶやく。

「何百年も土の中に埋まっていたのに鋼の輝きを失わないとは、ダマスク鋼が世界一という話は古代の誇大広告ではなかったわけですね。あら、今わたし、はからずもすごくうまいこと言っちゃいましたね……ククク」

『な……何をしたのだ！』

　ゼノビアが叫さけぶ。白骨の戦士たちは剣を振りあげると、バラの幹に斬きりつけた。ゼノビアは、苦く悶もんの悲鳴を上げる。

『ぎゃあああ！』

「何万人ほど殺して埋めたんですか？　全員をいっぺんに敵に回したら、さてどうなりますでしょうかね。ククク……」

　聡子は肩を揺らして笑う。バラのつるが白骨の戦士たちに反撃して、錆びた鎧や骨片が飛び散った。

　サロメは、聡子の圧倒的で容赦のない戦いかたを目の当たりにして、呆ぼう然ぜんとしていた。

（こ……これが聖櫃の妖魔アークダイモンの戦いかたか。少女の姿をしているので正直軽く見ていた、恐ろしい……。ヘロデ王が警戒されるのもわかる、『偶像崇すう拝はい』がわらわの味方に寝返って本当に良かった……）

　ごくり、とサロメは生つばを飲んだ。聡子は、スッと城のほうを指さした。

「何をぼんやりしてるんですか、サロメさん。魔法書を手に入れるんでしょう？　今ごろ城は、バラのつると兵士の生骸ゾンビが暴れまわって修しゆ羅ら場ばってるところですよ。思いっきりチャンスなんですけどね」

「えっ！　……えっ、ああ、そ、そうか」

　あまりにも簡単に聡子が言うので、サロメはとまどってしまう。

「ベルゼブブ！」

　聡子が手を上げて呼ぶと、ドクロの頭を持った巨大なハエが舞い降りてきた。三人は、その背中によじ登る。サロメは、まだ信じられないような顔をしていた。

「ぐ……『偶像崇拝』。そなた、まったく迷うようすもなく『ソロモンの知恵者』たちに攻撃をしかけようとしているようだが、ちょっとぐらいためらったりはしないのか？　いちおう仲間だし、いちおう先輩後輩ではないのか？」

「あら……ククク」

　と、聡子はふくみ笑いをした。

「サロメさんったら、部活の部室で下級生だけがたむろってるときの修羅場トークをご存じないんですね。ウザい先輩を慕う後輩なんて、都市伝説ですよ」

「うわーすごい問題発言したな、そなた」

「とにかくわたしは、完全な『ランプの魔法書』さえ読めればそれでいいんですよ。ククク……」

　ベルゼブブは翅はねを震ふるわせ、城に向かって飛んでいった。



　一方、城では聡さと子こが言ったとおり、阿あ鼻び叫きよう喚かんの大騒ぎになっていた。

『ガアアアアア！』

　白骨の戦士が剣を振りあげ、バラのつるを攻撃する。つるの反撃から逃れるため、城の中に入りこんで身を隠したので、城の中もまた戦場となっていた。

「なっ……何なの、これは！」

　眠っていたところを騒音で起こされたシエラは、寝室にまで入りこんできた白骨の戦士と、窓から入りこんできたバラのつるの板ばさみで、動けなくなる。パジャマ姿でいっしょに寝ていたギーギも、震えながらシエラにしがみついた。

『怖いにょろん！　おとーたま、助けてにょろん～！』

『ぷきゃー、ぷきゃー！』

　トーレムも涙目になって悲鳴を上げ、床で右往左往するばかりだ。

　白骨の戦士たちは、きしんだ足音を立てながらシエラたちを取りかこんだ。シエラが、ギーギにたずねる。

「ギーギ、魔力が少し戻ったんでしょ？　大蛇に変身してどうにかできない？」

『変身はできても、ガイコツが怖いにょろんよ～！』

「た……確かに。わたしも、ペルシャに近いここならランプの魔神としての魔力もほぼ最大値まで上がっているはずだし、ゴキブリ相手に本気で戦えば百パーセント勝てるのがわかってるにも関わらず、気持ち悪くて手も足も出ずに翻ほん弄ろうされてしまうわ……」

　反撃するすべを持たない二人は、ぎゅっと抱きしめあった。

　石の壁が砕けたのは、そのときだった。

「座ざ堂どうっ、ギーギ！　大丈夫か！」

　凛り々りしい声がひびいて、シエラはハッと振りかえった。Ｔシャツにスウェットパンツという寝巻きスタイルの陣じんが、銅の巻物カツパースクロール『ソロモンの判決』を手に、砕けた壁の向こうに立っていた。彼の背後には、砕けた白骨と鎧よろいの山が見える。どうやら、陣の部屋でも一騒動あったらしい。

　陣の姿を見てシエラは安あん堵どし、目を輝かせた。

「庶民っ！」

『ぷきゃー！』

　トーレムが、泣きながら陣のもとに駆けてくる。

「助けにくるのが遅れて悪かったな、壁がけっこう硬かったんだ」

　壁の穴をくぐり抜け、陣じんはシエラたちを囲む白骨の戦士たちに巻物を放った。

「行けっ、『ソロモンの判決』！」

　ソロモンの判決は、賢王ソロモンの裁判を記録した銅の巻物カツパースクロールである。それを読み上げるか、あるいは読み上げるかわりに広げることで、邪悪なるものを裁く力を持っている。ソロモンの判決にふれた白骨の戦士たちが、次々に砕けていった。ギーギが喜んで、ぴょんぴょんはねる。

『さっすがおとーたま！　強いにょろん！』

「いいわよ庶民、やっちゃいなさい！」

『ぷっきゃー！』

　陣の足もとで、トーレムも思いっきり元気に飛びあがった。

「言われなくてもだぜ！　もっと行けっ、『ソロモンの判決』！」

　次々に部屋に入ってくる白骨の戦士たちを、陣は片っ端から砕いていった。夏休みの旅の間に、すっかり日焼けしてたくましくなった陣の横顔を見て、シエラは胸が「きゅんっ」とした。あわてて、それを否定するようにシエラは首を横に振る。

（なっ……何よっ、『きゅんっ』って！　べ、別に助かってホッとしてるだけで、庶民のことなんて、カッコいいとかこれっぽっちも思ってないんだからっ！　だいたい、庶民のくせに、ご主人様を助けにくるのが遅すぎるわよっ！）

　シエラがまったく設定を覚える気が無いので、念のためにおさらいしておくが、シエラは「ランプの魔神」で、あくまでも陣「が」ご主人様である。

　陣があらかた白骨の戦士を倒し終えたとき、窓から入りこんできたバラのつるが、彼の腕をからめ取った。

「うわああっ？」

「庶民っ！」

　陣の体がバラのつるに引っぱられ、宙に浮いた。「ソロモンの判決」で反撃しようとするが、両腕を固定されていて全く動かせない。バラのつるは、陣を遠慮なくしめ上げた。全身の骨がきしみ、今にも砕けてしまいそうだ。

「くっ、くそっ、油断したぜ……！」

「ど、どうすればいいの？」

　シエラは青ざめて、陣を見あげる。彼の右手の中指にはめられた、六ろく芒ぼう星せいがきざまれた黄おう金ごんの「ソロモンの指環」を見たとき、シエラはハッとした。

「そうだわ、うろたえすぎて忘れてた！」

『ぷきゅ！』

　シエラの考えを、トーレムはいち早く察知したようだ。強くうなずくと、陣じんに向かってダッシュした。バラのつるがトーレムを捕らえようとするが、ちょこまか走るトーレムは小さすぎて、狙ねらいを定められない。

「いいわよ、トーレム！　行っけー！」

「っ！　そ、そうか座ざ堂どう、そういうことか……！　トーレム、『ランプ』はズボンの右のポケットだっ！」

　陣の叫さけびにうなずいて、トーレムはバラのつるを「てててててーっ」と足音も軽く駆け上がり、右のポケットから黄おう金ごんの「魔法のランプ」を引っ張り出すと、陣の右手にこすりつけた。

　ぼわん、と紫色の煙がランプから噴きだした。シエラの全身が光り輝いたかと思うと消えて、煙の中に現れる。ヘッドドレスにエプロンドレス、ニーソックスにローファーというメイド服こそ、主人に仕えるランプの魔神の心意気を象徴するコスチュームである。

　陣が宙に吊つりあげられていたので、ランプから出てきたシエラも空中でひざを抱えた姿勢で投げだされた状態だった。くるりと体勢を変えながら、エプロンドレスのポケットから魔法書を取りだし、ページを開いて呪じゆ文もんをとなえる。

「行くわよっ、石魔法ハジヤル！」

　とたんに壁に積まれていた石がいっせいに浮きあがり、バラのつるを打ちつけて押しつぶした。

『ぎゃあああああ！』

　女の悲鳴が上がり、つぶされたバラのつるが庭へ引っこんでいく。シエラはスタッと着地し、陣は石の床に尻しり餅もちをついた。

「いててっ！」

『おとーたま！　大丈夫でにょろんっ？』

　心配して、ギーギが駆け寄る。敵を全すべて撃破して、シエラは「ふう」と息をついた。陣もホッと胸をなでおろしてつぶやく。

「良かった、インドのホテルみたいに完全崩壊しなくて。インドで石魔法ハジヤルを使ったときは自分たちの足場の石まで崩してしまって、大変なことになったもんなあ。ランプの魔神のホームグラウンドのペルシャが近いここだと、もっと魔力が強くなってるわけだから絶対プチッとつぶされると覚悟してたんだけどな」

「失礼ねっ、魔力の強さだけじゃなくてレベルも上がってるのよ！」

「なるほど。インドのときよりずっと、精密なコントロールができるようになってるわけだな」

「そういうことよ。まあ本来、セレブの辞書に敗北の文字は無いんだけどねっ」

　ふふん、とシエラは得意げに胸を張り、誇るように魔法書で軽く胸を叩たたいた。



　シュッ。



　黄おう金ごんの閃せん光こうが窓から飛びこんできた。シエラがそれに気づいたせつな、彼女の手から魔法書が消えていた。

「なっ……何なのっ？」

　とまどうシエラの前に、アルフがすっくと立った。右手にシャムシール、左手にシエラの魔法書を持っていた。

「ニャロメ様、『ランプの魔法書』は手に入れました！」

　アルフは窓の外に向かって、魔法書を投げた。そこには、ベルゼブブの背に乗ったサロメと聡さと子こが待機していた。聡子は、さっきまでの風ふ呂ろ上りスタイルから、いつもどおりポシェットを肩にかけた私服に着替えている。サロメは魔法書を受け取って、満足そうにうなずいた。

「うむ、よくやったぞ、剣の魔神！」

「ククク……わたしが言ったとおりでしょう。最初から攻撃するより、白骨の戦士に襲わせて漁ぎよ夫ふの利りを得るほうが確実だと」

「ほ、本ほん田だっ？」

　陣じんは目を丸くして、サロメの隣にいる聡子を見た。サロメは、勝ち誇って笑う。

「ははははは！　どうだ、味方に裏切られて驚いたか、『ソロモンの知恵者』よ！　『偶像崇すう拝はい』はヘロデ王についた、そなたらを襲い魔法書を奪う手引きをしたのだ！　信じていた仲間に裏切られる気分はどうだ！」

「いや。どうだって言われても……想定の範囲内だし」

　陣は、サロメの問いかけに本気で困惑しながら、頭をポリポリと掻かく。サロメの目が、点になった。

「え？」

「っていうか、ヘロデ王じゃなくて本田さんがラスボスなんでしょ？」

　シエラも当然のように言った。サロメは焦って、聡子にたずねる。

「ちょっ……そなたらの仲間意識というのは、どうなっているのだっ？　そなた、思いっきり仲間の信用が無いではないかっ？」

「信用？　みなさん、わたしのことを『終盤で絶対裏切るキャラ』で、なおかつ『ラスボス』だと、固く信じてくださっているようですが……？」

「それは『信じている』のか『疑われている』のかどっちなのだっ？」

「というわけで、魔法書はいただいて行きますよ。ククク……」

　ベルゼブブが羽ばたき、空高く舞いあがった。サロメが、驚いて叫さけぶ。

「ま……待て！　剣の魔神がまだ残っているぞ！」

「わかってますよ、足止めのためにわざと残したんです。わたしだってアークダイモンですから、『ソロモンの判決』を喰くらうとちょっとヤバいですし……座ざ堂どう先輩はペルシャの近くで魔力が上がってますし、ギーギさんも魔力を取りもどしていますから、とっとと逃げないと追いかけて来られます。わたしは本屋で買い物をしたあと、寄り道するタイプじゃありません。まっすぐ家に帰って読むのが真の読書通というものですよ……ククク」

「チッ……！」

　サロメは舌打ちすると、聡さと子このポシェットに二冊入っていた「死者の書ネクロノミコン」の片方を奪い取った。

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経て、死すら死を迎えん！」

　本を開いて呪じゆ文もんをとなえると、地面から兵士のドクロがひとつ浮かびあがってきた。ドクロはみるみる巨大化して、人が乗れるほどの大きさになる。サロメはベルゼブブの上からそちらへ、ひらりと飛び移った。

「行きたければ一人で先に行くがいい、『偶像崇すう拝はい』よ！　わらわは『剣の魔神』を回収してくる！」

　そう言い残して、サロメはふたたび城のほうに戻っていく。聡子は無表情ながら、あきれたように肩をすくめた。

「やれやれ……サロメさんはしょせんアークダイモンではなく、パルミラさんと同じ、魔力を持ったただの人間ということですか。人間というものは、全く非合理的な思考回路を持っているものですね……」

　聡子は、ランプの魔法書をキモブサのカエルのポシェットにねじこむ。おそろいでこのポシェットを買おうと誘いにきたときの、クラスメイト・安あん藤どう奈な津つの顔を思いだした。

「まあ、人間の行動が非合理的なのは、じゅうぶんわかっていますけれどね。一円の得にもならないおせっかいを焼いたり、明らかに用途不明なオカンアートを熱心に作ってみたり……アークダイモンに比べれば、はるかに愚かで下等。よくぞ今まで、絶滅もせずに生きのびてきたものですよ……」

　つぶやいて、聡子はベルゼブブの背に揺られ、闇やみの中へ消えていった。



　いっぽう、城に残されたアルフは、サロメたちがいなくなってもうろたえもしていなかった。サロメを逃がすために時間稼ぎをすることが、自分の使命だと理解していた。

『逃げたにょろん！　追いかけるにょろん！』

　ギーギが虹にじ色いろの大蛇の姿に変身する。だが、アルフは窓の前に立ちはだかり、シャムシールを構えて言いはなった。

「ここは通さぬ、通りたければわたしを倒して行くがいい！」

「思いっきり洗脳されてるセリフだなあ」

　陣じんは困って頭を掻かく。シエラが、陣の前に出て言った。

「庶民は下がってて、ニャロメがいないならアルフを取りもどすチャンスよ！　砂魔法ラツムール！」

　シエラは高々と右手を上げて、威勢よく眠りの砂の魔法をとなえる。だが、何も起こらない。陣がシエラの背後からささやいた。

「座ざ堂どう……魔法書、さっき盗まれただろ」

「あっ」

　シエラはハッとして、自分の右手を見上げる。いつものクセで魔法書だと思ってエプロンドレスのポケットから取りだし、高々とささげたそれは、トーレムだった。

『ぷ……ぷきゅっ』

　トーレムは恥ずかしそうにもじもじしている。シエラは愕がく然ぜんとした。

「し……しまったー！」

『ぐう』

　シエラの背後で、ギーギがばたんと倒れた。夜は八時には寝ないといけないちびっこだからか、よっぽど単純で暗示にかかりやすいのか、あっさり眠りこんで変身がとけ、元の姿に戻ってしまう。シエラはびっくりして叫さけんだ。

「ちょ、ちょっとギーギ！　今の魔法は発動してないのよっ？」

『すやすや～』

　ギーギは、気持ち良さそうに床に転がっていた。目を覚ます様子はまったく無い。陣が、硬い表情でつぶやいた。

「おいおい、数少ない戦力が自爆で減ったぞ。想定の範囲内だけど」

「う、うるさいわね！　今のはわたしのせいじゃないでしょっ、それにセレブも木から落ちるっていうし！」

「セレブって木にのぼるのか？」

　陣のツッコミを聞いて、ぴくん、とアルフの肩が揺れた。

　シエラは、そのわずかな動きを見落とさなかった。目を輝かせてアルフを見つめ、こぶしを握りしめて語りかける。

「アルフ……そうか、もしかして『木にのぼる』で思いだしたのっ？　そうよ、思いだして！　インドで子猫を助けるために、木にのぼったでしょ！」

「インド……子猫？」

　アルフの目に迷いが走る。陣は、ハッとしてさらにたたみかけた。

「アルフが思いだしかけてる、いいぞ！　そうだアルフ、思いだせ！　あのインドの子猫の親が起屍鬼ヴエーターラっていう妖よう怪かいで、死んでたはずのおまえを生きかえらせてくれたんだ。おまえは死んでないんだから、生骸ゾンビなんかじゃないんだ！　思いだすんだ！」

　しかしアルフは頭をかかえ、首を激しく横に振った。

「うるさい、おまえの話を聞くといつも頭が痛くなる！　黙れ！」

「おまえは生きてるんだ、ニャロメに操られてる生骸ゾンビじゃない。自分の意思で動ける人間なんだ！」

「黙れええええ！」

　アルフはシャムシールを振りあげ、陣じんを攻撃した。とっさに、陣は「ソロモンの判決」で受けとめる。今までなら、アルフは「ソロモンの判決」の魔力で手がしびれ、剣を落とすはずだった。ところが、確かに少しピリッと来たようすではあったが、アルフはそのまま力で押しきり、「ソロモンの判決」をまっぷたつにした。

「なっ……！」

　信じられない状況に、陣の目が点になる。まっぷたつになった切り口から、さらに「魔神の剣」の魔力が広がって銅の巻物カツパースクロールにひびが入り、ぼろぼろと砕け落ちた。シエラが、青ざめて口を押さえる。

「庶民っ！」

「う……嘘うそだろっ？」

「愚か者め。ここはダマスカス、鋼の古代都市、わたしの魔力が最大になる地だ。ザコの生骸ゾンビと同じに考えるな、わたしは『魔神』なのだからな」

　アルフは冷ややかな表情で、陣を唐竹割りにすべくシャムシールを振りあげた。

「庶民、危ないっ！」

　シエラは叫さけぶ。陣は呆ぼう然ぜんとしていたが、白骨の戦士が持っていたダマスク鋼の剣がひとつ壊れずに落ちているのを見つけ、とっさに飛びついた。

「死ねぇえええええ！」

　アルフが陣に斬きりかかる。陣は間一髪、剣を取ってそれを止めた。カキーン、と甲かん高だかい音がして火花が散った。陣の全身の汗かん腺せんが開いて、どっと冷や汗が出た。

「ひゅー、ニコライにしごいてもらっといて助かったぜ」

「くそっ、往生際の悪いやつめ！　だがおまえの剣など文字どおり付け焼刃、剣の魔神であるわたしに勝てるものではない！」

　アルフはすぐにシャムシールを押しかえして間合いを取ると、勢いをつけてもう一度陣に斬りかかった。剣とは思えない、ガンガンという重い金属音が響く。よほどの力で叩たたきつけているようだ。陣は両手で剣を握って、その攻撃を受け止めるだけでせいいっぱいだった。体力と剣技の差が大きすぎる。一分ももたないことは、傍目に見ても明らかだった。

「アルフ、やめて！　思いだして、わたしたち友達だったでしょ！」

　魔法書を失ったシエラに戦うすべは無かった。陣の苦境を前に、ただ必死にアルフにうったえることしかできなかった。陣も震ふるえる手で剣を握り、攻撃を受けとめながら叫ぶ。

「そうだ、アルフ。思いだすんだ、いっしょに日本に帰るんだろ！」

「うるさいうるさい、うるさいーっ！」

　アルフは激怒して、ひときわ強い力で陣じんに斬きりつけた。

　鉄の鎧よろいをも斬り裂くという強きよう靭じんなダマスク鋼だが、剣の魔神の魔力が乗ったシャムシールの攻撃をこらえきれず、キーンと高い音がして刃がこぼれた。

　こぼれた刃が、アルフの顔にはね返る。アルフは涼しげに顔を横にずらしてそれを避よけたが、ツインテールの幅の分までは考慮していなかったようだ。刃のかけらがアルフのツインテールをかすめ、飾っていた真珠の髪飾りを直撃した。

　髪飾りが壊れ、真珠がバラバラバラッと音を立てて床に落ちた。陣が伊い勢せ土産みやげとしてアルフに渡し、アルフがずっと宝物にして身につけていたものだ。

「……あっ」

　その瞬間、アルフの表情が初めて動揺したのをシエラは見逃さなかった。大事な物を壊してしまったときの、取りかえしのつかない寂しさに満ちた表情だった。

「思い出したの、アルフ！」

　シエラが目を輝かせて、アルフに駆け寄った。アルフは捨て犬のような頼りない表情で、シエラを見つめた。

「……シエ……ラ……」



    

  
    
      



    

  
    
      　ほの暗い記憶の底から浮かびあがってきたその名が、震ふるえる唇をついて出た。シエラは大きな目を輝かせ、泣きそうな顔でうなずいた。

「そうよ、シエラよ！　思いだしてくれたのね、アルフ！」

　だが、アルフはすぐに頭を抱える。

「っううぁ！　あ、頭がっ……頭が！」

　痛みにふらつき、アルフは窓のほうへよろめいた。のけぞった上半身が、窓から落ちそうになる。

「危ない！」

　陣じんはダッシュして、暴れるアルフを抱きとめた。アルフの目はかすみ、痛みに涙がこぼれている。

「放せっ……思いださせるな、頭が割れるっ……！」

「大丈夫だ、アルフ。痛みに負けるな、日本でみんな待ってる。親父おやじさんもお袋さんもみんな、アルフライラの看板娘を待ってるんだからなっ！」

　陣も考古学の発掘で鍛えられてそこそこ体力はあるが、ペルシャ格闘技ズルハネで鍛えたアルフを押さえつけるのはかなり難しい。アルフが暴れて窓から落ちたり頭を打ったりしないように、必死にしがみついているのがせいいっぱいだった。

「はなせっ、はなせっ！」

　アルフは暴れて、陣の髪の毛をむしったり、背中に爪つめを立てて引っかいたりしていた。陣のＴシャツの背中はあっという間にビリビリに破れ、みみずばれになった傷口から真まっ赤かな血がしみ出した。それでも陣は、アルフをはなそうとしなかった。

　自分に何ができるのかわからず、シエラはおろおろしてそのようすを見守っていたが、ふとアルフの右手の動きが目にとまった。シャムシールを逆手に持って、振りあげている。確実に、陣を刺そうとしていた。

「アルフだめっ、やめてえええええぇぇっ！」

　シエラは叫さけんで、二人のあいだに割って入った。アルフが少しよろけて後ろに下がり、今度は二人まとめて斬きろうとシャムシールを振りあげたものの、ふたたび激しい頭痛に襲われて頭を押さえた。

「くっ……あ、頭がっ……！」

　とても戦える状態ではないと察して、アルフは窓から飛びだした。そこにちょうど、巨大なドクロに乗ったサロメが戻ってきていた。

「『剣の魔神』！　来いっ、目的は果たした！　撤収だ！」

　サロメはアルフの腕を引いてドクロに乗せると、夜空に飛び去った。アルフはドクロの上でも頭痛がひどくて、ずっと頭を押さえてうずくまっていた。



　陣じんは窓辺に駆け寄り、夜空に消えて行くドクロを呆ぼう然ぜんと見あげていた。

「もう少しだったのに……」

　陣はつぶやく。シエラは、びくっと肩を震ふるわせた。

　シエラだってアルフを助けたかった。けれども結果的に、シエラは陣とアルフのあいだに割りこんだことで、目覚めかけていたアルフの覚かく醒せいを阻んでしまった。アルフが陣を殺そうとしていたのだからやむをえない行動ではあったが、セレブの誇りにかけて自分の失敗は失敗だと潔く認め、決して言い訳はしたくなかった。

「べ、別に……文句を言ってくれたって、いいわよ」

　シエラは陣に背中を向けた。陣の顔を見るのが怖かった。アルフを救うチャンスをつぶされて、自分のことをさぞかし怒っているだろうと思ったからだ。

　陣は、不思議そうにたずねた。

「文句って、誰だれに何を言うんだよ」

「だから……っ！　庶民は命を賭かけてアルフを助けようとしたのに、わたしのせいで助けそこねたでしょっ？　怒るのは当然でしょっ？」

　背中を向けたまま、シエラは叫さけんだ。涙がこぼれて、肩が震えていた。

　陣はしばらく、よく意味がわからないようすで頭をポリポリと掻かいていたが、シエラが泣きやむようすがないので、しかたなく彼女の肩を後ろからポンポンと叩たたいた。

「何言ってんだよ、別におまえのせいとかじゃないだろ。俺おれが危ないと思ったから、おまえが割りこんできたんだろ？」

　意外なことばに驚いて、シエラは振りかえった。涙に濡ぬれた大きな目が、今にもこぼれ落ちそうだった。

「怒って……ないの？」

「俺がアルフを助けるために命を賭けたように、おまえは俺を助けようとしてくれたじゃないか。俺だって、たとえ洗脳されたのがアルフじゃなくおまえだって、同じように命を賭けるに決まってるだろ。そんなこと、仲間なんだから今さらだろ」

　陣の答えを聞いて、シエラの顔が涙でくしゃくしゃになった。シエラは泣きながら、陣の胸に抱きついた。

「わああああああ！」

「な、何で泣くんだよ。そんなにアルフのこと心配しなくても、ぜったいもとにもどしてみせるから……」

　陣はシエラの気持ちがまるでわからず、慰めのことばも完全にあさっての方向をむいていた。とまどいながらも、泣いているシエラを落ちつかせるために、その背中をポンポンと軽くたたいてやる。

「な、アルフはだいじょうぶだから。もう泣くなってば」

　そこに、バラのつるが二人に気づかれないよう、ゆっくりと忍び寄ってきた。音も立てずに、するすると二人を包囲する。

『ぷきゅー！　ぷきゅー！』

　トーレムの悲鳴が聞こえて、初めて陣じんは周囲に目を配った。

「バラのつる……っ？」

　次の瞬間、二人の足はバラのつるにからめ取られて、窓の外に引きずり出された。逆さまになった二人を見て、トーレムは右往左往する。

『ぷきゅっ、ぷきゅっ！　ぷきゅきゅー！』

　小さなトーレムには何もできないので、倒れているギーギを何とか起こそうとした。短い腕でぺちぺちと叩たたいてみたり、体の上でドンドン飛びはねたり、最後には覚悟を決めて頭突きをかましたりしたものの、ちょっとトーレムの頭が割れそうになったぐらいで、ギーギが目覚める気配はなかった。

『ぷきゅううう……』

　トーレムは、心配そうに窓の外の二人を見あげた。



　陣とシエラは、バラ園の上に浮かぶ巨大な女の顔……夜の色の髪と瞳ひとみと肌を持つ、美女ゼノビアの顔を見た。

『よくもわがバラ園をグチャグチャにしてくれたものだな……』

「俺おれたちがやったわけじゃねーよ、白骨の生骸ゾンビどもだろ？」

『だが、それを召喚したのはそなたたちの仲間である、あの長い黒髪の娘ではないか』

「あいつは、仲間じゃなくて最初から、ラスボス確定フラグ立ちまくってたし」

『このバラ園はわたくしの命そのもの、これを復旧するには肥料が足りぬ。わたくしが肥料としていた戦士らは、みな白骨となった出がらしだ。かわりに、そなたらの若々しい血と肉をいただくぞ！』

　ゼノビアが叫さけぶと、バラのつるが陣とシエラの手足と首を縛りあげて、四方に引っぱった。バラバラにするつもりだ。関節が今にも外れそうに、ギシギシと軋きしんだ音を立てていた。「ソロモンの判決」を失った陣と、「ランプの魔法書」を失ったシエラの二人では、必死に抗ってもまったく効果がなかった。

「くっ……！　肥料なんか、油カスでも撒まいてればいいだろうが……！」

「しょ、庶民、苦しい……っ！」

　叫ぶシエラの口から、泡が湧わいた。窒息しかけている。

「もう少しだけがんばれ、座ざ堂どう！　絶対に何とかしてやる、命を賭かけても助けてやるから、気をしっかり持つんだ！」

　陣は叫んだ。そのことばが、気が遠くなりかけていたシエラを覚かく醒せいさせた。

「命を……賭かけても……？」

　逆さになったまま、大きな目から涙があふれた。



　そのころ城の一階の厨ちゆう房ぼうでは、ずっと気を失っていたニコライがようやく我にかえって、よろよろと身を起こしていた。

「痛たたた……いったい何が？」

　パルミラに殴られた後頭部を押さえながら、ニコライはきょろきょろと周囲を見まわす。その視界に、ずたずたに引き裂かれた淡いピンクのドレスを血まみれにして倒れているパルミラの姿が入った。

「パルミラ様っ？」

　ニコライはパルミラを抱き起こす。パルミラは、薄く目を開いた。

「ニコライ様……ご無事でしたか、良かった」

「あなたが無事ではないでしょう、こんなに血が流れて！　いったい何があったのですかっ？」

「わたしは……無事です。この城で長年バラの香りに浸っていますから……」

　パルミラは胸を押さえながら、大きく息を吐いた。ゼノビア女王が、聡さと子こたちの攻撃に気を取られて彼女にとどめをさし忘れたのだ。背中の傷はもうふさがっていたが、血が足りなくなっているので、体がだるくて動けない。

「それより、あなたのご主人様たちを助けに行ってください。皆さんは狙ねらわれています、バラのつるに気をつけて」

「シエラお嬢様がっ？」

　何がどうなっているのかわからなかったが、シエラの危機と聞いてはぐずぐずしていられなかった。ニコライはパルミラを床に横たえるとすぐに走り出そうとしたが、ハッと気づいて一度、申し訳無さそうに彼女を振りかえった。

「置いて行ってすみません、パルミラ様」

「わたしはいいから、早く行ってください」

　パルミラはニコライが後ろ髪を引かれないよう、毅き然ぜんと言いきった。ニコライは、

「……わかりました」

　と一度うなずいて、シエラたちの寝室がある二階へ駆けあがった。

「シエラお嬢様！」

　シエラの寝室の扉を、ニコライは力いっぱい開ける。寝室の中には白骨と錆さびた鎧よろいが砕けて散らばり、窓の外にはバラのつるに締めあげられているシエラたちの姿が見えた。

『ぷきゅー、ぷきゅー！』

　トーレムが助けを求めて、ニコライに駆け寄る。ギーギはまだ、床に倒れていた。

「シエラお嬢様っ！」

　ニコライは窓から外に飛び降り、左手のサーベルで、バラのつるを横ざまに斬きり捨てた。巨大なゼノビアの顔が、憎悪にゆがむ。

『きさまっ……！　息の根を止め忘れておったわ！』

「ニコライ……っ！」

　半分気を失いながら、シエラが苦しげに叫さけんだ。ニコライは、片眼鏡モノクルをきらめかせて顔を上げる。

「シエラお嬢様、今お助けいたします！」

　ニコライは襲いかかるバラのつるの間をすり抜け、突進する。ゼノビアの顔が引きつった。

『ど……どこへ行くのだっ、そなたが救うべき人間はここにいるのだぞ！』

「だてに座ざ堂どう家でバラを育てていたわけではありません。バラはとても丈夫な植物で、いくらつるを剪せん定ていしてもすぐに伸びてきます。つるを全部切り落としてしまっても、しぶとく新芽が出てくるのです。バラを滅ぼすには、根元から断ち切るしかない！」

『やっ、やめろっ、やめるのだ！』

　走るニコライを、バラのつるが束になって襲った。陣じんはバラのつるに縛られたまま、心配そうにニコライの様子を見守る。バラのつるは鞭むちのようにしなり、トゲがニコライの白はく皙せきの肌を引き裂いたが、ニコライは怖おじ気けづくこともなく、ただひたすらシエラを守るという信念のもとに走りつづける。

　そしてついにニコライは、バラの根元にたどりついた。バラとは思えない、直径数メートルはありそうな幹だった。

「これか！」

　ニコライは大きく振りかぶり、ダマスク鋼の素晴らしい切れ味が、幹を一刀両断にした。

『ぎゃあああああ！』

　濁にごった悲鳴を上げて、ゼノビアの顔が砂のように崩れた。バラのつるもたちまちしなびて枯れ、ぼろぼろと崩れる。陣とシエラも、つるが二人の重さに耐え切れなくなって折れ、地面に落下した。

「ご無事ですか、シエラお嬢様！」

　ニコライはシエラを抱き起こし、彼女の腕にまだからみついている枯れたつるをむしり取る。シエラは、締めあげられていたのでまだ息が苦しいのか、胸を大きく上下させながらかすれた声で答えた。

「だ……大丈夫よ、ニコライ。これぐらい……」

「新あら木き様っ、せっかくわたくしが剣技をお教えしたのに、シエラお嬢様をこのような危険な目にみすみす遭わせるとは！　使用人としての心構えがなっていないのではありませんかっ？」

　ニコライが目を三角にして、陣じんを叱しかりつける。

「いやいや、あいかわらず全然設定を覚えてくれる気が無いみたいだけど、俺おれは座ざ堂どうの使用人じゃないから」

　陣は、硬い表情で主張した。



　シエラを少し休ませて回復を待ってから、陣たちは城の中に戻った。

『おとーたま！　怖かったにょろん～！』

　やっと目が覚めたギーギが、泣きながら駆け寄ってきて陣にしがみついた。ギーギの冠にはトーレムが乗っていて、シエラのほうに飛び移る。

『ぷきゅっ、ぷきゅっ！』

「ありがとう、トーレム。心配しなくていいのよ、あの怪物は退治したわ」

　シエラはトーレムを手のひらの上に乗せて、優しくほほえんだ。

（そして……わたしの心の中にいた怪物も、もういない。庶民が、たとえ洗脳されたのがわたしでも命を賭かけると言ってくれたんだもの……わたしは、そのことばを信じるわ）

　枯れたバラのつるが細かく砕けて、あちこちに散乱していた。白骨の戦士たちもダマスク鋼の武器も、やはり粉々になっていた。

「ご無事で良かった……ゼノビア女王は滅んだのですね」

　パルミラがゆっくりと近づいてきた。バラの城の中でずっとバラの香りに包まれて生きてきた彼女の圧倒的な回復力を見て、ニコライはさすがに呆ぼう然ぜんとしてしまう。

「わたくしがそれなりに戦えたのも驚きでしたが……もう動けるのですか、パルミラ様」

「ええ……でも、それも今日かぎり。ゼノビア女王のバラが滅びれば、ここはバラの城ではなくただの古代の遺跡でしかありません。わたしはただの女に戻ります。歳としを取り、やがて死ぬ運命に……」

『えー！　もったいないにょろん！』

　ギーギが本当に惜しそうに、地団太をふんだ。しかし、パルミラは静かにほほえむ。

「いいえ、むしろ今までのわたしのほうが『生きていなかった』んです。バラの牢ろう獄ごくの中でがんじがらめにされていた……ただ死んでいないというだけの『生命の囚人』でした。今やっと、わたしは自分の意思で自分の生命を生きることができるようになったのです。自分の意思で生きる数十年は、生命の囚人として生きる数千年よりもはるかに値打ちがあるもの……今のわたしには、それがよくわかるのです」

　メソポタミアの「エデンの園」で出会った、永遠の命を持つ老人ウトナピシュティムと彼女は同じだ……と、陣は以前思っていた。けれど、彼女はウトナピシュティムが越えられなかった壁を越えたのだと、陣は理解した。

「あのバラ女が何者で、あんたが誰だれで、白骨の兵士どもが誰なのか、俺にはさっぱりわけがわからないけど……何となく、おめでとう」

　陣じんのことばに、パルミラは驚いたような表情をして、それからほほえんだ。

　ギーギが、ためらいがちに陣にたずねる。

『おとーたま。ギーギにもよくわかんないけど、とりあえず一件落着っぽいけど、これからどうするにょろん？　ここのバラの香りのおかげで、ギーギはまた変身して飛べるようになったけど、戦える人が誰だれもいなくなっちゃったにょろんよ』

　ギーギの指摘のとおりで、陣はうめいた。シエラは「ランプの魔法書」を奪われ、陣は「ソロモンの判決」を砕かれた。ニコライはバラの香りのおかげで左手で辛うじてサーベルを操れるぐらいには回復したものの、右手と同じというほどではないし、何より聖櫃の妖魔アークダイモンといった神話じみた敵を相手に一介の人間が、ダマスク鋼といえども一介の武器ごときで太刀打ちできるとはとても思えない。

「まさか、ここまで来て……戦力をごっそり減らされるハメになるとは、思ってもなかったんだよな」

「魔法書をまた再発行しようと思ったら、すごい時間がかかっちゃうわ。夏休みが終わっちゃう」

「夕ゆう也やたちのタイムリミットも、オーバーだろうな……」

　どうするすべもなく、陣は悩む。ソロモンの知恵を持つ陣でも、どんなに頭をしぼって考えても、１＋１が２にしかならないように、この状態から一気に逆転する方法など考えつかなかった。

　だが、そのとき……パルミラが、両手にいっぱいの青銅のかけらを取りだして、陣に見せた。

「『ソロモンの判決』とは……これですよね？」

「あっ、それだ！　二階の部屋から集めてきてくれたのか？」

「これなら、直せますよ」

　パルミラのことばを聞いて、陣の目が点になった。

「な……直せるって言ったか、今？」

「もちろん何を書いていたのか、古代ヘブライ語はわたしには読めないのでわかりませんが……わたしは、先祖代々ダマスク鋼で武器を作ってきた刀かたな鍛か冶じの家系です。自分が作った武器で戦争や殺しあいが起こることに悩んでいたのですが、今はもう悩んでいません……戦うことでしか守れないものはあります、きっと」

　パルミラは、強く言いきった。



　城の地下に、たたらがあった。

　陣とニコライが、ふいごを踏む手伝いをする。真まっ赤かな炎の中に、パルミラは砕けた銅の巻物カツパースクロール「ソロモンの判決」を石の器に入れて突っこんだ。

「ものすごい熱ね」

　シエラは部屋のすみにいても顔が焼けるようにぴりぴりと痛んで、たまらず顔を手で隠した。ギーギは、炎の美しさに目を輝かせている。

『すっごく燃えてるにょろ～！　まぶしくって綺き麗れいにょろん！』

　炎の中で、青銅は溶けて金色の液体に変わる。

「わたしも、せめてこれぐらいの『火の魔法』が使えたら良かったのに……」

　シエラは炎をながめながら、つぶやく。ギーギが、あっさりと言った。

『どっちにしても、魔法書を盗まれちゃったんだから魔法を使えないのはいっしょだにょろん』

「それはそうだけど……。どうして、ランプの魔神は火属性なのに、魔法書には土属性の魔法ばかりだったのかしら」

　シエラは、激しく燃えあがる火をうらやましそうに見つめながら、考えこむ。陣じんはたたらの火が熱くて、額の汗を何度もぬぐっていた。

「『たたら』か……これも、魔神のランプや聖櫃アークと同じように、シルクロードを通って日本にやってきたんだよな」

「新あら木き様。何やら目つきがいっちゃっておられますが、大丈夫でしょうか」

「四千年以上前に今のトルコで製鉄技術が発明されて、のちに北方から征服してきたヒッタイト人が武器としてその鉄を利用、やがて中近東からインドを経て、古墳時代に日本へ伝わった……。『たたら』はインドの梵サンスクリツト語の『猛火』からきたことばなんだ。鉄の剣を持った遊牧民族タタール人の『タタール』も同じなんだ……ああ、俺おれは今本当にシルクロードの出発点にいるんだー！」

　陣は感動に打ち震ふるえている。シエラは、硬い表情でそんな陣を見ていた。

「ラスボス戦目前にして戦闘力０っていう状況で、まだ考古学的発見の感動に打ち震えられるなんて、歴史マニアをこじらせるとこうなっちゃうのね……」

「タタール人？」

　ニコライは、ハッとして自分の腰のサーベルに目を向けた。

「そうか……。なぜわたくしのサーベルがダマスク鋼でできていたのか、やっとわかりました。わたくしの祖先のコサックは、同じ遊牧民族だったタタール人と勢力争いを繰り返していました。タタール人はアジアから東ヨーロッパまで勢力範囲を拡大していましたから、ダマスク鋼の剣も持っていたのでしょう。戦利品のサーベルがロシア皇帝に献上され、わがパブロフ家に下賜されたのでしょう」

「だよなだよな～。このサーベルの中に、中央アジアの歴史がぎっしり詰まってるんだよな～」

「新あら木き様、物欲しそうな顔で見ないでください」

「俺おれに貸してくれるって言ってたじゃないか」

「その目、絶対戦闘に使う気無いでしょう。刃こぼれでもしたら歴史遺産がどうのこうの、とおっしゃりそうな気がしまくるのですが」

「ちっ」

「今『ちっ』っておっしゃいましたよね？」

　いっぽうパルミラは、たたらの炎の中から鉄の火ばさみを使って石の器を引きだすと、石で作った鋳型に溶けた青銅を流しこんだ。固まったところで型から抜き、ダマスクローズの花びらの真まっ赤かな絞り汁をたたえた水槽の中に突っこむと、濃い黄金色こがね色いろに輝く美しい剣が姿をあらわした。

『ふわぁ～！　綺き麗れいだにょろん、金みたいだにょろん～！』

　ギーギが目をまんまるにする。シエラも、驚いていた。

「本当に金みたい。青銅って、青緑色をしているんじゃなかったの？」

「それは錆さびた青銅です。火を入れて錆を飛ばすと、美しい黄金色になる……これが、青銅が古代から祭さい祀しに使われていた理由です」

　パルミラが、ナツメヤシから取った繊維と灰で剣を研ぎ上げると、黄おう金ごんの輝きはひときわ強くなった。たたらの火を受けて太陽のように輝き、薄暗い地下室を照らしていた。陣じんは、その美しさに呆ぼう然ぜんとしながらも、ハッと気づく。

「っていうか……綺麗にはなったけど、思いっきり巻物じゃなくなったんですけど」

「わたしは刀かたな鍛か冶じですから、巻物は作ったことがありませんし……たとえ巻物にしても、古代ヘブライ語を知りませんから元どおりの巻物に復旧できませんし。それなら、刻んだ文字ごと鋳い溶とかして、ソロモンの判決の魔力を剣の中に封印したほうが良いと思ったのです」

　パルミラは、できあがった剣を両手で捧ささげ持ち、陣に渡した。

「使ってみてください、ジン様」

　陣は半信半疑だったが、取りあえず受け取ってみた。

　そのとき、彼の右手にはめていた「ソロモンの指環」が突如輝き、剣にふれた場所がぐにょんと溶けて、剣と一体化した。

「うわー！」

　陣は思わず悲鳴を上げる。これと同じ状況を、以前経験したことがあったのを思いだした。アルフがまだ一人では戦えない低レベルの剣の魔神だったとき、彼女が変身した剣とソロモンの指環が合体して、陣の腕と片方の肩だけ守るような中途半端な防具に姿を変えたのだ。

　しかし、今回は違っていた。指環のほうが剣に吸収され、剣の柄の部分に、指環に刻まれていた六ろく芒ぼう星せいの模様が浮かびあがる。パルミラは、目を細めた。

「良かった。成功したようですね……いくらわたしがかつて天才的刀かたな鍛か冶じと呼ばれていても、こういった素材は初めて扱いますので、自信が無かったのですが」

「軽い……。ニコライの剣に比べてずっと軽い、これなら俺おれでも筋肉痛を起こさずに振り回せそうだ。なんでだ？　青銅の比重は、鉄より重いはずなのに」

「ダマスク鋼の刀剣も、わずかながら魔力を持っていて、使い手に影響を与えるからこそ名剣と呼ばれています。その魔力が特に強くなって、使い手を操るまでになったものが『剣の魔神』。そして『ソロモンの判決』と『ソロモンの指環』もまた、あなたの体に魔力の影響を与えているのです……もちろん、ニコライ様による特訓も影響しているでしょうけれど」

　パルミラの説明が終わるか終わらないかというとき、地下室の壁が「ドゴオオォンッ！」と激しい音を立てて崩れた。地下室の四方から、バラの根が襲いかかってくる。ニコライが叫さけんだ。

「何ということだ！　地上部が枯れても、根はまだ生きていたのですかっ……！」

　腰のサーベルを抜こうとしたが、長時間火のそばにいたせいでサーベルが熱せられ、鞘さやの中で膨張して抜けなくなっていた。

「くっ……！」

『よぐもうらぎっだな、ばるみらぁぁぁぁ！　ぎざまらぁぁぁっ、ぜんいんごろじでやるぅぅぅっ！』

　怒り狂ったゼノビアの恐ろしい声が響いた。地下室の石組みがきしみ、四方からも床からもバラの根が伸びてくる。シエラとギーギは、思わず抱きしめあった。

「ち、地下室ごと握りつぶす気だわ！」

『うわーん、悪者はどうしてこうしつこいでにょろん～っ？』

　だが、パルミラはあわてていなかった。静かな目で陣じんを見つめると、彼もまた焦っていなかった。

「どうぞ……ジン様」

　パルミラにうながされ、陣は黄おう金ごんに輝く青銅の剣を頭上にささげた。その瞬間、剣から黄金の刃のような光が散弾銃の弾丸のように四方八方に飛び散り、バラの根を粉々にした。ゼノビアの絶叫が地下室にひびく。

『ぎゃああああ！』

「これが『ソロモンの判決』……そして『封印』かっ！」

　陣は剣を振るい、天使語の呪じゆ文もんをとなえた。

「オール・ソヌーフ・ヴァオールサージ！　我は汝なんじを支配せり！」

　黄金に輝く六ろく芒ぼう星せいが剣の先から飛び出し、激しく回転しながら、掃除機のようにバラの根を吸いこんでいく。六芒星はさっきたたらから出した石の器に入り、壁から落ちた石がふたのかわりにその上に乗る。ふたの上に黄おう金ごんの六ろく芒ぼう星せいの封印が描かれたと同時に、地下室は静寂に包まれた。

「ゼノビア女王……」

　パルミラは、六芒星の封印が黄金に輝く器を持ちあげる。シエラは、おそるおそる彼女の手もとをのぞきこんだ。

「ふ……封印されたの、その中に？」

「そうです。これで『ソロモンの知恵者』が封印を解かないかぎり、女王が復活することはありません。『ソロモンの判決』では打ち砕けないほどの強力な魔力は、封印することしかできない……それが『ソロモンの指環』の役割です」

　パルミラは、器をたたらの中に放りこんだ。地下室が、再びぐらぐらと揺れはじめた。

「今の攻撃で地下室がくずれます、出ましょう」

『あの器は、持ち出さなくていいにょろんかっ？』

　ギーギが心配して、たたらを指さす。パルミラは、首を横に振った。

「たたらが冷めれば、器は固まった金属の中に封印されます。永遠に、誰だれも見つけられないでしょう。女王もこれで、ゆっくり眠れます。永遠の命など、苦しみと悲しみと憎悪を永遠に続かせるだけ……最後には、絶望しか産みだしません。今のわたしには、それがよくわかります。誰かに封印を解かれて再び利用されないよう、この城の地下で永遠の眠りにつくのが、女王にとっても一番幸せなのです」

「皆様、急いでください！　天井がくずれてきました！」

　ニコライが叫さけんだ。陣じんたちは、階段を駆けあがる。地下室の空間に向かって、周囲の土が流れこんでくる。土石流の勢いに乗せられて、階段がくずれた。

「きゃああ！」

　シエラの足元が崩れ、地下へと引きこまれる。

「座ざ堂どう！」

　少し前を走っていた陣が素早く反応し、シエラの腕をつかんだ。片手にソロモンの剣を持ったままだったので両手を使えず、片腕でシエラの体を抱きとめるようにして引きあげる。シエラの細い体が、陣の胸に抱きとめられた。どきん、とシエラの心臓が跳はねあがる。

「しょっ……庶民っ……」

　シエラの白い顔が、真まっ赤かになった。そのとき、「ゴスッ」という鈍い音が聞こえた。

　天井から落ちてきた石が、陣の後頭部を直撃していた。陣の髪のあいだから幾筋も血が流れ、シエラの顔にも降りかかる。シエラは驚いて、目を大きく見開いた。

「庶民っ……だ、大丈夫っ？」

「何がだよ」

　陣は何事もなかったかのようにそう答えると、シエラを腕に抱いたまま、階段を駆けあがった。その足取りが少しよろけているところを見ると、やはりさっきの落石でかなりダメージを受けたようすだ。けれど陣じんは、何も言わずに走りつづける。もしケガをしたと言えば、シエラの性格上「無理しないで放してよっ、自分だけで逃げられるんだからっ！」と陣の手を振りほどくことが予想できるし、しかしシエラの足では逃げ切れないことも陣にはわかっていたからだ……シエラにも、それはわかっていた。

『たとえ洗脳されたのがアルフじゃなくおまえだって、同じように命を賭かけるに決まってるだろ』

　と……陣は、さっきそう言った。陣の熱い胸に寄りそいながら、シエラは何度もそのことばを思いだしていた。

「庶民……。わたしも、庶民のためなら……」

　頬ほおを赤らめて、シエラは陣に聞こえないような小さな声でつぶやいた。



　数十秒後、陣たちは城の外に逃げだしていた。

　城は地下室の空間に吸いこまれるようにくずれ、あっというまにがれきの山と化した。

「間にあったな」

　陣は、ほっとため息をついた。陣を見あげたシエラは、思った以上に出血しているのを見て、あわててエプロンドレスのすそで彼の顔の血をぬぐう。

「わっ！　な、何すんだ、いいよ自分でふくからっ！」

　陣もあせって、真まっ赤かになった。ニコライはそんなシエラを見て、ちょっとほほえみ、パルミラに視線を向けた。

「城がつぶれてしまって……すみません、パルミラ様」

「いいのです。これでわたしも自由になれます。永遠の生命の囚人ではなく、たとえ限りある命でも、せいいっぱい生きることができる……あなたがたのおかげです」

　そう言うと、パルミラはちょっとつま先立って、バラのような唇をニコライの唇に重ねた。うひゃあ、とギーギが頬を赤らめ目を輝かせる。

「っ……！」

　ニコライの白い頬が、真っ赤に染まった。バラの残り香があった。

「わたしの体に残ったバラの魔力をお分けしました。これで城を離れてもしばらくは痛みを止めておけるはずです。本当はお供したいのですが、バラの魔力を失ったこの城からダマスク鋼の武器が奪い去られて新たな戦いを呼ばないよう、後片付けをしないと……」

「い、いえ。痛みを除いてくださっただけで十分です。感謝いたします、パルミラ様」

　ニコライはあせりながら、シエラに視線をうつした。

「で、ではシエラお嬢様、わたくしはこれから車を買ってまいります」

『えー？　イスラエルに行くなら、ギーギに乗って行けばいいにょろんよ』

「バラで魔力が戻ったっていってもちょっとだけだろ。何があるかわからないんだから、温存しておいたほうがいいぞ」

　陣じんに説得されて、ギーギはつまらなそうに唇をとがらせた。あらためて車を買いに行こうと走りだしたニコライの背を、パルミラは切ない目でじっと見つめる。

「遠い昔の伝え語りでしか知りませんが、ヘロデ王は恐ろしい男だと聞いています。けれど、あなたの戦いをわたしには止められません。ニコライ様、どうぞご武運を……」

　パルミラは両手を組んで、祈った。



　ところで少し時間をもどし、シエラたちがまだパルミラの城でアルフと戦っていたころ……アルフとサロメをさっさと見捨てた聡さと子こは一足早く、シエラたちが目ざす最終目的地、イスラエルのヘロディオンに到着していた。

　青い月に照らされた要よう塞さいのような岩山の中、石造りの大広間で、聡子は棺ひつぎの中に横たわるヘロデをのぞきこんでいた。サロメはアルフを助けに戻っているところだったので、まだ帰ってきていない。

「ククク……お久しぶりですね、『唯一神の否定』……大王ヘロデ。まだお力が戻っていないようですね。そのような無防備な状態でわたしをここに入れてもかまわないとは、ずいぶん見くびられたものですね……ククク」

「『偶像崇すう拝はい』。なぜ『ソロモンの知恵者』らと行動をともにしていたおまえが、一人でここにいる？」

　棺に横たわったまま、ヘロデがたずねた。

「わかりきったことをいちいち聞くのがご趣味ですか？　わたしをこのヘロディオンにやすやすと入れた時点で、わたしの目的はご存知のはずですが……ククク」

　聡子はポシェットから、シエラの魔法書を取りだした。

「ダビデ神殿が破壊されて、十柱の聖櫃の妖魔アークダイモンがこの世に散逸したとき……あなたは、聖櫃アークに封印されたときに吸い取られた力が復活するまで、ヘロディオンの地下で身をひそめていた。わたしは、妖魔ダイモンをも封印するソロモン王をはじめとする人間の知恵をみずからの糧かてとするため、世界中を旅して人間の知恵の結晶である『本』を集めた……」

「サロメから『最終魔法』の話を聞いたのだな」

「『ランプの魔神』は魔神の中でも最強の魔力を持っているはずですが、座ざ堂どう先輩を見るかぎり、どうもそんなようすではありません。しかも、魔法書の魔法はどれも属性違い……。山魔法ジヤバールのおかげで、鉱山や鉱石から金や銀などの貴金属を分離して座堂家は大金持ちになったようですから、それはそれで良いのでしょうけれどね」

「どうやら世界中の本を読んでも、ランプの魔神の『最終魔法』を見つけられなかったようだな」

「ええ。わたしが知っているのは、途中まで……。岩魔法サツフルは石魔法ハジヤルの強力版、土魔法テユラーブは泥魔法トウイーンの強力版、谷魔法ワーデイは土地を陥没させて敵を飲みこみ、地魔法アルルドは地震を起こす……そこまでです。地震といえばかなりの被害を及ぼしますから、その上があるとは想像できませんし……何より、どうして土属性なのかもわかりませんしね。わたしはこの世の全すべての知識が欲しいんです。少しでもわからないことがあればイライラする……あなたには、そんなことはありませんか？　週刊誌で熱愛報道をされたアイドルが『友達です』と言い張ったら、真相を知りたくなるのが人情ではありませんか？」

「ずいぶん下げ賤せんな本も読んでいるのだな」

「そういうわけで、『最終魔法』を教えてくださいな」

　聡さと子こが冷ややかな目で棺ひつぎの中のヘロデを見下ろす。ヘロデはたずねた。

「最終魔法を書きこんだところで、ランプの魔神にしかその呪じゆ文もんは使えないぞ」

「それぐらいわかってます。わたしが呪文を使いたいわけじゃありません。むしろへたに呪文を使ってこの世界にゴタゴタを起こすのは、本意じゃありませんからね」

　聡子は、肩からかけているキモブサのカエルのポシェットにふれながら、そう言った。

　ヘロデは、怪け訝げんそうに眉まゆをひそめる。

「ゴタゴタを起こしたくない？　人間を堕落させるアークダイモンがか？　むしろ知恵をつけすぎて、われわれを封印しようとする天敵である人間どもなど、全滅させるべきではないのか？」

「わたしは別に、人間など怖くはありませんよ……人間を恐れて自分の身を守るために殺しまくりたいと考えているあなたと違ってね。わたしはただ、コンプリートしたいだけ。わたしが怖いのは、ただ本が読めなくなることだけです。フィギュアだって、用途なんてまるっきり無いけど、コンプリートしなきゃ気がすまないでしょう？」

「つまらん理由だな。魔神のランプとソロモンの指環をいっしょに奪ってくれば、ランプの魔神を自分の下僕として最終魔法を使わせることができるのに、それもしないとは」

「『ソロモンの指環』にうかうかちょっかいをかけるほど、わたしは命知らずじゃありませんよ。うっかり封印されたら、本が読めなくなるじゃありませんか」

「ふん……まあいい。どうせ奴らはここに来る。家族や友人を救うため、来ざるを得ないだろうからな」

「それにわたしは『本』にしか興味がないんです……子供のころ、ゲームはクリスマスか誕生日まで買ってもらえないから、それまで小遣いで買える攻略本だけ読んで楽しんだりしますでしょう？」

「おまえのたとえは、よくわからんな」

「しのごの言わずに、最終魔法を教えてくださればいいのです」

「おまえがそれを知って、ランプの魔神に教えないという保証はあるまい？　そんなことをされれば、わたしは自分で自分の首を絞めることになる。一度裏切った者が、二度裏切らないとは言えないだろう」

「断っていいんですか？　今のあなたにはわたしに勝てる力は無いと思いますが……ククク。ここまで復活しているのに気の毒ですけど、また何百年も復活できないぐらいギッタンギッタンにしてさしあげましょうか？」

　聡さと子この口調は丁寧だが、言っていることは恐ろしい。あきれて、ヘロデは苦笑した。

「性格の悪さと強引さはあいかわらずだな、『偶像崇すう拝はい』……。では教えてやろう。最終魔法は……だ」

「え？」

　聞き取れなくて、聡子が身を乗りだした。その瞬間、ヘロデが腕を伸ばして聡子の頭をガシッと押さえる。

「あっ！」

　短い悲鳴を上げて、聡子は棺ひつぎの中に引きずりこまれた。足をバタバタさせて逃げようとするが、ヘロデの力は強くて、振りはらうことができない。

「わたしが逃げられないなんてっ……ま……魔力が……まさかっ！」

「騙だまして悪かったな、『偶像崇拝』よ。わたしの魔力はほぼ元通り復活していたのだ、ただ……『あと一押し』足りなかった」

　逃げられないように押さえつけた聡子の首に、ヘロデは牙を立てた。聡子の全身が、痛みに硬直した。

「お……同じアークダイモンから魔力を吸い取るなんて……最低ですねっ……」

「同じだからこそなじみが良いのだ、それにちまちまとした人間どもの生命力よりもはるかに質が良い。人間も力を出したいときは、ローカロリーの野菜をちまちま食べるより、ドカンとボリュームのあるステーキを食べるだろう」

　聡子の目から光が消え、全身から力が抜けてがくりと首が落ちた。ヘロデは身を起こして棺からひらりと飛びだすと、聡子を棺の中に残したまま、重い蓋ふたを閉めた。

「もう聞こえていないだろうが……冥めい土どの土産みやげに教えてやろう。最終魔法の呪じゆ文もんは『ボルカン』だ」

　ヘロデの全身が、ゆっくりと輝きはじめた。全身に力がみなぎり、たくましい腕に膨れあがった血管には、光が走った。体が熱を発し、熱が上昇気流を生んで、長い黒髪や紫色のマントを吹きあげる。

「おおお……すばらしい！　キリストに封印された二千年ぶり、いや……三千年以上もの昔、十じつ戒かいの石版に封印される前の力！　恐怖の神として人間どもの上に君臨し、十のわざわいを人間どもの上に投げかけた力！　今ようやく、ふたたびわが手に！」

　ヘロデの全身が太陽のようにまばゆく光った。強い光はヘロディオンの山をも貫き、山全体からサーチライトのように光が吹きだした。

　アルフとともに、巨大なドクロに乗って一路ヘロディオンに戻っているところだったサロメは、遠目にその光をとらえた。

「あ、あの光は……わが王！」

　光の圧力が、ヘロディオンの頂上を砕いた。太い光の柱が夜空に突きあげ、激しい上昇気流に煽あおられた岩石が光の柱の中を舞い上がっていく。

　光の柱の中央に、ゆっくりとヘロデの姿が浮きあがってきた。あふれるほどの力と光に満ち、その姿は神をもしのぐ美しさと神々しさに満ちていた。サロメは、思わず感動にうち震ふるえる。

「わ……わが王！　完全復活を遂げられたのですね……！　この二千年お仕えした努力が、ようやく実ったのですね……！」

　サロメの両目から、はらはらと涙が流れた。ヘロデはサロメに気づくと、彼女を指さして言った。

「まだだ、サロメ。『魔神の力』を手に入れなければ、このわたしが絶対神になったとは言えぬ。『魔神の力』を手に入れたあかつきには、『最終魔法』の力が世界全土に降りそそぐことになるだろう。そのとき、わたしの完全支配が始まる……ほかの神を信じる全すべての人間を滅ぼし、このわたしが唯一絶対の神となるのだ！」



    

  
    
      



    

  
    
      



第二話　決戦！　ヘロディオン





　ダマスカスから数時間、陣じんたちはヘロディオンに向けて車を走らせた。

　ダマスカスのバラの城がくずれてしまったので、移動中にシエラたちが車の中で仮眠を取れるよう、ニコライは全長十メートルを超える、恐ろしく車体の長いスーパーリムジンを買ってきた。

　イスラエルの国境警備兵は長引く紛争のためにピリピリしていたが、はからずもこのスーパーリムジンのおかげで「超セレブ」だと理解され、すんなりと国境を通過することができた。

　そして、朝日が昇るころ……一行は、ヘロディオンに到着した。

「うっ……うぅ～ん」

　シエラはメイド服のままだった。窓から入ってきたまぶしい光に眉まゆをしかめながらリムジンのシートの上で身を起こし、大きくのびをする。

　陣も目を覚まし、窓から外を見る。荒野の真ん中に、茶ちや碗わんを伏せたような形の山が見えた。山の上は人工的に削られ、らせん状のスロープのようなものも見えた。

「ヘロディオン……ついに来たのか」

　長かった夏休み旅行の終着点を目の前にして、ごくり、と陣は息をのんだ。

　塩の柱に変えられてしまった親友・夕ゆう也やの姿が、まぶたの裏に浮かんだ。夕也は軟派で明るくていいかげんで、しかし本ばかり読んでとっつきにくい陣に積極的に話しかけ、良いルームメイトでいてくれた。長いあいだ会っていない母親・ナオミのことは、あまり思い出せない。けれど、二人とも助けなくてはならないことに変わりはない。

「おはようございます。車の中で、少し設備が乏しいのですが、朝食を準備しておきました。『腹が減っては戦ができぬ』と言いますから……」

　ニコライが、車のシガーライターから電気を取った電熱器で淹いれた紅茶とパンを、シエラたちのまえに並べた。

　スパイスの香りのする濃厚なミルクティーと、袋状になった薄いパン「ピタ」の中にクリームが入った料理だ。シエラが、心配そうにたずねた。

「ニコライ、腕は痛くないの？」

「まだ大丈夫です、パルミラ様のおかげです。料理ぐらいなら、まったく支障はありません」

「イスラエルのパンって、ドーナツみたいな『ベーグル』だと思ってたけど……」

　陣じんがもぐもぐとピタを食べる。次に紅茶を飲んで、渋い顔をした。

「カレーみたいな甘いみたいな、変な味だなあ」

「それはイスラエル南部の遊牧民族に伝わる『ベドウィン・ティー』で、ミントの葉やスパイスが入った甘くて濃厚なミルクティーです。ベーグルは現地ではあまり食べられていなくて、ピタのほうがメジャーなのです」

「うまいけど、なんかずんだ餅みたいな味がする」

　と、陣が言った。ずんだ餅とは、枝豆のペーストをからめた餅のことだ。ニコライが答えた。

「ピタには、ヒヨコ豆のペースト『フムス』をはさむのがイスラエル風なのです」

「っていうか、ずんだ餅が食いたくなったなあ」

「さっさとヘロデを倒して日本に帰れば、好きなだけ食べられるわよ」

　シエラがほほえむ。聖櫃の妖魔アークダイモンの中でも最強の実力を持つヘロデとの戦いを目前にしても、魔法書が奪われていてさえも、まったく怯おびえるようすも恐れるようすも無い。その胆きものすわりっぷりに、陣は感嘆してしまう。

「思いっきり勝って帰るつもりだな、座ざ堂どう。ヘロデが怖くないのかよ？　まさしく、『セレブの心は突撃』ってやつだな」

　陣のことばに、シエラはほほえむだけで、答えなかった。

（ばかね、庶民がいっしょだから怖くないのよ。しゃくだから、言ってあげないけどね）

　朝食を取りながら、ニコライが地図を広げて作戦を立てる。

「山の上に登るのは……車では無理でしょうか？」

「父さんがヘロディオンから逃げだしたときに通った、地下通路の場所を聞いてある」

　と、陣がニコライに言った。

「俺おれたちがダマスカスまで来てたことは、ニャロメだって知ってる。ってことは、ここにいることも知ってるはずだ。だけど、攻撃してこない。つまり、自陣におびき寄せて迎撃する作戦だってことだ」

『ぷ、ぷきゅー……』

　シエラのポケットの中で、携帯電話のストラップになっているトーレムが、ごくりと息をのんだ。シエラは、頬ほお杖づえをつきながら不敵な笑みをうかべる。

「なるほど、わたしたちが怖おじ気けづいて来ないかもしれない……とは考えていないわけね。それじゃあ、ご期待にこたえてさしあげなくてはね」

「座堂、おまえ目が怖いぞ」

　陣は皿からピタを取ろうとして、最後の一個になっているのに気づいた。

「おっと……ギーギ、おまえも起きろよ。ピタ無くなるぞ」

　陣は、シートの上で丸くなってまだ眠っているギーギの肩を揺すった。

『うう～ん、もう丸のみにできないにょろん～』

「うわ。よくある食いしん坊の寝言かと思ったら、やっぱり蛇は丸のみするのか」

『おや、おとーたま。おはよーでにょろん』

　ギーギは目をこすりながら、起きあがった。陣じんは、ギーギに言った。

「敵はヘロディオンの中で待ちうけてる。真正面から攻撃したら思いっきり迎撃されるだけだから、陽動作戦を取る。ギーギは、空から攻撃するんだ。そのあいだに俺おれたちは、地下通路からヘロディオンに入る。わかったな？」

『ちぇっ、ギーギはおとーたまと別行動にょろんか。仕方ないにょろんね』

　ギーギはつまらなそうに、唇を尖とがらせた。次に陣は、シエラとニコライに言った。

「座ざ堂どうは『ゲート』だ。もしもの時は『解除』する」

　陣があえてランプの魔神としての召喚を解除、と言わないのは、シエラが他人に仕える魔神だということを、使用人であるニコライには秘密にしておきたい……とシエラが思っているからだ。

「すると……あの『バラの城』のあとの廃はい墟きよに、ゲートがつながるわけね」

「塩の柱にされた人たちを、それを使って逃がせるだろ」

「不肖ニコライ・パブロフ、腕の痛みも無くなったので、力のかぎりシエラお嬢様をお守りいたします」

　右腕を三さん角かく巾きんで吊つったまま、ニコライは左手に握ったサーベルを一度、軽く振って手になじませた。ギーギは虹にじ色いろの大蛇に姿を変え、大きく翼を広げて、真っ青に晴れた空へと飛びあがる。

「死ぬには良い日……ってやつね」

　シエラが空を見上げて、まぶしそうに目を細めた。

「バカ、生きて帰るんだよ。せっかく旅の中で時間をさいて必死の思いで仕上げた宿題なのに、提出しないまま死ねるかよ」

「それもそうね」

　シエラはほほえむ。最後の戦いが目の前に迫っていても、こちらの戦力が圧倒的に少なく不利な状態であっても、不安にはならなかった。陣といっしょなら、全然怖いとは思わなかった。シエラは、まっすぐヘロディオンを指さした。

「よーし、行くわよ！　セレブの心は突撃よっ！」

「結局おまえが仕切るのかよ」

　陣は、やれやれとため息をついた。



　翼をもつ大蛇と化したギーギはヘロディオンの上空を、ぐるぐると飛びまわった。平たい山の頂上に、すり鉢上の大きな穴が開いているのが見えた。

『あの穴……土が乾いてないから、最近開いた穴みたいだにょろん。ちょっくらようすを見てみるにょろんか』

　ギーギは大きく口を開き、穴に向かって息を吐いた。ギーギの毒どく牙がから出た毒が、霧となって吹きつける。だがそのとき、穴から激しい風が吹きだして、毒の霧が押しもどされた。

『おっとと！　危ないにょろん！』

　たとえ自分が出した毒でも、まともにくらえば全身のうろこが焼けただれてしまうので、ギーギはあわてて回避した。

　穴から、ドクロの頭を持った巨大なハエ・ベルゼブブが姿を現した。先ほどの風は、ベルゼブブが羽ばたいて起こしたようだ。ギーギは、ぎょっとした。

『うぇ～、気持ち悪いにょろん！　ダマスカスのときより巨大化してるにょろんよ～』

　ベルゼブブが空中に浮きあがる。ヘロディオンの頂上には、サロメが姿を現していた。

　荒涼たる風景の中で、真紅の衣が鮮やかに映えている。

「ついにやって来たな、『ソロモンの知恵者』よ！　『偶像崇すう拝はい』が乗ってきたベルゼブブを、わらわが再召喚したのだ。巨大化しているのは、復活されたヘロデ王の『力の場』の中にいるからだ！」

　サロメからはギーギの背中の上が見えないので、陣じんたちが乗っているとばかり思っているらしい。勢いよく腕を振って、ベルゼブブに命じた。

「行けいっ、ベルゼブブ！　『ソロモンの知恵者』どもを迎え撃ち、『指環』と『ランプ』を手に入れよ！」

『ヴヴヴヴヴ！』

　ベルゼブブは低い羽音を立てながら、ギーギに向かってくる。ギーギはベルゼブブに向かって、再び毒の霧を吐いた。

『害虫には殺虫剤をくれてやるにょろん、死ねだにょろん！』

『ヴヴヴヴ！』

　霧の直撃を受けるまえに、ベルゼブブの姿がパッと消え、周辺に霧散したように見えた。数億という小さなハエに身を変えたのだ。全すべてのハエはドクロの頭部と、黒いドクロが描かれた翅はねを持っていた。ギーギはあきれたように叫さけぶ。

『ちょっ……ずるいにょろん、そんなに散らばったら狙ねらえないにょろん！』

『ヴヴヴヴヴ！』

　ハエたちはボールのようにギーギを包囲し、じょじょに包囲の輪を狭めていく。

『きゃああぁーっ、近づかないでにょろん、害虫は気持ち悪いにょろん～っ！』

　ギーギの悲鳴が、雲ひとつない青空に響きわたった。



　ギーギの苦戦も知らず、陣じんたちはヘロディオンから少し離れた場所に建てられた石碑の前にきていた。石碑は「オベリスク」と呼ばれる煙突のような高いもので、王の権力の象徴であり、エジプトから中近東に伝わったものだ。

　オベリスクの台座には、かつてヘロデ王が建てたヘロデ神殿の威容がレリーフとして残されていた。陣がレリーフに彫られた神殿の入り口を押さえると、

「ゴゴゴゴゴ……」

　と低い音がして、オベリスクが台座ごと横にずれ、台座の下に真っ黒い穴が開いた。地面の底へと続く、石の階段が見えた。

「地下には、ヘロデ王を守るために怪物が放されてるって父さんが言ってた。エジプトのピラミッドの中に盗掘者を撃退するための仕掛けがあるようなものだけど、相手は怪物だからなあ。ソロモンの剣を持ってる俺おれが先頭に行ったほうがよさそうだな」

　陣が、階段を降りはじめる。シエラの背後を守るように、ニコライは最後からついていった。

　ソロモンの剣は、闇やみの中でたいまつのように光り輝いていた。暗い洞どう窟くつのすみずみを照らしている。シエラが言った。

「明るいわね。きのうのパルミラさんのたたらの火みたい」

「あの火の魔力が、まだ残ってるのかもしれないな」

　階段を降りきると、夏だというのにずいぶんひんやりしていた。壁を濡ぬらす地下水の気化熱で冷やされて、十度ぐらいしかなさそうだ。シエラが思わず、ぶるっと震ふるえた。陣が気づいて、心配そうに声をかける。

「怖いなら戻ってもいいぞ、座ざ堂どう」

「セ、セレブのわたしの辞書に怖いなんて文字はないわよ！　武者ぶるいってやつよ、それにわたしがいなくちゃ『ゲート』が使えなくて困るんでしょっ？　魔法が使えなくなったのなら、せめて脱出アイテムとしてぐらい役に立つのが高貴なる義務ノーブルス・オブリツジ、有事には部下任せにせず自ら戦地におもむくセレブの心意気ってものでしょっ？」

「誰だれが部下？」

「とにかく地獄の底までついていってあげるんだから、ありがたく思いなさいよねっ！」

「ありがとう。何だか、今がもうすでに地獄なんですけど」

　シエラにガミガミ言われながら、陣は涙目になって言った。

　そのとき、闇の中から「バサバサバサッ！」と荒々しい羽音が聞こえた。陣は、ハッとして身がまえる。ソロモンの剣がひときわ明るく輝くと、闇の中を飛びまわる巨大なコウモリの姿を照らしだした。姿こそコウモリだが、大きさは人間ほどもあり、人間の女の顔と胸とがついていた。

『チィィーッ！』

　甲かん高だかい声を上げると、耳まで裂けた口の中に鋭い牙が見えた。吸血コウモリのようだ。数はかなり多く、二十匹を超えていた。それらが、いっせいに陣じんたちに襲いかかってきた。

「ニコライ、座ざ堂どうを守ってくれ！」

　陣は早口に命令すると、自分も剣を振りかざした。黄おう金ごんに輝く剣の先から、黄金の刃が四方八方に飛びだし、コウモリたちを引き裂いた。

『チィィーッ！』

　一匹は狙ねらいを変更して、シエラを攻撃しようとしていた。背後から襲いかかったが、そのときニコライがサーベルを抜き、後ろを向くこともせずに左腕だけでコウモリを斬きった。

『チッ……チギィィイイイイッッ！』

　コウモリは斬られた自覚も無く少し飛び過ぎたあと、左右半分ずつに分かれて、緑色の血を吹きあげながら、飛んでいた勢いで壁に叩たたきつけられた。シエラは、呆ぼう然ぜんとして息をのむ。

「さっそくのお出迎え……だったのね」

「いきなりこれじゃ、数が多そうだな。ニコライ、大丈夫か？」

「もちろんでございます、新あら木き様」

　ニコライは左手で白い絹のハンカチを取りだすと、コウモリの妖魔ダイモンの血と脂あぶらで汚れたサーベルをわきにはさんで、丁寧にぬぐった。

「脂を残していると、斬れ味が鈍りますからね……」

「思いっきり攻撃する気マンマンだな」

　そう言っている陣の足元に、全長一メートル以上あろうかというムカデが群になって近寄ってきた。全部で、軽く一ダースはいる。

『ぷきゃー！』

　トーレムがすっとんきょうな悲鳴をあげて、シエラのポケットの中に隠れる。シエラもぞくぞくして、顔を引きつらせている陣の背後にかくれた。

「しょっ、庶民！　早くっ、早くやっつけて！　肢あし多すぎ！　テカテカしすぎ！」

「具体的な表現をするなっ！　俺おれだって無理だって、文系男子に虫は無理！」

「ではわたくしが斬りましょう！」

　ニコライが前に出るが、シエラがぶんぶんっと頭を横に振った。

「だめっ、斬っちゃだめ！　シュークリームを包ほう丁ちようで切ろうとしたらどうなるか考えてっ、中身がむちゅっと飛び散るのよ！　見せないで！」

「おま……さすがの俺でも、それ聞いた直後にシュークリームは食えないわ……」

　陣が青ざめた目をシエラに向ける。そんな漫才をしているあいだにも、ムカデたちはじりじりと近づいてくる。陣は、ソロモンの剣を振りあげて天使語の呪じゆ文もんをとなえた。

「斬るのがだめなら封印してやる！　オール・ソヌーフ・ヴァオールサージ！　我は汝なんじを支配せり！」

　剣の先から光が飛びだして黄おう金ごんのらせんを描き、ムカデたちを巻きこんだ。陣じんは、ポケットから綺き麗れいな小瓶を取りだしてささげる。ダマスカスの露店で買った、銀細工にトルコ石が入ったものだ。

　ムカデたちが小瓶に入ると、陣はふたをした。同時に、ふたの上から封印の六ろく芒ぼう星せいが刻まれる。シエラは、ホッと胸をなでおろす。

「その剣、すごいわね」

「ああ、これならアルフと戦いながら封印できる。アルフを傷つけずに日本に連れて帰って、それからゆっくり洗脳を解くって作戦も取れるし」

「あら？　ムカデを封印するには綺麗な小瓶だと思ったら、それはひょっとしてアルフを入れるためにわざわざ？」

　シエラは、銀細工の小瓶を指さしてたずねた。陣は、小瓶の中からカサカサと嫌な物音がするのを聞きながら、顔をゆがめる。

「封印するだけならコーラの瓶でもいいんだけど、女の子だし何となくな。でも、ここにいっしょに入れたら怒るだろうなぁ……もう何個か買っとけば良かったぜ。洗って使うかな」

　シエラはなおも、じーっと小瓶を見つめている。陣は、はっとした。

「あっ……ざ、座ざ堂どうも欲しかった？」

「えっ？　あっ、ううん、いいのよ、わたしは自分で買えるし！　封印されたくもないし！」

　シエラは、あわてて両手を横に振った。陣は、ポリポリと鼻をかく。

（しまったなー、アルフを封印することばかり考えてたけど、これもいちおう『お土産みやげ』になるんだよな。友達にお土産を買って帰るときって、伊い勢せに行ったときもだけどみんなに平等に買わないとだめなんだよなー。友達づきあいってやつになれてなくて、忘れてた。イスラエルで何か、土産を買ってやらないとな……美容にいいっていう、『死海の塩』とか『死海の塩の泥パック』なんかどうかな。でも、『わたしがこれ以上美しくなる必要なんか無いでしょっ、ムキー！』とか言われそうだしなあ……）

　これから最終決戦だというのに、陣はのんびりお土産のことで頭を悩ませていた。そのとき、ニコライが闇やみのかなたを指さした。

「あっ、ごらんください！　あそこに塩の柱が……！」

「えっ？」

　陣はソロモンの剣をかざして、闇を照らした。人間の姿をした塩の柱が何体か立っていたが、うろうろしている怪物たちにむざんに破壊されていた。首も胴体も折れて、散乱している。これでは、たとえヘロデを倒しても「死体」にしか戻らない。

「ひ、ひどい……」

　これが遺跡の彫像ならまだしも、かつては生きていた人間なのである。むごい状況を正視できず、シエラは思わず目をそむけた。陣じんは、恐怖の表情のまま転がっている塩の頭部を、そっとなでる。日本で守られている夕ゆう也やはともかく、このヘロディオンのどこかにいるはずの母ナオミが同じような状況になっているのではないか……と考えると、怖かった。最悪の真相を見ることから逃げだしたい気持ちにかられた。しかし、ここで逃げれば同じような犠牲者が増えるばかりだということも、陣にはじゅうぶん理解できていた。

「助けられなくて悪かった……でももう、これ以上あんたたちみたいな犠牲は増やさない。安心して眠ってくれ」

　恐怖を勇気で凌りよう駕がして、陣は強く決断し、立ちあがった。



　そのころ、ヘロデはあわてるようすもなく、ゆったりと王座に座っていた。

　王の間のすみには、アルフがいた。ひざを抱えて、ブルブルと震ふるえていた。ヘロデは王座にひじをつき、そんなアルフに流し目をくれる。ダマスカスでかなり精神状態が不安定になり、完全に生骸ゾンビ化しているわけでもなく仮死状態なだけだと聞いて、これ以上陣たちに会わせると洗脳が解けてしまう……と案じたサロメが、置いていったのだ。

「『剣の魔神』よ」

　ヘロデは目を細め、ひざの上に乗せた大きな水晶玉を手のひらでなでた。水晶玉には、ギーギと猛攻を繰り広げている無数のハエと、それを操るサロメの姿が映しだされていた。名前を呼ばれて、アルフはビクッと顔を上げる。

「もうじき『ソロモンの指環』と『ランプの魔神』がやってくる。封印と解放をつかさどる『二つの扉ダレツト』をあらわした『ＤＶＤダビデ』、すなわち『二つのＤダレツト』を象徴するダビデの星、六ろく芒ぼう星せいの『指環』があれば、おまえとランプの魔神、先の尖とがった剣と先の尖った炎、『二つの三角ダレツト』はわがものになる」

　注釈をつける必要もないかもしれないが、「二つの三角」とは、くれぐれもシエラとアルフの「二つの股また下した三角」ではない。

「神の力が手に入れば……サロメはもはや必要ない。むしろ、わたしが力を失っているあいだは役に立ったあの『忠誠』が、これからは重荷になってくるだろう。平たく言えば、もう用無し……邪魔なのだ。『偶像崇すう拝はい』の力を吸い取った今のわたしならサロメに負けるはずもないが、むだにリスクを冒し力を使う必要もない。『ソロモンの知恵者』らの攻撃を、せいぜい利用させていただくとしよう」

　ヘロデは両手で水晶玉をささげた。王間の壁から無数の黒い影がしみ出すように姿をあらわし、水晶玉に吸いこまれていく。

「！」

　アルフは思わず、立ちあがった。水晶玉の中に、サロメが黒い影たちに襲いかかられている姿が見えた。

「ニャロメ様！」

　アルフは、自分も水晶玉の中に入ってサロメを助けに行こうと、ヘロデに駆けよった。

　だが、ヘロデは腰に巻いていた黄おう金ごんの帯を抜くと、アルフの顔に打ちつけた。

「きゃあ！」

　アルフは吹っ飛ばされ、床に叩たたきつけられた。ヘロデは、冷たい瞳ひとみでアルフを見おろす。

「勝手なことをするな、『剣の魔神』。生骸ゾンビのくせにおまえは勝手に動きすぎる……。『ソロモンの指環』を手に入れれば、もう少し使い勝手が良くなるか？」

　ヘロデは手首にはめていた黄金の腕輪を外すと、アルフに向けて投げた。黄金の腕輪はパカッと二つに分かれ、それぞれがアルフの手首を床にとめつけた。

「ううっ！」

　アルフは体をよじって手首を外そうとするが、がっちりと固定されていて動けない。

「そうしていろ。『ソロモンの指環』を回収してくる……」

　ヘロデはそう言い残して、王の間を出ていった。



　サロメは、突如として現れた黒い影のような妖魔ダイモンたちが自分を攻撃してきたので、混乱していた。

「な……何なのだ、そなたらっ！　わらわはサロメ王女であるぞっ、そなたらの主人の顔を忘れたか！」

　サロメは、身にまとった七枚の赤いヴェールを鞭むちのように操って、近づいてきた妖魔たちを次々に斬きり裂いていく。

　ベルゼブブは無数のハエと化してギーギの全身に噛かみついていたが、サロメの集中力が切れたために、ぼろぼろと崩れて消えた。

『にょろ？』

　ハエにたかられて全身血まみれになっていたギーギが、不思議そうに目をパチクリする。

『にょろん！　よくわかんないけど、チャンスだにょろん！』

　攻守逆転、ギーギは妖魔たちと戦っているサロメに襲いかかった。サロメはギョッとして顔を上げ、ギーギに向かって叫さけぶ。

「まっ待て！　わらわが死ねば、そなたらの仲間『剣の魔神』の洗脳は永遠に……っ」

『飛んでけにょろーん！』

　ギーギは長いしっぽをサロメに打ちつけた。

「きゃああああ！」

　サロメはヘロディオンの頂上から、崩れた穴の中に落下した。ギーギは、ハッとして穴の中をのぞきこむ。

『今……ニャロメが何か、気になることを言ったような気がするにょろん……』

　ギーギの顔から、サーッと血の気が引いた。



　サロメが意識を取りもどしたのは、ヘロディオンの地下だった。目を開くと、自分が落ちてきた穴が見え、わずかに青空が見えた。

「うっ……」

　落下したときに全身を打ったらしく、ズキズキと痛みが走った。こらえて身を起こした瞬間、長い触手のようなものがサロメをとらえる。

「何っ！」

　それは、巨大なウツボカズラに似た怪物だった。日の当たらない地下で育っているため植物とは思えないぐらい真っ白で、生き物を捕まえて養分にしている。この怪物の存在はサロメも知っていたが、今まで自分に襲いかかってきたことなど一度も無かったので、愕がく然ぜんとする。

「どういうことだっ、なぜ突然怪物たちがわらわを襲うようになったのだっ？　そなたらはヘロデ王を守るためにここにいるのだ、ヘロデ王をお守りするわらわを攻撃するとはどういうつもりなのだ！」

『くすくすくす』

　ウツボカズラが笑った。サロメが眉まゆをひそめると、ウツボカズラの壺つぼの中から長い髪をした妖精のような女が顔を出した。壺の中には液体が溜まっていて、女はその液体の中で半身浴しているような姿勢を取っていた。

『愚かなサロメ様、あなたは捨てられたのですよ。それがおわかりになりませんか？　それとも……ああ、わかっていても認めたくない？』

「捨てられただと？　このわらわがっ？」

　サロメは、引きつった笑みを浮かべた。

「いいかげんなことを言うな！　わらわは二千年間ヘロデ王にお仕えしてきたのだっ、ヘロデ王の復活に尽力してきたのだ！　そのわらわが、捨てられるはずなどなかろう！」

『そういう鬱うつ陶とうしさが、殿方に嫌われる最大の理由ですわよ、サロメ様』

　女が、色っぽい流し目をくれた。サロメは真まっ赤かになって怒る。

「き……嫌われたりしていないっ、わらわはっ……！」

『あなたは魔女サロメ、預言者ヨカナーンの生首の血を浴びて魔力を得た百の首の王女。しょせん魔女は魔神に勝てないのですよ、そしてヘロデ王はもうすぐ二柱の魔神を手に入れる。用済みになった女は、潔く身を引くのが賢いというものですよ』

　サロメは、呆ぼう然ぜんとしていた。

「用済み……？　ヘロデ王には、もはやわらわが邪魔だと……？　では、ではそなたたちがわらわを攻撃してきたのは、もしやヘロデ王の命令で……？」

『一度味わってみたかったのですよ、魔女サロメの味を。他ほかの妖魔ダイモンたちもそう思っているはず。あなたの魔力を吸収すれば地下にうごめくチンケでみじめな妖魔などではなく、魔王にすらなれるかもしれないのですからね』

　ウツボカズラが、無数の触手をサロメに伸ばす。

『わたしにもチャンスが巡ってきたというわけですわ！　サロメ王女、お覚悟！』

「わらわは……誰だれのために今まで戦ってきたのだ？」

　サロメは茫ぼう然ぜん自じ失しつ状態だった。ウツボカズラは、消化液が満たされた壺つぼの中に相手を引きこんで消化するつもりらしい。女が邪悪な笑みを浮かべながら、サロメに手を伸ばしていた。

『さあいらっしゃい、こちらへいらっしゃい。いっしょにわたしのお風ふ呂ろに入りましょう、天国へのぼるほど気持ち良いですよ。すぐにトロトロに溶かしてあげますよ』

　甘い声で、女はサロメをさそった。サロメは、何も考えたくなかった。

（天国だと？　……それならそれでも良い、死を望まれるほどヘロデ王に邪魔だと思われていたなんて……こんな悲しみを抱いて生きているよりは、死んだほうがずっとましだ）

　サロメは抵抗すらやめて、目を閉じた。



　だがそのとき、闇やみの中に黄おう金ごんの光が走った。

『ギャアアアアア！』

　ウツボカズラの女の悲鳴が、闇にひびいた。サロメは、驚いて目を開ける。無数の黄金の刃が闇の中に飛びかい、壺が裂けて女が地面に落ちていた。消化液の中から出た女は地面に這はいつくばってピクピクと痙けい攣れんしていたが、あっというまに全身干ひからびてミイラ化し、塵ちりとなって消えてしまった。

「何だ、ニャロメか。塩の柱になった人が食われかけてると思って、あわてて攻撃したのに」

　気の抜けた声でそう言いながら、陣じんが闇の中から歩み出てきた。その手に握られた黄金の「ソロモンの剣」のまぶしさに、サロメは思わず手で目をかばった。

「わ、わらわはニャロメではないっ……それに何だ、その剣はっ！」

「ソロモンの剣だ。『ソロモンの判決』の悪を裁く魔力と、『ソロモンの指環』の封印の魔力を持ってる」

「何だと？」

　サロメは、ゴクリと息をのんだ。その剣の魔力がすさまじいものであることは、輝きを見ればわかった。

「だ……だが、それほど強い魔力を持っているのなら、なぜわらわをここで封印せぬ？」

「アルフの洗脳を解けるのも、塩の柱になった人たちを元に戻せるのも、おまえだけだろ？」

　陣じんはそう言って、暗い通路のかなたに白くぼんやりと光っている塩の柱の彫像を指さした。

「なんでこんなところにいるのか知らないけど、会えてラッキーだったな。塩の柱になった人たちを、元に戻してもらおうか」

「元に、だと？」

　サロメは冷たく笑った。陣の後ろにいたシエラが、サロメをにらんでどなる。

「ちょっと、ニャロメ！　返事もせずに笑うなんて失礼でしょっ？」

「ひとの名前をいつまでも覚えずにニャロメ呼ばわりしてるのは、失礼じゃないとでも言うニャロメっ？」

　サロメがどなりかえす。律儀に、オレンジ色の耳とシッポがぴょこんと飛びだしている。

「それに、わらわには彼らを元に戻すことはできないニャロメ！」

　興奮しすぎて、サロメはまだニャロメ語を引きずっているようだ。陣が眉まゆをひそめた。

「元に戻せない？　自分が塩の柱にしたんだろっ？」

「では、そなたは自分がゆでたゆで卵をもとの生卵に戻せるのか？」

「氷は水に戻るだろ」

「塩の柱にした時点で、その生命力はヘロデ王にささげられ、消費される『仕組み』になっている。わらわは、その『仕組み』をヘロデ王より預かり、王にかわって世界中の人間を狩っていただけのことだ」

「要するに、おまえはお使いに行って『電池』を買って、ヘロデに渡した。『電池』を使ってるのはヘロデだから、返してほしけりゃヘロデに言えってことか？」

「言うまえに殺されることは、目に見えているがな」

　サロメが、陣たちのずっと後方に視線を向けてつぶやいた。最後尾を守っていたニコライが、ハッとして振りかえる。闇やみの中に、長い黒髪の男が立っていた。紫色の長衣が闇にまぎれて、すぐそばまで来ているというのに、その存在に気づかなかったのだ。

「あなたはっ……！」

　ニコライはサーベルをかまえるが、傷の痛みが消えているといっても不慣れな左手だと、わずかに反応が遅れた。一瞬の差でヘロデは、ニコライのふところまで一気に飛びこんで間合いを詰めた。

　ニコライは間近に、ヘロデの顔を見た。端整ではあるが邪悪な、王者の顔を。

「何の魔力も持たぬただの人間のぶんざいでわたしに挑むとは、無礼の極みだとは思わぬか？」

　ヘロデは下から舐なめ上げるような目でニコライを見つめた。嘲ちよう笑しようと残忍さの入り混じった蛇のような目に、ニコライは総毛立つ。次の瞬間、ヘロデは両手をニコライの胸に重ねて置いた。

「わたしの前から失うせるがいい、無礼者」

　ヘロデは淡々とそう言った。とたんに、ヘロデの手から光がほとばしり、その圧力でニコライが吹っとばされる。

「わあ！」

「ニコライ！」

　シエラがあわててニコライに駆けよった。服は焦げて穴が開き、むき出しになった白い胸は深くえぐられていた。血がドクドクと流れている。

「ニコライ、しっかり！」

　シエラはニコライの上着をやぶると、胸の穴に押し当てた。そのとき、気を失っていると思っていたニコライが手を動かし、シエラのかわりに自分で傷を押さえた。

「シエラお嬢様……わたくしは大丈夫です。しかしこの状態ではお守りできません……早く新あら木き様のもとへ……！」

「今の攻撃が、心臓まで達さなかったのか？　そうか、バラの城の女がよけいなことをしたのだな」

　チッ、とヘロデ王は舌打ちして、もう一度ニコライに手のひらを向けた。

「出力を倍に上げてやろう、今度こそきさまの心臓をえぐり取ってくれる！」

　だめだ、攻撃されるのがわかっていても逃げる力が無い……と、ニコライは覚悟を決めた。

　だが、ニコライに気を取られていたヘロデの背後に、サロメの姿が浮かんだ。

「ヘロデ王！　嘘うそだとおっしゃってください、わらわを見捨てたのではないとっ……！」

　サロメは七枚の赤いヴェールでヘロデを攻撃した。ヴェールは槍やりのように細くなり、ヘロデの背後から全身を貫いた。

「やった！」

　陣じんが思わずガッツポーズをする。だが、ヘロデ王はまるでこたえていないようすで、サロメを振りかえった。

「おまえがわたしを串くし刺ざしにするとはな……。やはり、女の嫉しつ妬とは何よりも危険だ。その嫉妬をうまく利用すれば、思いのままに操れるとはいえ、両もろ刃はの剣つるぎともいえる。さっさと見切っておいて正解だったな」

　ヘロデ王は全身に力をこめた。筋肉の収縮力が槍のようなサロメのヴェールを体から押しだされ、逆に彼女に向かって放たれた。

「きゃああ！」

　サロメはとっさに体をひねって攻撃をかわそうとするが、避よけきれずに何本かが腕や足に突き立ち、白い肌から血の玉が飛び散った。シエラは呆ぼう然ぜんとして、目をこする。

「どうして、あれで死なないの？」

「たぶん、ニコライと同じだ。ニコライがバラの魔力で攻撃のダメージを軽減したように、ヘロデは塩の柱の人々から吸い取った生命力を『スペア』にしてるんだろう。命をいくつも持ってるんだ」

「よくわからないから、『ゼルダの○ピン説』でたとえてみてくれる？」

「『ハートのうつわ』が何個もあって、全部満タンな状態ってとこだな。ちなみに俺おれたちには当然、一個しかない」

「思いっきり不利ってこと？」

「レベルが全然違うってこと、だな」

「あと二人……だな」

　ヘロデは陣じんに手のひらを向ける。手のひらに光が集まったかと思うと、陣の胸を直撃した。

「ぐふぅ！」

「庶民っ！」

　シエラは悲鳴を上げた。だが、陣が衝撃で吹っとばされたのと同時に、ヘロデが片ひざをついた。

「ぬぐぅ……！」

　ヘロデは胸を押さえる。シエラは驚いて、倒れている陣を振りかえった。

「いててて……」

　陣は身を起こし、胸を押さえた。破れたシャツの下に、黄おう金ごんに輝く魔法のランプが顔をのぞかせる。どうやら、ヘロデの魔法がランプに当たって跳はねかえったようだ。

「きょうは激しい戦いになりそうだから、ポケットに入れて落としたらやばいと思って、首から吊つりさげてたんだ。命拾いしたぜ」

「ぐくっ……さすがは『ソロモンの知恵者』、全すべては想定済みだったというわけか」

　ヘロデはゆっくりと立ちあがると、紫色の長衣を脱ぎ捨てた。長衣の下には古代ローマの剣闘士のような、袖そでが無くすその短い鎧よろいをまとっていた。鎧の胸当てには黄金のワシのレリーフが刻まれ、足には翼の形の飾りがついた黄金のすね当てつきのブーツ、腕には防具がわりの黄金の腕輪をいくつもはめている。

「ならば、わたしも本気を出さねばなるまいな」

「ちょい待ち！　想定済みとかじゃないし、本気出されると困るし！」

　ヘロデの目つきがあまりにも鋭かったので、陣は思わず退ひいた。シエラが、その背中をヘロデのほうに押しだす。

「庶民ったら、ここまで来て退いてどうするのよ！　セレブの心は突撃でしょ！」

「俺おれはセレブじゃない！　ただの考古学大好きな男子高校生だ！」

「心配するな。いずれにせよ、おまえには死んでもらわねばならぬ」

　ヘロデが胸の前で両方の手のひらを向かい合わせると、両手から出た光が共振してどんどん強く輝きはじめ、飴あめ細工のように伸びたかと思うと光の剣となった。

「エデンの園を守る『自ら回転する炎の剣』は神の剣、神なる力。『炎の魔神』と『剣の魔神』を合わせることで、わたしにもまた神の剣、神なる力が手に入る。すなわち唯一神はベルゼブブのような『滅び去った過去の神』となり、このわたしが唯一絶対の神となる……その力を組み合わせるため、知者が作りあげた『ソロモンの指環』を使ってな。つまり剣の魔神とランプの魔神は生かしておかねばならぬ、そして『指環』を持つおまえは死なねばならぬ！」

　ヘロデが陣じんに斬きりかかる。陣は、ソロモンの剣でその攻撃を受けとめた。

「勝手なことばかり言いやがって……！　オール・ソヌーフ・ヴァオールサージ！　我は汝なんじを支配せり！」

　陣は、天使語の呪じゆ文もんをとなえる。だが、ヘロデは涼しい顔をしていた。

「ふん。旅の中で少々レベルが上がったようだが、このわたしを封印するには全く足りないようだな」

「っぽいな。じゃあ逆だ、イフタフ・ヤー・シムシム！」

　陣は、封印解除の呪文をとなえた。陣がズボンのポケットの中に入れていた銀細工の小瓶が開き、一ダースをこえる巨大なムカデが飛びだして、ヘロデに襲いかかった。

「うぬ！」

　閉じこめられていたムカデは狂乱状態になっていた。ヘロデはムカデを斬り捨てるが、斬られても斬られても、それぞれの体のパーツが再生してどんどん数が増えていく。

「今だ、いったん逃げるぞ！　どうせ見つかっちまったんなら、ギーギと合流して仕切り直しだ！」

　陣はニコライに肩を貸し、シエラはサロメに肩を貸した。サロメは驚いて、シエラに目を向ける。

「な、なぜわらわまで助けるのだっ？」

「だって、残していったらあなたぜったい殺されるじゃない」

「それがそなたらに何の関係がある、わらわは敵なのだぞっ？　そなたたちだけのほうが逃げやすいはずだ、偽善ならば放っておけ！」

「偽善ですって？　思い上がらないでよねっ、あなたを助けたわけじゃないわ！　ついさっき庶民が言ったこと、もう忘れたってどういう鳥頭なわけ？　あなたを助けるのは、あなたが死んだらアルフの洗脳が解けないからよっ！」

「ちょっ……べ、別にわらわは思いあがってなんか……！」

　サロメは真まっ赤かになって反論したが、ふと、シエラの横顔を見て口をつぐんだ。ハアハアと息があがって、顔は汗にまみれ、サラサラの髪が頬ほおにはりついている。

　口だけは気丈だが、いくらサロメが（特に胸の周辺が）きゃしゃな体型だとはいえ、同様に（特に胸の周辺が）きゃしゃなシエラが肩を貸して足もとの悪い洞どう窟くつの中を逃げるのはかなり大変だということに、サロメは気づいた。息は上がっているし、足は疲れてふらふらしている。

　それでも強気をくずさず泣きごとも言わずに、シエラはサロメに肩を貸しながら逃げつづけている。サロメはしばらくそんなシエラを見つめていたが、ふと、こぼすようにつぶやいた。

「自分の命も危ないときに、さんざんひどい目に遭わされてきた敵の命を救うほど、『剣の魔神』のことが大事なのか。『友情』というものは……そんなに強いものなのか？」

　日本で出会った、毒どく呂ろ説せつ子こや安あん藤どう奈な津つのことが胸によぎった。あのときの思い出がいつまでも胸の中に残っているのは、ペルシャカレーが（辛いものが苦手なサロメにとっては）死ぬほど辛かったから、というだけではないだろう。

　サロメは、二千年前のことを思いだしていた。



　二千年前……サロメが生まれたとき、すでにヘロデ大王はこの世にはいなかった。エルサレムは、彼の息子の一人ヘロデが治めていた。



    

  
    
      



    

  
    
      　サロメは、ヘロデ大王が残した壮麗なエルサレム神殿で巫み女こをつとめていた。サロメの名は、ヘブライ語の「平安シヤローム」に由来する。ちなみに「こんにちはハロー」に該当するヘブライ語は「平安あれシヤローム」。エルサレムという地名も「平安の家町（エル・シヤローム）」に由来している。ちょっと意外な豆知識。

　その名のとおり、エルサレム神殿はサロメにとっての家だった。神殿には、宗派や民族を問わず多くの巡礼者が訪れていたが、彼女はそんな中で捨てられていった赤子だった。先代の年老いた巫女はサロメの賢さや美しさなどの才能を見抜き、後継者として育てた。

（こんなに素晴らしい神殿を造ったヘロデ大王は、どんなかただったのかしら……）

　サロメはいつも、自分の「家」を見ながら彼を想像していた。先代の年老いた巫女にたずねても、教えてはもらえなかった。ヘロデ大王は十人の妻を持ったが、強大なローマ帝国におもねって自らの権力を保つため、そして強烈な猜疑心のために、妻マリアムネやその一族郎党ばかりか、妻たちとのあいだに生まれた実の息子たちまでも処刑した。その血塗られた歴史は、あまりにも忌まわしいために、封印されていたのだ。なお今この地を統治しているヘロデは、ヘロデ大王の息子たちの中でさいわい生きのびることができた一人である。

　サロメはいつも、純白の七枚のヴェールを身にまとっていた。エルサレム神殿には七つの扉があり、七枚のヴェールの一枚一枚がその鍵かぎになっていた。年老いた巫女は、七つの扉を同時に開けてはいけない……と、サロメに命じていた。

　ある夜、眠っているサロメの夢ゆめ枕まくらに、若くたくましい男が立った。サロメは、神々しいその姿を見て、思わずひざまずいていた。

「この神殿にやってくる世界じゅうの人間を見てきましたが、あなたほど美しく威風堂々としたかたは見たことがありません。もしかして、天使なのですか？」

「わたしは神だ。神官どもを騙だまして神殿の改築に同意させ、最後の最後にわが紋章エンブレムである黄おう金ごんのワシを飾って、ここを完全なるヘロデ神殿にしようと思っていたのだが……な」

「まさか……では、あなたはヘロデ大王？」

　サロメはヘロデを見上げた。ヘロデはほほえんだ。

「封印されたわたしの微弱な思考をすら感知できるとは、人の子でありながらおまえはすばらしい能力を持っているようだ。その能力を見こんで命じる。死者の書ネクロノミコンを神殿の書庫から持ちだせ、しかるのちにエルサレム神殿の七つの扉を開くのだ」

「えっ……！」

　サロメはうろたえ、怯おびえるように首を横に振った。

「そ……それはできません、禁忌とされていることです」

「七つの扉が開かれなければ、わたしは永遠に聖櫃アークの中に封印されたままなのだ」

　ヘロデはサロメのほおを、ゆっくりとなでながら言い聞かせた。

「サロメ、ここはわたしが造ったエルサレム神殿、おまえサロメの家エルだ。つまり、わたしたちは家族なのだ」

「家族……？」

　そのことばが、サロメの胸に突きささった。

　巫み女ことして育てられ、サロメは一度も家族というものにふれたことがなかった。考えないようにもしていた。けれども、エルサレム神殿にやってくる観光客たちを、いつも横目で見ていた。幸せそうな家族連れが、家族の幸せのために神に加護を求める姿を見て、自分は彼らを祝福する立場だったが、サロメを祝福してくれる者は誰だれもいなかった。

「そうだ。わたしは、おまえのたった一人の家族だ……家族の頼みならば、聞いてくれるだろう？　この封印を解かないかぎり、わたしはおまえに現実世界で会うこともできない。わたしたちが会えないということは、わたしもおまえも永遠に一人きり……永遠に孤独だということだ。わかるな？」

　ヘロデの声は不思議なひびきを持って、サロメの心を侵食してきた。

　目覚めたサロメは、全身が脂あぶら汗あせにまみれていることに気づいた。彼女の寝室は、神殿のそばにある神官たちの寝所の中にあった。サロメは寝台から降りて寝所を出ると、神殿に向かった。

　夜の神殿は真っ暗で、巡礼者でにぎわう昼間の喧けん騒そうが嘘うそのように、誰もいなかった。彼女は迷いもせず書庫から黒い表紙の死者の書ネクロノミコンを取ると、七つの扉の鍵かぎ穴あなにヴェールの先を入れては、鍵を開いていった。ヘロデが言った「永遠に一人きり」ということばが、耳の奥にこびりついていた。生まれてはじめて、「寂しい」と感じたのだ。

「これで……『家族』に会える」

　サロメは、七つ目の扉を開いた。とたんにエルサレム神殿全体がまばゆく輝き、黄おう金ごんの聖櫃アークが姿を現した。輝くアークのふたが開き、光の中にヘロデが現れる。彼の姿は強い光のせいで影になってよく見えず、サロメはまぶしくて目に手をかざした。光がおさまったとき、夢の中で見た以上に美しく立派なその威容を前にして、サロメは思わずひざまずいた。

「ヘロデ大王……ですね」

「七つの扉は、聖櫃アークが人の目に触れぬように封印するためのものだった。この神殿を造ったのは神官どもが隠した聖櫃アークを見つけるためだったが、まさかキリストのような赤子に封印されることになろうとは……。だがおまえのおかげで、ふたたび自由を得た。わが家族……サロメ『王女』よ」

　ヘロデはサロメの頭をなでた。サロメの目から、生まれてはじめて、熱い涙が流れた。

　だが、ヘロデはすぐによろりとバランスを崩し、その場に倒れてしまう。サロメはあわてて、彼の肩を揺すった。

「ヘロデ王！　だいじょうぶですか、どうなされました！」

「聖櫃アークに……魔力を吸い取られているのだ。今のわたしには、赤子ほどの力も無い」

「そんな……わらわにできることはありませんかっ？」

　泣きそうな顔をして心配しているサロメに、ヘロデは言った。

「生いけ贄にえが……要る」

「生贄？」

「力が無ければ……聖櫃アークを壊すことも、預言者キリストを殺すこともできぬ」

「子羊ですか、山羊ですかっ？　儀式用に飼っているものがいます、すぐに持ってまいります！」

「必要ない……もうすぐ来る」

　サロメは、神殿の入り口のほうにハッと視線を向けた。

　やってきたのは、若い男だった。サロメも、その男の噂うわさを知っていた。

「預言者ヨカナーン……！」

　ヨカナーンは、現在の王ヘロデの不貞行為を批判したために手配されている男だ。ひと目のある時間には神殿に来られないので、闇やみにまぎれて訪れたのだろう。彼は神殿の広間にひざまずき、神に祈りをささげはじめた。サロメとヘロデが広間のすみにいることには気づいていないようだ。

「そうだ……別の預言者だ。あの男の首を斬きり、皿に載せて持ってくるのだ」

「え！」

　恐ろしい命令に、サロメは顔をこわばらせる。だが、ヘロデは甘い声でサロメを誘惑した。

「おまえのヴェールを使えばいい、それは『鍵かぎ』のように硬くなるのだから、『刃』のようにもなるはずだ。ほとばしる血を皿に汲くんでわたしに飲ませよ、このままでは虫けらのような妖魔ダイモンに見つかり、わずかな魔力を吸い取られて滅んでしまう……預言者の血が必要なのだ、ふつうの人間に比べて多くの人間の崇すう拝はいを集めた血には、それだけの力がこめられている……わたしの復活にはおまえだけが頼りなのだ、サロメ」

　まるで催眠術のようだった。闇に浮かぶヘロデの端正な顔と優しい声が、サロメの心をむしばんだ。

　まるで夢の中にいるような気持ちでサロメは立ちあがり、祈りを捧ささげる若き預言者の背後に回ると、一枚のヴェールを投げた。ヨカナーンは、自分でも気づかないままに首を刎はねられた。

　サロメは首を生贄用の銀の皿に載せ、ヘロデにその血を飲ませた。ヘロデが血を吸い取ってしまうと、ヨカナーンの首はミイラのように乾燥し、ぼろぼろとくずれて白骨となった。サロメは、自分が身にまとっていたヴェールが預言者の血で真紅に染まっていることに気づいた。

「これでは……まだ足りぬ」

　血を全すべて飲み干しても、ヘロデは立つことすらできなかった。

「だがサロメ、預言者の血を浴びたおまえには魔力が身についている」

「神殿で物音がしたぞ！　誰だれかが忍びこんだようだぞ！」

　神官の寝所から、ざわめく声が聞こえてきた。サロメは、ギクッとする。

「神官たちが……！」

「今のおまえなら皆殺しにできるだろうが、わたしの体がこれでは無駄なリスクを冒す必要もなかろう。聖櫃アークを壊すのは後回しだ……わたしをここから連れだすのだ」

「つ、連れ出すって、どこへ……！」

　サロメはうろたえている。その手に、ヘロデはヨカナーンの頭ず蓋がい骨こつを手渡した。

「死者の書ネクロノミコンの呪じゆ文もんを唱となえよ、サロメ」

「え……！」

　サロメは震ふるえながら、頭蓋骨を受け取った。神官たちがかかげるたいまつの火が、すぐそこまで近づいている。

「扉が開いている！　七つの扉が全て！　サロメは何をしているのだ！」

　悲鳴じみた声が聞こえた。時間の猶予は無かった。

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経て、死すら死を迎えん！」

　サロメが「死者の書ネクロノミコン」を片手に呪文を唱えると、ヨカナーンの頭蓋骨が巨大化して、いきなりサロメとヘロデを飲みこんだ。

「きゃあああ！」

　サロメは悲鳴を上げる。頭蓋骨の中は空っぽで、繭玉の中に入っているようだと思った。ヘロデは頭蓋骨の中に横たわったまま、不敵な笑みを浮かべていた。

　ヨカナーンの頭蓋骨は開いたままの扉から地下にもぐると、土を齧かじって掘りながら、要よう塞さいヘロディオンに向かった。サロメはこの墓所にヘロデを安置し、縦横無尽に地下通路を掘って身をかくしながら、彼のために人々の生命力を狩りはじめた……。



　二千年もの遠い昔のことを思い出すうち、サロメの目から熱い涙が流れ落ちた。シエラが、いぶかしげに彼女を見つめる。

「どうしたのよ、傷でも痛むの？」

「痛むのは心だ」

　サロメは答えた。

「わらわは、友情も家族の情も知らない。この二千年……わらわは、もしかしたら誤解していたのかもしれない。わらわはその誤解から、本当に幸福な家族を何千人も、塩の柱にして砕いてしまった……」

　ヘロデが、最後のムカデを打ち砕いた。彼の足元には、グチャグチャの肉片になるまで切りきざまれたムカデが山をなし、ピクピクと動いていた。

「愚かな。逃がすと思っているのか？」

　ヘロデの手の中で、光の剣がぼろぼろとくずれて、数ダースの光の針に姿を変えた。逃げていく陣じんたちの背に向かって、ヘロデはそれをまとめて投げた。光の針は自動追尾ミサイルのように自分で軌道を変えながら、光の尾を引いて陣たちを襲う。

「伏せろ座ざ堂どう、当たるっ……！」

　陣は肩を貸していたニコライとともに伏せたが、シエラは疲れでふらついて間にあわなかった。

「きゃああああ！」

　シエラは悲鳴を上げた。その瞬間、サロメが前に飛びだした。

「永遠に横たわると見えるもの、しかれどもそは死者にあらず。五ご芒ぼう星せいの力弱まりしとき、驚異なる永えい劫ごうの時を経て、死すら死を迎えん！」

　死者の書ネクロノミコンを差しあげて、サロメは呪じゆ文もんを詠唱した。ゴオッ、と突風が吹いて大量の塩が光の針を飲みこんだ。塩の柱となって砕けて死んだ人々が生骸ゾンビ化した、「塩の生骸ゾンビ」なのだ。塩はそのまま、一気にヘロデを押し流した。

「うおぉっ！」

「今のうちだ、逃げろ！」

　サロメが叫さけんだ。シエラは驚いて、目を丸くする。

「ど……どういうことよっ、あなたがわたしたちを助けるなんてっ！」

「そなたらは『家族』や『友達』を助けに来たのだろう。わらわはそなたらを見るといつもイライラしていたが……もしかすると、わらわはそなたらがうらやましかったのかもしれん。百の首の王女と呼ばれ、百人の部下がいても、満たされなかったのはきっと……」

「ここは自分が食い止めるってやつかよ、カッコつけてる場合じゃないだろ！　逃げるならいっしょに逃げないと、アルフの洗脳が解けないだろ！」

　と、陣がどなった。

「心配してくれるのか、『ソロモンの知恵者』よ」

　サロメが言った瞬間、塩の山の中から黄おう金ごんの針が飛びだした。針は、サロメの全身をつらぬいた。

「あうっ！」

「ニャロメ！」

　陣が、ニコライを置いてサロメに駆けよった。だが、背をのけぞらせて倒れる彼女を抱きとめる直前、地面がボコッとふくらんで、ヘロデが姿を現した。

「うわあっ？」

「まだわたしが塩の山の中にいると思ったか、愚か者め！」

　ヘロデは、陣じんの手からソロモンの剣を奪い取った。陣はあわてて、ランプだけはかばいながら後ずさる。サロメは地面に倒れたが、全身が穴だらけでどくどくと血が流れ、とても助かるようには見えなかった。ヘロデはソロモンの剣を構え、満足そうに笑みを浮かべる。

「これが『ソロモンの指環』か……純水のように透明な波動を感じるぞ。サロメよ、おまえが最後にわたしの役に立つときがきた。剣の切れ味も試したいが、やはりまず試すのはこれだな……オール・ソヌーフ・ヴァオールサージ！　我は汝なんじを支配せり！」

　サロメの真紅の目に、悔しそうな涙がにじんだ。剣から黄おう金ごんの光が放たれ、サロメの全身を縛めて持ちあげる。同時に、闇やみの中から黄金に輝く聖櫃アークが飛んできて、パカッとふたが開くとサロメを飲みこんでしまった。

「てめぇ……！　最後まで仲間を利用することしかしないのかよ、最低だなっ！」

　どなった陣に、ヘロデはソロモンの剣を突きつけた。

「仲間だの家族だの友情だの、そんなものは人間の感情だ。神であるわたしを同じ尺度で語ることじたいが不敬だということが、なぜわからぬ？」

「神だと？　てめーはただのクズ野郎だろ！」

「あまりわたしを怒らせないほうがいい。『指環』と『ランプ』さえ手に入れれば……わたしには、おまえを生かしておく必要など無いのだからな」

　ヘロデはソロモンの剣を振りあげた。相手が丸腰でも、まったく躊躇する気配もない。

　自分は殺されるのか……と、陣は思った。ここでランプを使って脱出しようとしても、ヘロデもいっしょにゲートを通ってきてしまうから、逃げようがない。

　だがそのとき、シエラがヘロデに突然体当たりをかまして、陣から離した。

「うっ、何をする！」

　ヘロデの気がそれたすきに、シエラは陣の首からランプをむしり取って、逃げだした。

　陣はびっくりして叫さけぶ。

「座ざ堂どうっ！　どこに持っていくつもりだ！」

「ランプが欲しいなら追いかけていらっしゃい！　庶民たちに指一本でもふれたら、このランプは壊すんだからねっ！」

「い、いったい何をっ……！」

　ヘロデは、陣の胸ぐらをつかんで剣を突きつけた。

「戻ってこい、ランプの魔神！　そんな交渉にわたしが応じると思うのか、仲間を殺されたくなかったら……！」

　そこまで叫んで、ヘロデはもうシエラが視界から消えていることに気づいた。どんなにどなっても、声が届かない。陣は気づいた。シエラがランプを持って逃げたのは、ヘロデが自分たちを人質にして交渉することをあらかじめ封印するためだと……自分たちの命を助けるためだと。

（座ざ堂どうのやつ……高貴なる義務ノーブルス・オブリツジか何か知らないけど、無茶しやがって！　日本男児たるもの、女子に守られてのうのうと逃げてられるかよ！）

　陣じんは頭をかかえた。ヘロデは陣たちをどうするべきか、少しためらっていたが、

「くそっ……！」

　と、短く叫さけぶと、陣たちを放置してシエラを追いかけはじめた。だが、一度思いなおしたように振りかえると、黄おう金ごんの針を洞どう窟くつの天井に向かって投げた。

「あっ！」

　陣が叫ぶ。ガラガラガラッと音がして天井が崩落し、陣たちがすぐに追いかけてこられないよう、道が塞ふさがってしまった。

「ちくしょう、大王のくせに用心深いやつだぜ！」

　陣はくやしそうにひざをたたき、サロメが閉じこめられた聖櫃アークに視線を向けた。ソロモンの指環を失った今、彼女を出すことができない。ニコライは、いつの間にか気を失っていた。思っていたよりも、出血が多かったようだ。陣には、戦うすべがもう残されていない。脱出するためのランプも無いし、何よりシエラたちを残して自分だけ脱出するわけにもいかない。

　そして、陣たちの周囲には妖魔ダイモンたちが幾重にも取りまいていた。傷ついた獣を見つけたハイエナの群のように、包囲網がじょじょに狭まってくる。シエラを追いかけるどころではなかった。陣はニコライの腰からサーベルを取って、妖魔たちに向かってかまえる。

「てめーら、俺おれの邪魔をするなっ！　座堂を一人にできるかよ！」

『ギイイイイ！』

　飛びかかってきた妖魔たちを、陣は次々に斬きり捨てる。何の魔力もないただのサーベルではあるが、ニコライに剣術を仕込んでもらっただけのことはあったようだ。虫や獣のような姿をした妖魔たちが、次々に肉片となっていく。

　だが、妖魔の数はあまりにも多く、サーベルは長時間振りまわすには重すぎる。そして、彼らは飢えた目をらんらんと輝かせて、目の前にある「食糧」を見つめていた。陣は、腕がだるくなり肩で息をしながら、気力だけでサーベルをかまえた。

（こ……これはもう、だめかもしれないぜ……）

　付け焼刃の剣術の限界を、陣は感じた。



　だが、思いがけずそこに助けに入ったのが、大蛇の姿をしたギーギだった。

『おとーたまっ！　ギーギに任せるにょろん！』

　ギーギは凛り々りしく降臨し、妖魔たちに毒の霧を吐きかけた。妖魔たちは全身に毒液を浴びて焼けただれ、骨となって消えていった。陣じんは、ホッと胸をなでおろす。

「思いっきり助かったぞ、ギーギ」

『えへへ、おとーたまにほめてもらっちゃったにょろん。超うれしいにょろん』

　ギーギは照れくさそうにとぐろを巻く。陣は、くずれた洞どう窟くつを指さした。

「ギーギ、蛇は巣穴を掘るだろ。おまえ、あれをどうにかできるか？」

『蛇だって、やわらかい土でなきゃ怪け我がしちゃうにょろん。泥にもぐる習性のあるドジョウの水槽に砂利を入れたら、鼻先が削れて死んじゃうのを知らないにょろん？』

「そうか……早く座ざ堂どうを助けなくちゃいけないんだが……」

『あっちがわに行きたいなら、回り道をすればいいにょろん』

　ギーギはそう言って、倒れているニコライの体の下に鼻先を突っこみ、背中の上に放りあげた。

「回り道？」

『ベルゼブブが消えたあと、おとーたまを探してヘロディオンの中の通路をうろつき回ったにょろん。地図は頭の中に入ってるにょろん、ギーギが連れてってあげるにょろんよ』

「やった！　えらいぞ、ギーギ！」

　陣はさっそく、ギーギの背に乗った。さすがに聖櫃アークまで運ぶことはできないので、少し後ろ髪を引かれる気持ちで、視線をやった。

『ふふふ。おとーたまのためならエンヤコラだにょろん』

　ギーギは勢いよく飛びあがる。ヘロディオンのくずれた階層をすり抜けながら、上へ上へと飛んでいった。

　その途中で、陣はハッと何かに気づいた。人影を見つけたのだ。

「待て、ギーギ！　一度、ここで下ろしてくれ！」

『にょろん？』

　ギーギは、飛ぶのをやめて床に下りる。そこは広間だった。床の上にアルフが、仰向けに倒れていた。

「アルフ！　大丈夫か！」

　陣はアルフに駆けよる。アルフはヘロデによって両手首を床に留めつけられたまま、焦点の合わない目を宙に漂わせていた。完全に、心が無くなっていた。

「アルフ……！」

　陣はニコライのサーベルをアルフのいましめにこじ入れて、外した。抱き起こしたが、アルフは全く反応しなかった。サロメが封印されたせいで、洗脳が解けないままの状態で命令する人間も従う人間も無くなってしまい、動けなくなってしまったのだ。

　主人であるサロメの魔力が切れたため、アルフの魔神モードは解除されていた。サロメが着せた黄おう金ごんの衣装はそのままだったが、アルフが持っていたシャムシールは消えていた。

　アルフは仮死状態で生骸ゾンビになったので、術が消えても心臓は動いていた。取りあえず生きていただけでも、陣じんはホッとした。

「もう大丈夫だぞ、アルフ」

　人形のように身動きもしないアルフを、陣はお姫様抱っこで抱きあげて、ギーギのもとに運んできた。ギーギは鎌かま首くびをもたげながら、心配そうにアルフを見つめる。

『おとーたま、アルフは大丈夫にょろんか？　元に戻るにょろんか？』

「生きてさえいれば、何とかなるさ。いや……何とかしてみせる」

　陣は強い決意とともに、表情を失ったアルフの顔にかかった髪をなでつけ、まばたきもしない彼女の目に髪がかからないようにしてやる。

「さあ、ギーギ！　座ざ堂どうを追うぞ！」

　陣はギーギの背中の上で気を失っているニコライの横に、アルフを載せた。そして自分も乗りこもうとしたそのとき、

「待ってください……」

　小さな声が聞こえてきた。陣は、きょろきょろと部屋の中を見まわす。

「今、誰だれか何か言ったか？」

『こっちの部屋から聞こえてきたにょろん』

　ギーギが、広間につながる通路を通って、ヘロデの墓所に向かった。ギーギについていった陣は、そこに塩の柱になった人々が何体も置かれているのを見た。何体かは、すでに破壊されくずれていた。それを見て、陣は背筋が冷たくなった、が……。

「母さん……！」

　陣は、母ナオミの姿を見つけて駆けよった。彼女には、まったく損傷がなかった。

「よ、良かった……」

　陣は安あん堵どして、全身の力が抜けてしまう。幼いころから発掘ばかりで、ほとんどそばにいなかった母親だった。今回の旅も、親友である夕ゆう也やを救う……というのが、陣にとっては最大の動機になっていた。ナオミのことなどほとんど気にもしていなかったはずなのに、今こんなに安堵している自分自身が、陣には不思議でならなかった。

「ちっとも良くありませんよ……ヘロデ王を倒さないかぎり、その人たちは元に戻らないんですからね……」

　また、声が聞こえてきた。陣はギョッとする。

「その声！　本ほん田だかっ？」

「ピンポーン……。目の前の、棺ひつぎの中です……うっかりとドジぶっこいてしまいましてね……ククク……いや笑ってる場合じゃないんですが……」

　陣は、ヘロデの棺に目をやった。重そうなふたが、しっかりと閉まっていた。

「閉じこめられたってわけか？」

「そうです……ヘロデ王に魔力を吸い取られてしまいましてね、やつはわたしの生命力まで吸いつくしたつもりだったようですが……必死こいて生命の芯にしがみついて、何とか命だけは残っているのですが、魔力どころか体力までほとんどゼロになっちゃってましてね。弱った一中学生女子の腕力ではこのふたを開けられないわけです……。というわけで新あら木き先輩、ふたを開けてくださいませんか……？」

「やだね」

「思いっきり即答されましたね……」

「おまえなー、ダマスカスで思いっきり裏切っておいて、のうのうと助けてもらえると思ってるのかよ！　これがおまえの罠わなじゃないって証拠もないだろ！」

　陣じんは棺ひつぎに向かって、本気で怒っている。

「自業自得だ！　俺おれはもう行くからなっ、座ざ堂どうを助けないと！」

　陣は棺に背を向ける。ふう、と棺からため息がもれた。

「新木先輩……郵便の配達日指定サービスというのをごぞんじですか？」

　ぴたり、と陣は足を止めて、振りかえった。

「なんか嫌な予感がするな」

「日本を出るまえに、配達日指定で郵便物を出しておいたんです。夏休みが終わるまでにわたしが帰らなければ、『新木先輩に誘拐された』という手紙が、警視庁に届くことになっているわけですが……それまでに帰れれば、郵便局で本人確認をしてもらって、取りもどせるというわけで……」

「おいおいおい！　なんでわざわざそんなこと！」

「だって、裏切られたら困るじゃないですか……？」

「裏切ったのはおまえだろーがっ！」

「そう。自分が裏切る気マンマンだと、他人のことも信用できなくなって、こうやって保険をかけちゃうわけなんですよね……」

「臆おく面めんも無くしゃあしゃあと言い切ってんな」

「というわけで、ここでわたしを助けないと、ぶじに日本に帰れてもあとが大変ですよ……ククク……」

「ったくもー！　ほんっとおまえ、アークダイモンだな！」

　陣はムカムカしながら、サーベルで棺のふたをこじ開けた。かなり重かったが、何とかズズズ……とすべって、半分ぐらい開いた。やれやれ、と聡さと子こが身を起こす。

「体力もだいぶ吸い取られているので、お姫様抱っこで出してください、新木先輩」

「わがまますぎるだろ！」

「寮に警察が来ちゃってもいいんですか……？」

　聡子のメガネがキランと光る。陣は苦虫を噛かみつぶしたような顔をして、渋々聡子を棺から抱いて出した。聡さと子こは、よろけながら地面に立つ。

「ありがとうございました、新あら木き先輩……この恩は、たぶん一生忘れません」

「思いっきり『たぶん』って言ったな」

「ついでに言っておきますと、郵便局の配達日指定サービスは、差出日から十二日以内と決まってるんですよね……」

「なにー！」

　陣じんは、目をまんまるにして叫さけんだ。

「それじゃ、日本を出るまえに配達日指定で出して夏休み明けに届くなんてことは……」

「一ヶ月以上もあずかってもらえませんからねえ。ぶっちゃけて言えば、嘘うそです」

「おまえなー！」

「ククク……いいじゃありませんか。ここは『病気の子供はいなかったんだ』と喜ぶところでは？」

「どこが喜べるんだよ！　裏切ったあとに、さらに嘘つきやがって！」

「じゃあ、助けてくださったお礼に、この情報では喜んでいただけますでしょうかね……？」

「情報？」

　陣は、いぶかしげに眉まゆをひそめる。聡子は、冷ややかに笑った。

「ランプの魔神の最終魔法のこと、ですよ……。ヘロデのバカタレは、わたしが死んだと思って、うっかりもらしたわけですけれど……それを聞いてわかったんです。ランプの魔神が最強の魔神だと伝えられてきた理由が……『火の属性の呪じゆ文もん』ではないからこそ、ランプの魔神は『最強の火の魔神』だということが……」

「火の属性じゃないから最強の火の魔神？　どういうことだ？」

「それで、わかったんです……ヘロデがランプの魔神を手に入れて、何をしようとしているのかも……」

「説明しろよ、本ほん田だ！」

「説明しているひまはありませんよ、新木先輩。ランプの魔神がヘロデ王の手に渡る前に取りかえさないと……世界は破滅しますからね。まずは、追わないと」

　聡子のことばを、陣は半信半疑の表情で聞いている。

「また俺おれを引っかけようとしてないか？　だいたいアークダイモンは、人間を堕落させて滅ぼすための『十の悪徳』をつかさどってるわけだろ？　ヘロデが世界を破滅させたがってるなら、おまえも同じだろ？　だからヘロデに協力しようとして、魔法書を盗んだんだろ？」

「これは心外ですね、魔法書を盗んだのは『落丁本』を返品して完全な本が読みたいという、ごくふつうの欲求じゃありませんか……？　そもそも、世界が破滅したらだれがわたしのために新刊を書いてくれるんですか……？」

「新刊？」

　陣じんは、目が点になる。聡さと子こは言った。

「というわけで行きましょう、新あら木き先輩。これ以上、世界に未完のラノベを増やすわけには行かないのですから！」

「あー、確かにラノベは未完が多いよな」

　陣が生暖かく返事した。

「で、ランプの魔神の『最終呪じゆ文もん』って何なんだ？　どこまで行っても、土属性だと思うんだが」

「『ボルカン』です」

　聡子が答える。

「ボルカン……？」

　陣は、しばらくぼんやりした顔をしていたが、ハッと気づいて目を大きく見開き、「『ボルカン』……そうかっ、アラビア語で『火山』のことか……そういうことかっ！」

　と、叫さけんだ。

「さすが新木先輩、速攻で理解されたようですね。これは話が早い……」

　聡子は、ククク……と笑った。



　いっぽう、シエラは洞どう窟くつの中を逃げまわっていた。ヘロデが通れないような細い横穴や狭い道を選んで通りぬけるが、ヘロデはソロモンの剣を振るって洞窟をうがちながら、強引に進んでくる。

　シエラは必死に逃げていたが、執しつ拗ような追跡に体力が保もたず、息が上がりはじめていた。

「はあっ、はあっ……！」

　シエラのメイド服は泥まみれになり、岩に引っかけてあちこち破れていた。ニーソックスも伝線して、むきだしになった白い足にたくさんすり傷ができている。

（何とか……何とかして、撒まかなくちゃ！）

　シエラはひたすらに逃げた。そのとき、ヘロデがわずかにいらだちの表情を見せ、ソロモンの剣を振りあげた。

「オール・ソヌーフ・ヴァオールサージ！　我は汝なんじを支配せり！」

　ゴゴゴゴッ、と地面が揺れる。岩という岩が浮きあがり、洗濯機の中でもまれるように回転しながらヘロデのほうに吸われていく。まだ「陣のランプの魔神」であるシエラにはその呪文は効果を持たなかったが、彼女は岩にしがみつきながら進んでいたため、その流れに巻きこまれてしまった。

「きゃあああ！」

　全身が岩でもみくちゃにされて、骨が粉々になるかと思った。岩はヘロデの足元にうがたれた穴の中に吸いこまれ、シエラだけがその上に取りのこされた。

「うう……っ」

　全身打撲状態でアザだらけになり、シエラは動けなかった。ヘロデは冷たい目で彼女を見下ろすと、彼女が大事にかかえていた魔法のランプを奪いとる。

「か……返してっ……！」

　シエラは苦しげに叫さけんだ。岩に打たれて内臓が傷ついたのか、口から血がこぼれた。

「危ない危ない、イラついてせっかくの魔神を殺してしまうところだった。二千年も機会をうかがっていたのに、短気は治さなくてはな……」

　ヘロデはソロモンの剣を握ると、その手でランプをこすろうとした。シエラがもう一度叫んだ。

「やめてっ……ランプをこすらないで！」

「わたしの魔神になりたくない、というのか？」

「当たり前……でしょっ、お断りよっ……！　このセレブのわたしが誰だれかの下僕になるなんて、プライドが許さないわ……ましてそれが悪党なら、なおさらよっ……！」

「ではなぜ、あのようなつまらぬ一般庶民の魔神という立場に甘んじていたのだ？　おまえが言っていることは、矛盾してはいないか？」

　ヘロデに指摘されて、シエラはぐっとことばに詰まった。

　陣じんの魔神になったのは、ほんの偶然だった。たまたま彼が寮に持ちこんでいた両親の発掘品の中に魔法のランプとソロモンの指環があり、指環は陣の体内にもぐりこむことでエネルギーを得て発動した。陣に呼びだされるまで、シエラは自分がランプの魔神の家系であることすら知らなかった。

　そしてシエラがランプの魔神の座をついだため、シエラの父・冷ピエールはそれまで巨万の富を山魔法ジヤバールで得ていたが、魔力を失って座ざ堂どう家は貧乏転落の危機、一刻も早くシエラが魔神レベルを上げなくてはならない……そのために、陣に手伝ってもらっていた。

　でも、それだけではなかった。シエラの母・踊オードリーが事業に成功したため、座堂家はふたたびリッチになった。その時点で、シエラは魔神レベルを上げる必要など無くなったのだ。陣も、それは指摘していた。けれども……夕ゆう也やが塩の柱にされ、聖櫃アークが奪われ、なんだかんだでシエラはまだ陣の魔神で「いてやっている」。

「別に……矛盾なんかしていないわよ」

　シエラは、満まん身しん創そう痍いでもプライドと気丈さを失わず、ヘロデをにらんだ。

「『選ぶ権利』がある……それだけのことでしょ」

「わたしを選ばない理由が理解できないのだが？」

「しゃあしゃあとそう言ってのける性格が、まず第一にアウトなんだって……わからないわけ？」

「まあ、おまえがわたしをどう思っていようが関係ない。わたしの魔神になってしまえば、逆らうことなどできないのだからな」

　ヘロデはそう言うと、魔法のランプをキュッと強くこすった。シエラは、ビクッと身をすくめた。

「やめてええええ！」

　悲痛な願いはとどかず、シエラの姿がボワンと消えた。もくもく、とランプから紫色の煙が湧わきだし、煙の中からふたたびシエラが現れた。先ほどまでのボロボロで血まみれだったメイド服は、すっかり元どおりになっていた。体のダメージはそのままで、シエラは立っていられずその場に座りこんでしまったが、ポケットの中には新しい魔法書が出現していた。同時に、ヘロデの持っていた魔法書が消えてしまう。

「おや……そうか。ランプの魔神の主人が変わると、『魔法書』もリセットがかかるという仕組みだったのか。ならば、わざわざサロメに盗ませる必要も無かったか……それとも、おまえの魔法を封じてヘロディオンでの迎撃リスクを最低に抑えるためには有効だったというべきか」

「そうよ……今の魔法書には何も書いてないんだから……わたしを下僕にしたところで、何の魔法も使えないわよ。おあいにく様だったわね……！」

　シエラは、憎々しげに言った。だがヘロデは涼しい表情で、シエラのエプロンドレスのポケットから魔法書を引きぬくと、ページを開いて羽根ペンで「ボルカン」の呪じゆ文もんを書きこんだ。シエラは、愕がく然ぜんとして魔法書を奪う。

「な、何を書いてるのよ……っ！」

「わたしが知らないと思ったのか？　まだレベル不足で出現していない呪文であっても、その呪文を知っていれば書きこんで使えるということを」

「で、でも今のわたしはレベル０魔神なんだから、呪文を書きこんだってそんな強い効果は出せないわよっ……！　泥魔法トウイーンぐらいなら何とかなるかもしれないけど……」

　と、シエラはヘロデの手から羽根ペンを奪い、魔法書に「泥魔法トウイーン」のアラビア文字を書きこむ。最初のほうに覚え、最近も何度も使った呪文なので、アラビア語のわからないシエラでもその文字は覚えていた。だがヘロデは、すぐにシエラから羽根ペンと魔法書を奪いとった。

「そんな安っぽい魔法、わたしは必要としていない。魔力など、わたしがいくらでも分けてやる」

「魔力を分けるって……どうやって」

「知っているか、アンコウのオスは巨大なメスの腹にくっついて行動するうち、最後には口も目も脳も失って、単なる後付けの生殖器官になってしまうことを……」

　ヘロデは、シエラの腕をつかんで立たせた。つかんだ手がニュルニュルとした肉にく芽がに変わり、シエラの腕を包みこみはじめる。あまりの気味悪さに、シエラは悲鳴をあげた。

「いやああああ！　なっ、何よこれ！」

「わたしは『唯一神の否定』、ありとあらゆる八百万やおよろずの神の能力をこの身に宿している。おまえの『ランプの魔神の能力』も、わたしの一部となるのだ」

「やめてっ、そんなの嫌よ！」

「わたしのランプの魔神になっていながら、それほどまでに拒絶できるとは、たいしたわがまま娘だな。おまえを今まで使役していたソロモンの知恵者も、さぞかしやりにくかっただろう。その性格ではわたしの命令どおりに呪じゆ文もんを唱となえる気もさらさら無いだろうから、剣の魔神もろとも、やはりわたしの従順な体の一部としてしまうのが一番良いだろうな……フッフフ」

　肉芽は、シエラの上腕部までどんどん伸びていった。生暖かくぬらぬらした感触は、まるで巨大な生き物の消化器に生きたまま飲みこまれていくような錯覚をあたえた。

「いやっ……いや……っ」

　シエラは泣きながら、首を横に振る。ヘロデは整った顔に、嗜し虐ぎやく的な笑みを浮かべた。

「フッ、プライドの高い魔神が涙を流して哀願するとは、良い光景だ。胸がスッとする……恐怖や絶望、それこそがわたしにとって最大の糧かてだ。もっと泣きわめくがいい、絶望に打ち震ふるえるがいい！」



    

  
    
      



    

  
    
      「やめて、どんな命令でも聞くから……！　お願い、飲みこまないで……！」

　シエラは、今までの誇り高い彼女とは別人のように泣き乱れ、哀あわれっぽく頼みこんだ。

　ヘロデは、魔神とはいえ「神」を屈服させているという快感に、全身がゾクゾクするのを感じた。

「確かに……飲みこんでしまうと、そのみじめな声を楽しむこともできなくなるな」

　ヘロデはシエラから手をはなした。肉にく芽がから解放されて、シエラは安あん堵どで気が抜けたのか、ふたたび地面にへたりこんだ。

「それに、すでにおまえはわたしの魔神になったのだから、言うことを聞かせるのはさして難しいことではないしな。『ソロモンの知恵者』は、知らなかったようだが……」

　ヘロデはそう言うと、魔法のランプをこすりながら呪じゆ文もんをとなえた。

「オール・ソヌーフ・ヴァオールサージ！　我は汝なんじを支配せり！」

「きゃあああ！」

　シエラは、ランプの中に引きずりこまれた。ふつうなら、感謝ゲージがいっぱいになった上に召喚者が「ちちんぷいぷい」の呪文をとなえないと、ランプには戻れないはずである。ちなみに「ちちんぷいぷい」とは「智ち仁じん武ぶ勇ゆう」、王にとって重要な四つの資質を意味することばだ。しかも、ふだんなら変身が解けたシエラが現れるはずだが、今はランプの中に封印されてしまって出てくることができない。

「だ……出してっ！　ここから出して！」

　ランプの中は狭くて、シエラは胎児のようにひざを抱えてようやくおさまっていた。まったく動けず、息苦しくて、気を失いそうだった。ヘロデは笑った。

「なぜランプの魔神が主人の言うことを従順に聞くのか、わかっただろう。光も音もない、狭いランプの中に閉じこめられる苦痛から解放されるためなのだ」

「お願い、出して！　苦しいわ！」

「わたしの命令に逆らえば、いつでもこのランプの中に戻してやる。わたしの機嫌が悪ければ、そのまま真昼の灼しやく熱ねつの砂漠にまる一日、転がしておいてやってもいいのだ。わかっているな？」

「わかったわ、わかったから出して！　わたしは、ホテルはいつもデラックススイートに泊まるのよ。わたしのような最高級セレブが、こんなカプセルホテル以下の狭い場所に適応できるわけないでしょ！」

「フッ……何千年も聖櫃アークや棺ひつぎの中に閉じこめられていたわたしの気持ちが、少しはわかったか？」

　ヘロデは、ふたたびランプをこすった。紫色の煙とともに、メイド服姿のシエラがふたたび姿を現した。

「はあっ……！」

　ランプの中がよほど息苦しかったのだろう、シエラは大きく息をつきながら、立っていられずによつんばいになった。背中を波うたせて激しくあえいでいるシエラに、ヘロデは魔法書を突きつけた。

「『ボルカン』だ」

「な……何の……ことっ……？」

　シエラは息苦しさのあまり、まだ声を出すことも難しいようだった。

「『ボルカン』とは『火山』の意味だ。これが、『最強の火の魔神』であるランプの魔神の呪じゆ文もんが土属性だった秘密だ」

「『火山』……っ？」

「そうだ。大地を揺るがし、巨大なエネルギーを吐き出し、噴煙は世界中を闇やみに包む『火山』……山火事など比較にもならない、強大な大地のエネルギーだ。火属性の呪文は最高レベルまで上がっても、『巨大な火』すなわち、野火や山火事ていどの魔法しか使えない。だが土属性の魔法だと、最初のうちは砂魔法ラツムールだの石魔法ハジヤルだの役にも立たない下らない呪文ばかり覚えることになるが、最高レベルで『ボルカン』……巨大な山を爆発させ、アトランティスを沈め、ポンペイの町を飲みこんだ火山の魔法を使えるようになるわけだ」

「わたしはただのランプの魔神よ、ランプと火山じゃ何の関係もないじゃない」

　シエラは、エプロンドレスのポケットをもぞもぞいじりながら答えた。

「火山は、大地にともる巨大なランプの火のようには見えないか？」

　ヘロデは笑った。

「すなわちランプの魔神とは、火山の魔神が偶像化された姿なのだ。古代エジプト人が、獅し子しを太陽の代用品として崇すう拝はいしたようにな」

　ちなみにライオンが崇拝されたのはたてがみが太陽の光に似ているからだが、ライオンを飼うのは危険なので今度はライオンの代用品として猫が崇拝されるようになり、後づけで「猫の瞳ひとみが太陽の変化に応じて大きさが変わるのは、太陽神が猫の目を通して地上を見ているからで、猫だって太陽の神の化身」という理屈がつけられた。わりと有名な豆知識。

「天地創造のとき生命の発生に大きく貢献し、マグマは激しく対流して大陸を移動させ、地球の環境を変えつづけて生命の進化にすら関与し、人間に火を与えて文明を作らせた力こそが『火山ボルカン』……その力を自由自在に使うことができれば、この世界を一度全部破壊して、自分の思うがままの世界を再構築することすら可能なのだ。全すべての大陸を消去して、新しく作り直すこともたやすい。新しい世界の創世神にして唯一絶対の神となることが、可能なのだ」

　ヘロデは、シエラを指さして居丈高に命じた。

「ランプの魔神よ、おまえの新しい主人から最初の命令だ。聖地エルサレムに『ボルカン』を炸さく裂れつさせ、イスラエル全土に火山を噴火させて溶岩の洗礼を与えるのだ！」

　だがシエラは、エプロンのポケットに手をつっこんだまま、ふてくされた表情で言った。

「無理よ、わたしの魔力はまだ魔法書に書かれた呪じゆ文もんに追いついてないわ。地魔法アルルドさえ使えないのよ？」

「案じることはない、必要な魔力はわたしが分けてやる……古い聖地を完全に破壊し、その上に新たなる唯一神ヘロデの聖地を作るのだ。全世界にわが威容を広く知らしめるために！」

「なんか平凡、興味なし」

「きさまは文句しか言わないのかっ！　それから、他人の言うことを聞くときにはもう少し行儀良くしてはどうだ！」

　あまりにもシエラがぶすくれた顔をしてポケットばかりいじっているので、ヘロデはイラついてどなった。シエラは、むしろヘロデのほうがトンチンカンなことを言っているかのようなあきれた表情を作る。

「はぁ？　どうしてセレブのこのわたしが、あなたごときの言うことを正座して聞かなくちゃいけないの？　聞いてほしいなら『聞いていただけますでしょうか』、でしょ？」

「その態度は何様のつもりだっ？　きさま、さっきわたしに吸収されかけたとき、泣いて助けを求めたのではなかったかっ？　わたしは、きさまの主人なのだぞ！」

「そっちこそ何様のつもりよ、わたしはそう思ってないんですが何か？」

「思っているも思っていないも、ランプの所有者がわたしなのだから、わたしが主人に決まっているだろうが！　ランプの魔神が召喚者に逆らうなど、ルール違反ではないか！」

「ルールですって？　わたしはセレブよ、自分がルールよ。仮にわたしが誰だれかを主人とする魔神の座に甘んじるとしても、あなたではまるっきり役者不足！　それぐらい、自分でわからないの？　わたしのご主人様になろうだなんて、百億年早いのよ！」

「きさまは、もしかしてわたしを怒らせたいのか？」

　シエラがあまりにも聞き分けがないので、ヘロデはイライラして、まぶたをピクピクさせながらシエラの長い髪をつかみ、彼女の首に手をかけ、爪つめを突き立てた。シエラはビクッと体をこわばらせたが、痛みはなかった。ヘロデの指から、熱い魔力が体内に流れこんでくるのを感じた。

「な……何をしたのよ！」

「魔力を分けたのだ、命令どおりすぐに火山魔法ボルカンを放て！　嫌だというなら今度こそ吸収するか、もう一度ランプに閉じこめてやる。きさまの前の主人は調教が甘かったようだが、わたしはそうはいかん！　きさまに選択肢は無いのだ！」

　ヘロデは恐ろしい目でシエラをにらんだ。その瞬間、シエラはヘロデに手を伸ばして片手で彼にぎゅっと抱きつき、もう片手で魔法書を奪っていた。

「なっ……？」

「引っかかったわね、『泥魔法トウイーン！』」

　シエラはヘロデにしがみついたまま、魔法書を開いて呪じゆ文もんをとなえた。周囲の土がシエラの体にまとわりつき、土でできたパワードスーツのようになる。泥魔法トウイーンはもともとゴーレムを作る呪文だが、こういう応用もできるのだ。か弱いシエラだけなら、仮にも大人の男であるヘロデは力ずくでかんたんに引きはなせただろう。しかしゴーレムスーツをまとった今、必死にもがいたり押したりしても、シエラは機械のようにがっしりとヘロデをホールドしてはなさない。

「愚か者め、こんなことをして何になるというのだ？　ゴーレムの力でわたしを絞め殺すつもりならやめておいたほうがいい、わたしはそれぐらいでは死なぬ」

「わかってるわよ、憎まれっ子世にはばかるっていうし。だからこうするのよ……そして『火山魔法ボルカン』！」

　ゴゴゴゴゴッ、と激しい地鳴りがした。ヘロデは驚き、足もとに視線を落とす。

「な……何をしたのだっ？」

「知らなかったようだから教えてあげるけど、ランプの魔神は一人前になれば『主人』から解放されるのよ。メイド服を着る必要もなくなるし変身を解除しても魔法書が消えることはない。『地魔法アルルド』まで覚えればいちおう一人前だったみたいだけど、今までのわたしでは魔力の最大値がまだ追いついていなかったから、一人前じゃなかった。でも、あなたが火山魔法ボルカンを使う魔力を分けてくれたおかげでわたしは一人前になって、晴れて自由の身になったわ……自分の意思で火山魔法ボルカンを使えるというわけよ！」

「きさまの『意思』だと……っ？」

　地鳴りはますます激しくなり、洞どう窟くつの天井や壁がボロボロと崩れはじめた。卵が腐ったような火山ガスのにおいが強くなり、地面がひび割れるのを見た瞬間、ヘロデの顔から血の気が引いた。

「きさま……『まさか』っ……！」

「その『まさか』よ。このヘロディオンに溶よう岩がん孔こうを開けて、マグマを誘導したの。それが唯一、わたしの力であなたを倒せる方法だから！」

　地面が崩れた。はるか下に、どろどろと真まっ赤かに溶けた溶岩の池が見えた。赤く輝く溶岩からは、焼けるような熱気が放たれている。まるで、ストーブの間近にいるようだ。目を開けているのもつらいほど熱く、ボコボコと溶岩の泡が沸き立ってはじけるたびに、火山ガスがプシューッと音を立てて吹きだした。

「ば……ばかな、ばかな！　こんなことをすれば、自分も死ぬことがわからないほどのバカなのか！」

「バカはあなたよ。ウトナピシュティムはあなたを生命の囚人だと言ったわ、だからどんなにあなたが強くてもわたしたちに勝ち目があるって。その意味がやっとわかったわ……神だ王だと名乗っていながら、命を惜しんでセコい作戦ばかり立てていたのがあなたの敗因！　人を信じずに力で他人を押さえつけつづけて、逆に力さえあれば他人を従わせられると過信してしまったのがね！　セレブのプライドにかけて、このわたしが死んだって他人に従うわけがないでしょう！　思い上がらないでよねっ！」

　ゴーレムスーツを身にまとったシエラは、ヘロデにしがみついたまま、ともに落下した。熱気を放つ溶岩は、全すべてを溶かそうと待ちうける。灼しやく熱ねつの火山ガスが噴きあげて、熱さと痛みで目も開けていられないほどだ。ヘロデはシエラを押しのけようと必死にもがいたが、ゴーレムスーツの力にはかなわない。ヘロデの顔が、はじめて恐怖に引きつった。

「魔法を解除しろ、ランプの魔神！　このままでは二人とも滅びるぞ！」

「自分の権力のために他人を犠牲にしてきたあなたには、最後までわからないのね、高貴なる義務ノーブルス・オブリツジってものが。高貴なるセレブが家臣や領民のために命を捨てるのは当然のこと、迷う必要すら無いことだわ！」

　家臣や領民……というのは、陣じんたちのことを指しているらしい。しかし、くれぐれも設定としては陣「が」シエラ「の」主人である。

「く……くそっ！」

　ヘロデは、ソロモンの剣を岩壁に突き立てて落下を止めようとした。だが、岩壁はすでに溶岩によって熱され、高熱になっていた。青銅は岩よりもはるかに融点が低いので、突きたてたところからどろどろと「ソロモンの剣」が溶けて、結局ふたたび落下してしまう。



    

  
    
      



    

  
    
      「うわああああ！」

　ヘロデは叫さけんだ。溶けた剣は落下しながら固まって、小さな黄金こがね色いろの金属球となった。

「くそっ……ランプの魔神よ、魔法を解除するのだっ！」

「それが死を恐れている者の限界なのよ、ヘロデ王！　死をも恐れぬセレブは、死を前にしても決して折れはしないわ！　魔法書を奪われて戦うすべを失い、このセレブのわたしがただの脱出アイテムとしての役にしか立たないと知ったときから、セレブのプライドにかけて何がなんでもあなたを地獄に引きずりこむと決めたのよ！」

「魔法を……魔法を解除しろおおおおお！」

　尾を引く悲鳴と二人の体が、灼しやく熱ねつの溶岩の中に飲みこまれた。その瞬間、高い火柱が上がった。沸騰するマグマが連鎖的に小さな爆発を起こし、ヘロディオンのほかの場所からも吹きだしはじめた。



　シエラを追おうとしていた陣じんたちは、ヘロディオンの中が突然ざわざわしはじめたので、驚いて振りかえった。

『溶岩が噴きあげてきたぞ！　何だこれはっ！』

『くそっ、ここはどこなんだっ、どっちへ行けば逃げられるんだ！』

　通路のずっと遠くで、塩の柱にされていた人々がもとの姿にもどって右往左往しているのが見えた。さまざまな国のことばで叫んでいる。ヘロデにあらかた生命力を吸い取られてしまい、足が立たずに座りこんでしまっている人も多かった。

「塩の柱の人たちが……復活してる」

　陣は、目が点になった。「ヘロデが死ねば塩の柱になった人々は復活する」「溶岩が噴きあげてきた」「ランプの魔神の最終呪じゆ文もんは『火山魔法ボルカン』である」「ヘロデはシエラを追いかけていった」「シエラは思いっきり負けず嫌いで、決して一筋縄で行く性格ではない」……これだけの条件がそろっていれば、何が起こったのか想像することは難しくなかった。しかし、それはあまりにも恐ろしい現実を直視することになる。陣は必死に否定しようとして、首を横に振った。

「い……いや……まさか。座ざ堂どうを……座堂を探しに行かないとっ、助けないと……っ」

「新あら木き先輩、無理矢理気づかない振りをしようとしているようですが、ソロモンの知恵を持ってる先輩なら当然おわかりのはずですよね……？」

　聡さと子こが、メガネの下から冷ややかな目で陣をじっと見つめてくる。残酷な事実を、彼女は迷うことなく口にした。

「座堂先輩は死んだんです。『火山魔法ボルカン』を使って、ヘロデ王を巻き添えにして、高貴なる義務ノーブルス・オブリツジのために自らを犠牲にしたんです」

「まさか」

「すぐにヘロディオンは溶岩の中に沈みます、ここで見つかるはずのない座ざ堂どう先輩を探しに行けばわたしたちも死ぬのは火を見るより明らかです。それに、逃げるすべを持たない『塩の柱』の人たちをどうするんですか？　わたしたちが見捨てれば、あの人たちは復活してまた死ぬことになるわけですが……それも、今度こそ本当に死ぬわけですが」

「座堂が死ぬわけがないだろ？　『憎まれっ子世にはばかる』ってことわざもあるだろ！」

「座堂先輩ひとりのために、わたしたちやあの人たちを全員死なせていいのですか？　それこそ、座堂先輩の犠牲をむだにすることになると思いますけれどね……座堂先輩にとって、新あら木き先輩やアルフさん、塩の柱になった人たちが無事に助かることこそが、ヘロデに対する『勝利』のはずですから……」

　聡さと子このことばが容赦なく、陣じんの胸をえぐった。焦った悲鳴が、いっそう大きくなる。

『ゴホゴホッ！　何だ、このにおいは！　胸が焼けるように痛い！』

『火山ガスが噴きだしてきたっ！　吸うと肺がやられるぞ、早く逃げるんだ！』

　生命力を吸い取られて立つこともできなくなった仲間に肩を貸して立たせようとしている者もいたが、腐ったタマネギのような刺激臭がする火山ガスがひび割れた洞どう窟くつの壁のあちこちからシューシューと音を立てて噴きだし、彼らを苦しめた。

　火山ガスの主成分は硫化水素で、水に溶けると硫酸になる。目は痛くて開けていられないし、気管支と肺は焼けつくように痛む。長時間、あるいは高濃度の火山ガスを吸っていると、肺の細胞が硫酸で火傷やけどして呼吸ができなくなり、窒息死してしまうのだ。

　大蛇の姿のギーギが、あわてて陣にうったえた。

『おとーたま！　みんなが大変にょろん！』

　だが、陣は放心状態で立ちつくしていて、ギーギの声も人々の悲鳴も聞こえないようすだった。

『お、おとーたまっ！』

　うろたえるギーギの背中を、聡子がポンとたたく。

「ギーギさん、わたしを背中に乗せてください。あの人たちを助けますよ」

『しゃ、しゃとこっ……？　まさか人助けするにょろん、しゃとこのくせにっ？』

「聡子のくせに、は余計です……人助けなどするつもりもありませんが、ちょっぴり裏切ったぶんここで点数をかせいでおかないと、日本に帰ってから学園での居心地が悪くなりそうですのでね」

『すんごい自分勝手な理由にょろん』

「行動しない善より行動する偽善、というじゃありませんか。さあ早く」

　聡子はギーギの背に乗った。ギーギは背中の上に載せられていたアルフとニコライを落としてしまわないように口でくわえてそっと床に横たえると、聡さと子こに言われるまま、火山ガスにまかれている人々のところへ飛んでいって地面に舞いおりた。

『みなさん、こっちに来てください。助けてあげますから、乗ってください』

『の……乗る？　何だ、このひんやりした丸太のようなウロコのようなものは？』

　火山ガスで目を開けられない人々は、聡子の声と手さぐりだけを頼りにギーギによじのぼりはじめる。

『気にしたら負けです。火山ガスが濃くなってきました、じきに高熱の水蒸気と溶岩が吹きだして焼け死にますよ。死にたくなかったら、ちゃっちゃと乗ってくださいね……ククク』

　聡子の恐ろしい脅しに震ふるえあがって、迷っていた人々も大急ぎでギーギに乗った。

『おとーたまっ！　おとーたまも逃げるにょろん！』

　人々が全員乗るのを待って、ギーギが陣じんのほうに飛んでもどってきた。ヘロディオンの地鳴りと揺れはますます激しくなり、岩が雨あられのように降りそそぎはじめている。ギーギの背中に乗っていた人々が体じゅうを小さな岩に打たれ、お互いに抱きあいながら悲鳴をあげている。陣はその声を聞いて、ようやく正気にかえった。

「そ……そうだ。まだだ、ギーギ。さっきの『墓所』に、まだ母さんたちが残ってる！　あの人たちも助けないと！」

　陣は、ギーギの背に乗りこみながら叫さけんだ。しかし、聡子は激しく揺れるヘロディオンを見回しながら、淡々と意見した。

「これでは、戻れそうにありません。火山ガスがそろそろ危険濃度に達しますし、溶岩も噴きだしてきます。残念ですが、すでに死んでいる座ざ堂どう先輩やサロメさんだけでなく、ほかの人たちも……新あら木き先輩のお母様をふくめ、あきらめるしかありませんね」

「何だって……？」

　恐ろしいことばに、陣は青ざめた。

「あきらめろだって？　母さんだけじゃない、あそこにはたくさん人がいただろうっ？　それを見捨てろっていうのかっ？」

　陣のことばを、聡子は冷たく笑いとばす。

「わずかな生きている可能性にかけて探しに行けば、今生きている、ここにいる人たちが確実に死ぬことになりますが、それでも良いのですか？　それに、バラの城でドーピングしたギーギさんの魔力も、このへんで打ち止めかと……これ以上の人数を載せて移動は無理じゃありませんか？」

　聡子のことばに、ギーギが珍しく反論しなかった。図星だったのだろう。陣は、ギーギの背に乗っている人々にも目を向けた。彼らの顔は恐怖で引きつり、一刻も早くここから逃げ出したい……という気持ちがにじみ出ていた。そして、ヘロディオンの崩壊は確実に進んでいる。陣じんは、決断しなくてはいけないことを実感した。

「見捨てなきゃだめだ……って？」

「酷こくな選択でしょうが、無用な犠牲をさけるため、少しでも多くの人間を助ける決断が必要なのでは？　ソロモン王も、そうやっていくつもの難しい『判決』を下してきたわけですし、ね……」

　聡さと子このことばが、陣の胸にグサグサと突きささった。

　本当は、ここで飛びおりて自分ひとりでもシエラを探しにいきたかった。だが、シエラが死んでいることは百パーセント確かだ。それに自分が抜ければ、ギーギは逃げたがらずにくっついてくるだろう。その結果、全滅するのは確実だ。

　陣は、床に横たわっているアルフやニコライに目を向けた。二人とも今は動けない。自分が決断しなければ、この二人も死んでしまうだろう。

「……脱出するぞ、ギーギ」

　陣がギーギの背中に二人を載せて自分もよじのぼり、苦しい胸のうちから絞りだしたのは、そんな短いことばだった。

『わかったにょろん、おとーたま』

　ギーギはうなずいて、ふわりと宙に浮きあがる。

　ヘロディオンの洞どう窟くつのような通路はどんどん崩落し、あふれた溶岩が通路を川のように流れていく。

「ギーギ、だいじょうぶか。まだ飛べるか？」

『ふふふ、おとーたまのためなら全然大丈夫だにょろん！』

　ギーギは得意げに言って、先ほどヘロディオンの頂上に開けた大きな穴から空高く舞いあがった。

　陣が振りかえると、すり鉢のようになったヘロディオンの頂上からふつふつと溶岩が湧わき、あふれた溶岩が山腹を伝って流れ落ちていた。何度か小さな水蒸気爆発が起こって、花火のように溶岩が噴きあがっていた。溶岩は周囲の荒野の潅かん木ぼくを燃やし、野火が広がった。

「座ざ堂どう……」

　陣はつぶやいた。それ以上、ことばが出てこなかった。



　ギーギは野火から逃れるため、ヘロディオンから少し離れた場所まで飛んでから着陸した。多くの人を運んだせいで魔力がつきて、あまり遠くへは行けなかったのだ。

　消防車が次々に駆けつけて、野火が広がらないよう消火活動をしていた。イスラエルは初夏から秋までが乾季で雨が降らず乾燥しているので、常に山火事の危険にさらされているため、出動と対応は迅速だった。

　ヘロディオンからあふれる溶岩の勢いは、じょじょに弱まっていった。シエラや、「死者の書ネクロノミコン」とともに聖櫃アークに封印されたままヘロディオンの溶岩の底に眠るサロメ、救えなかった塩の柱の人々……多くのものを飲みこんで、ヘロディオンの山は何事もなかったかのように静まりかえろうとしていた。

　ヘロディオンに突入したのは朝だったが、今はもう夕暮れが近づいていた。黄おう金ごんに染まった太陽が、荒野の彼方に傾いている。

　魔力がつきたギーギは、もとの幼女の姿に戻っていた。ニコライはまだ気を失って倒れているし、アルフは人形のように焦点の合わない視線を宙に投げたまま座りこんでいる。

　塩の柱になった人々は、自分たちがなぜここにいるのかわからないようすで、さまざまな国の言語でざわつき、右往左往していた。

　陣じんは、遠くヘロディオンを見つめて呆ぼう然ぜんと立ちつくしていた。聡さと子こが、陣に声をかけた。

「新あら木き先輩、この人たちは大使館に連れていって各国で対応してもらうのが一番じゃありませんか？　どこかからバスでも調達して、まとめて運ばないと……」

「座ざ堂どうが……」

　陣がようやく声を出した。しぼり出すような、苦しげな声だった。彼の目からはらはらと涙が落ちているのを見て、聡子は少し驚いた顔をした。

「座堂が……死ぬなんて！　バカ野郎、何が『高貴なる義務ノーブルス・オブリツジ』だ、何が『セレブの心は突撃』だ！　俺おれにとっておまえは、魔神でも、もちろんご主人様でもなくて、ただの女の子だったんだ。女の子は守られてるものだろ、なのに守ろうとしてんじゃねーよっ……！」

　陣はひざをつき、持って行きようのない感情をぶつけるように、地面を殴りつける。拳こぶしが裂けて血がにじみ、乾いた大地に熱い涙がぽたぽたと落ちた。ギーギが、心配して陣に近づこうとするが、聡子に肩をつかまれて止められた。

「ギーギさん、男の涙は見て見ぬふりをするものですよ」

『だ、だってギーギはおとーたまが心配にょろん！』

「武士の情けですよ、ギーギさん。いつも冷静で楔くさび形がた文字にしか心を動かされない新木先輩が、あんなにも激しく感情を露呈している姿を見るのは初めてです。ケンカばかりしていたような気もするのですが、座堂先輩がそれだけ……新木先輩にとって大事な人だったということなのでしょう」

　陣の涙は止まらなかった。悲しみは溶岩のように熱く、次から次へと胸の奥から湧わきあがってくる。自分自身の悲しみに燃やしつくされそうだ、と陣は感じた。

「おまえはバカだ、セレブぶっていつも強がって……いつも他ほかの誰だれかを守ろうとして！　プライドの高いおまえが俺の魔神に甘んじて、慣れない家事をがんばってたのも、セレブ生活に戻るためだ何だって憎まれ口をたたいてたけど、本当は使用人たちを路頭に迷わせないために自分を犠牲にしてがんばってたんだってこと、俺にはわかってたんだぞ。わがままでも強がりでも、おまえのそんな必死のプライドが俺おれは正直、いじらしいと思うこともあったんだ。おまえはいつも設定を無視して、魔神のくせに自分が主人だと思ってたけど、俺がご主人様なんだぞ！　だから、『高貴なる義務ノーブルス・オブリツジ』って言うんなら、俺がおまえを守ってやらなくちゃいけない立場なんだぞ！」

　陣じんはうなだれ、苦しげに涙を流しつづけた。

　ふと、聡さと子こは振りかえって「あ」と言った。ギーギも振りかえって『あ』と言った。

「座ざ堂どう……俺が……おまえを守ってやりたかったのに……。いつも他人のために強がってる猫っかぶりなおまえの素顔を、俺だけは知ってるから……いつだって、おまえのことを守ってやりたいと思ってたのに……！」

　聡子とギーギのあいだに、ばつの悪そうな空気が漂っていた。声を上げて泣いている陣の耳に、鈴を転がすような声が聞こえてきた。

「ちょっと、庶民！　人前で臆おく面めんもなく堂々とそんな恥ずかしいセリフを豪語されると、出てくるときにすっごく恥ずかしいんだからやめなさいよねっ！」

　庶民。

　陣には、確かにそう聞こえた。

　陣は涙まみれの顔で、振りかえる。信じられない気持ちと、期待と、期待することへの恐れとが、胸の中で激しく入りまじっていた。真実を確かめることが怖くて、ぎこちなく振りかえった彼の視界に、メイド服を着たロングヘアの一見おとなしそうな美少女が、強気に腕組みをしてぷんすか怒っている姿が飛びこんできた。

「ま……まさかっ……？」

　涙のせいで陣の視界はかすんでいたので、見間違いかもしれないと思い、陣は何度も目をこすった。目のまわりが真まっ赤かになるほどこすっても、彼女の姿は消えない。

「座堂……っ？　本当に座堂なのかっ？」

　まちがいない。幻でもない。そう確信した瞬間、陣は立ちあがって彼女に駆け寄った。シエラは照れくさいのか、顔を真っ赤にして、苦虫を噛かみつぶしたような表情で陣から視線をそらした。

「み、見ればわかるでしょ？」

「生きてたのかっ？　いったいどうやってっ？」

　陣はシエラの腕を両手でつかみ、必死にたずねる。ふと、彼女の背後にたくさんの人間がいるのが見えた。ヘロデの墓所にいた「塩の柱」の人々……陣の母ナオミと、彼女と行動を共にしていた探検隊の面々だった。

「陣」

　ナオミが、懐かしそうに陣に声をかけた。陣は、もう一度信じられないように首を横に振った。

「な……なんで母さんがここに？」

「高校の寮に入ったきり会わないうちに、まだ半年も離れていないはずなのに、ずいぶんたくましくしっかりして大人になったのね……陣じん」

「助けだせなかったのに……なんでだ？」

『ぷきゅー！』

　シエラの背後から、トーレムがぴょこんと顔を出した。頭の上に魔法のランプをかかげている。陣は驚いてたずねた。

「トーレムっ！　そういえばおまえ、途中からどこに行ってたんだ！」

「わたしのポケットの中にずっとかくれてたのよ。説明してあげてもいいけど、その前に手をはなしてくれないかしら？　アザができそうなんだけど」

　と、シエラは陣に言った。陣はあわてて、シエラの腕をつかんでいた手を引っこめる。

　聡さと子こも、さすがに信じられない表情で、目が点になっていた。

「座ざ堂どう先輩、塩の柱の人々が復活してランプの魔神の最終魔法が発動したということは、てっきりヘロデと相討ちになったものと思っていたんですが……」

「ええ、そうよ。『火山魔法ボルカン』をぶちかまして、あのクソッタレを溶よう岩がん孔こうにたたきこんでやったわ。アークダイモンがどこまでやれば死ぬのかわからないけど、溶岩の中で固まってしまえば聖櫃アークよりはるかに封印が強そうじゃない？　孫悟空だって、岩の中に閉じこめられてたわけだしね」

「溶岩って……おまえはだいじょうぶだったのか？」

　陣は信じられないように、シエラの姿をまじまじと見つめる。特にニーソックスに包まれた足がちゃんとあるかどうか、幽霊ではないかと思って下からなめるように見あげたので、シエラは真まっ赤かになってスカートを押さえた。

「ちょっ……な、何見てるのよ、庶民！　変態！」

「えっ？　あっ、ち、違うっ、誤解だっ！　俺おれはただ、足がついてるかどうか見ようとしてただけだっ！」

　陣も真っ赤になって、あたふたと弁解した。シエラは、まだ赤い顔のまま、怒った表情で陣をにらむ。

「ついてるに決まってるでしょ！　わたしだって、何の計算もなく溶岩孔に飛びこんだりしないわ。高貴なる者は戦いで命を惜しんだりしないけど、あんなクズ野郎と心中するなんてまっぴらごめんだわ。選ぶ権利ってものが、あるんですからねっ！」

「溶岩孔に飛びこんだってっ？　なんでそれで助かるんだよっ？」

「わたしは溶岩孔に落ちる前、ヘロデの前でこっそりポケットからトーレムを出して命令してたの……ヘロデから魔法のランプを盗み取ってこい、ってね」

『ぷっきゅー！』

　トーレムが、誇らしげに胸をはって自己主張した。シエラがトーレムを出したのは、ポケットをいじくり回しながら、自分の主人になるなんて百億年早いとヘロデに言いはなったときのことだ。トーレムからヘロデの気をそらすために、あえて彼を挑発していたのである。

「で、わたしはヘロデにしがみついて、いっしょに溶よう岩がん孔こうに落ちたの。もちろんか弱い女の子の力じゃ振りほどかれてしまうから、魔法書にこっそり書きこんだ泥魔法トウイーンでゴーレムスーツを身にまとってね……そして溶岩につっこむとき、全身をゴーレムスーツで完全におおったのよ」

「完全におおった？　それじゃ息ができないだろ」

「そうよ、でも少しのあいだなら息を止めていられるし、ゴーレムスーツが溶岩の高熱を遮断してくれるでしょ」

「で、でもどうやって溶岩の中から脱出したんだ？」

「落ちるときに、溶岩で溶けた『ソロモンの剣』のかけらをゲットしたのよ。これをゴーレムスーツの手で受け止めて、溶岩孔の上で待ってたトーレムに投げたってわけ。本当は剣そのものを奪う予定だったんだけど、溶けちゃったからこれだけね」

　と、シエラがビー玉ほどの大きさの、黄こ金がね色いろの金属球をポケットから出した。ヘロデ王が剣を岩壁に突きたてたときにできたものだ。

　陣じんは、驚いてその金属球をのぞきこんだ。

「かけらだって？　……そうか、トーレムをかわりのご主人様にして脱出したってことか！　トーレムがランプをこすっておまえを召喚すれば、ヘロデに召喚されたことがキャンセルになるからだな」

「そういうこと。で、わたしのゴーレムスーツは溶岩の中で熱されてトーレムと同じ陶器状態に変性してるから、ご主人様が替わって魔法が解除されても消えないってわけ。つまりヘロデはぬけがらになったゴーレムにしがみつかれたまま、脱出することもできずに溶岩の底に沈んでいったというわけよ。ざまーみろだわ」

「どっちが悪役だよ」

「ひとの魔法を安っぽいとか悪口言ったから、その身でわからせてあげただけよ。で、火山ガスが濃くなってきたからすぐにそこから逃げて、庶民たちが脱出しようとしてるのを見つけたの。けど、そのときギーギはすでに過積載状態でこれ以上乗れそうになかったし、まだ残ってる人もいるようだったから、新しい魔法書にまた泥魔法トウイーンの呪じゆ文もんを書いてゴーレムを召喚して、その子にランプをこすらせたわけ」

「なるほど……トーレムに溶岩の中から召喚されたのをキャンセルしたんだな」

「そうよ。それからもう一度トーレムにランプとこの『ソロモンの剣』のかけらを持たせて、ギーギに乗るように言ったわけ。小さなトーレムだけなら、まだ乗れそうだったからね。で、そのあいだにゴーレムたちをいっぱい作って、生き残っていた人たちをヘロディオン中から全員助けださせて、わたしのもとに集めたわけ。ゴーレムなら、少々の火山ガスや溶岩なんてものともせずに救出活動ができるでしょ」

「そうか！　そしてギーギが安全なところまで逃げてから、トーレムにランプをこすらせる！　するとおまえがゴーレムに召喚されたことがまたキャンセルされて、トーレムが持っているランプから召喚されて、ヘロディオンと外の安全地帯にあるランプのあいだにゲートが開いて……ゴーレムに集めさせた人たちがそのゲートから逃げた、ってわけか！」

「さすがわたしでしょ、頭いいでしょ？　もっと感心して誉ほめてもいいのよ？」

　シエラは腕組みをして、得意げに鼻をツーンと上に向けている。そういう謙けん虚きよでない態度はちょっとどうかとも思うのだが、しかし大口を叩たたくだけのことをシエラはじゅうぶんに果たしたというのも、まぎれもない事実だ。

「セレブの意地……『高貴なる義務ノーブルス・オブリツジ』の真髄ってやつか」

　陣じんは、素直に感心した。

「ありがとう、座ざ堂どう。みんなを助けてくれて」

　優しい瞳ひとみで見つめられて、シエラはカアッと赤くなった。照れかくしに、彼女はまた怒りだす。

「なっ、何よ、その上から目線なお礼は！　言っとくけど、今のわたしの『ご主人様』はトーレムになるんですからねっ、庶民とはまるで何にも関係ないんですからねっ！」

「あら、座堂先輩。新あら木き先輩はべつに、座堂先輩のご主人様になるつもりはないんですよ。ククク……だって、座堂先輩が死んだとカンちがいして大泣きしながら、自分にとってはふつうの女の子だったとか、自分が守りたかったとか……」

「てめー本ほん田だ！　よけいなこと言うなっ！」

　陣は真まっ赤かになって怒った。しかし聡さと子こは、嗜し虐ぎやく的に目を細めてほほえみながら、陣をちくちくといじめる。

「別によけいなことではありませんよ、あれだけ大きな声で嘆いてたら、座堂先輩だって全部聞いていらしたでしょうしね……。それにしても……ククク、新木先輩にあんなに熱いところがあったなんて、まさに事実は小説より奇なり、ですね」

「言うな！　忘れろ！」

「思いっきり覚えましたよ、ククク……」

「おまえを倒す伝説のアイテムとか、どこかに落ちてないのかな」

　陣は、深いため息をついた。シエラも、聡子のことばを聞いて真っ赤になっていた。

　そのとき、ナオミがシエラに声をかけた。

「座堂……さん、でしたかしら。助けていただいてありがとうございます、あなたがいなければわたしたちは全員、塩の柱から解放されてもあのままヘロディオンで溶岩に埋まって死んでいるところでしたわ」

　ナオミは、陣じんの母親とは思えないほど物腰やわらかで穏やかだ。けれど、知性を感じさせる整った顔立ちと知的な瞳ひとみは、陣によく似ている、とシエラは思った。

「陣は、あなたが死んだと思って涙を流していたのですね。わたしのことよりも、あなたのことを強く想っていた……ということですね」

「なななななっ、何だよその理屈はっ！　母さんまでよけいなこと言うなよっ！」

　陣は真まっ赤かになってうろたえた。だが、ナオミは無視してシエラの両手をぎゅっと握る。

「わたしはずっと発掘発掘で、陣を放ったらかしにしてきて、ずいぶん寂しい思いをさせてしまいました。そのうえ、発掘費用を捻ねん出しゆつするために家まで手放して、陣を高校の寮に入れて……発掘をあきらめられない最低の母親ですが、それでも心配はしていたのです。だけど、良かった……陣にとって、わたしよりもずっと大切な人がそばにいてくれたことがわかりました。母親よりも大事な人ができたとき、男の子は大人になります。陣にとって、それはあなただった。陣の母親として心から感謝します、座ざ堂どうさん」

「大事な……人？」

　わたしが？　……と、シエラは信じられないように、大きな目を何度もぱちくりと瞬いた。ナオミはほほえんで、こくりとうなずいた。

「だから何をトボけたこと言いだしてんだよっ、俺おれはただっ、俺はっ……！」

　陣ひとり、必死に反論していた。そんな陣に、シエラはそっと目を向ける。頬ほおが真っ赤だ。

「庶民……あ、あのね……」

　シエラは、ことばを出すのがひどく骨が折れるようすだった。思いっきり潜水したあとで息継ぎするような勢いで、必死に肺から空気を絞りだして、声を吐こうとしている。シエラがそんなに真っ赤になっているので、彼女が何を言おうとしているのかわからなくても、陣までつられて赤くなった。

「な、何だよ」

「だっ、だから……ソロモンの指環は、別に特別なものじゃないのよね？　六ろく芒ぼう星せいを刻んだ指環に、庶民の知力をこめれば、何でもソロモンの指環になるわけよね？」

「ああまあ……また鎖骨に埋め込んだり鎖骨から出したりってのは、医者でやってもらうにしてもかなり嫌な作業だけどな、何かいい方法を図書館で調べて……」

「だとしたら……六芒星も刻まれてないソロモンの剣のかけらより、庶民が知力をこめた新しい指環のほうが効果は強いってわけでしょ？」

「ヘロデが死んだなら、あとアークダイモンは本ほん田だだけだ。ある意味ラスボスだといっても、本田はどう考えても攻略不可能な無理ゲーレベルだから、スルーしたほうが賢い。それに、おまえんちはお袋さんががんばって起業したおかげでもとの大金持ちに戻ったわけだから、金のために魔神レベルを上げる必要もなくなった。何より、ご主人様がトーレムならおまえに感謝しまくって、すぐにレベルが上がるじゃないか」

「そっそれは庶民が言うとおりだけど！　でもっ、ご主人様がトーレムのままだと、召喚を解いてもらえないじゃない！　今ここで召喚を解除されたら、わたしは召喚されるまえにいたヘロディオンの中に戻らなくちゃいけないのよっ？　つまり、溶岩の中に戻ることになるのよ？　召喚解除された瞬間に、死ねって言ってるようなものじゃないのっ？　それ以前に『ぷきゅー』しか言えないトーレムに、どうやって召喚解除の『ちちんぷいぷい』が言えるわけっ？」

　シエラはますます赤くなりながら、力説する。トーレムはガーンとショックを受けて、小さな声で、『ぷ……ぷきゅいぷきゅぷきゅ……ぷきゅいぷきゅきゅきゅ……』

　と、何度も練習していた。ふむ、と聡さと子こが腕組みしてあごをひねる。

「たしかに、座ざ堂どう先輩の言うとおりですね。ソロモンの剣のかけらでは、術を使っているうちに魔力を失って大変なことになりそうですし、ここは新あら木き先輩の魔神に戻るのが一番賢いのかもしれませんね……ククク」

「で、でしょっ？　本ほん田ださんも、そう思うわよねっ？」

　シエラは、思わぬ助け舟に目を輝かせる。

「ほら、庶民！　というわけで、庶民はまたわたしのご主人様になるしかないのよ、わかったの？」

「魔神の押し売りかよ……」

　陣じんは、頭痛を感じて頭をかかえた。だが、シエラが怖い顔をして自分をじっとにらんでいるので、ついに根負けして、

「わかったわかった、呼びだせばいいんだろ」

　と、トーレムからソロモンの剣のかけらとランプを受け取って、ランプをこすった。

　ぼわん、と紫色の煙が吹きだし、メイド服を着たシエラがあらためて姿を現した。一見、さっきと何も変わっていないように見えるが、

「これで、わたし庶民の魔神に戻れたのね……」

　と、シエラは感無量のようすで自分を確認するように体をあちこちなでていた。シエラがうれしそうなので、陣は驚く。

「な、何だよ、『戻れた』って。おまえ、セレブの自分が一庶民の魔神に甘んじるなんて恥だとか言ってなかったか？」

「えっ」

　シエラは、あわてて口を押さえる。思わず失言してしまったようだ。ごまかすために、真まっ赤かになってシエラはどなった。

「とっ、当然でしょ！　さっき言ったでしょ、トーレムの魔神のままだったら召喚を解けないから『仕方なく』よ！　『仕方なく』なんだから、思い上がらないでよねっ！」

　仕方なく……なら、他ほかの誰だれかに頼んでも良かったのに、と陣じんはちょっと思ったが、それを指摘するとシエラがますますブチギレそうな予感がしたので、あえてツッコミを入れるのはやめた。

「と、とにかく『ソロモンの指環』は、『かけら』を座ざ堂どう家御用達の彫金師に渡して元どおりの指環に作りなおしてあげるんだから、そのつもりでねっ！　わ、わたしは別に庶民の魔神になんてこれっぽっちもなりたくないけど、魔法書に呪じゆ文もんは書けても魔力がついて行かないから、やっぱりまた魔神レベルを上げて行かなくちゃいけないから、しかたなく、なんだからねっ！」

　シエラはプンスカ怒って、腕組みをしつつ、ぷいっとそっぽを向いた。彼女の顔が紅潮して見えるのは、黄おう金ごんに輝く夕ゆう陽ひに照らされているせいかもしれない。

（日本は今……夜の十一時ごろか。夕ゆう也やも今ごろ、元に戻ってるかな……）

　夕陽を見つめて、陣は遠く日本に残した親友のことを、ふと思い出した。



　解放された人々は、自国に戻るために、各国の大使館に向かった。大昔に捕らわれ、偶然にもヘロデの餌え食じきになるのをまぬがれて何百年も生きのびた者もいた。

　彼らは自分が塩の柱になっていたことを知らず、ただ最後の記憶に「空を飛ぶ乗り物に乗った赤い瞳ひとみの美少女」に遭遇したことだけを覚えていた。そして数百年前の記憶を詳細に語ったため、彼らは後に時間跳躍者タイムリーパーとして報道され、「宇宙人に連れ去られた」「ヘロディオン＝宇宙人の基地説」が大々的に流されることとなった。

　そして陣たちは、その夜のうちに、座堂家の自家用ジェット機で日本に戻った。ヘロディオンから絶対に生きて帰るつもりマンマンだったシエラが、前日に日本に連絡して呼び寄せていたものだった。イスラエルの空港は非常に検査が厳しくて長時間かかることで有名だが、シエラ一行は座堂家の後ろ盾のおかげで、すぐに出発することができた。

　空港で、シエラはすでに私服にもどっていた。アルフも、サロメが着せた黄金の衣装から私服に着替えさせ、座堂家専属のフライトアテンダントが押す車イスで、飛行機に運びこまれた。

　ギーギとは、空港で別れることになった。

「ごめんな、ギーギ。カンボジアのナーギ神殿まで送っていってやりたいんだけど……」

　座堂家が所有するジェット機に乗りこむまえに、陣が後ろ髪をひかれながらギーギに言った。ギーギは陣と別れるのが寂しくて、しゃくりあげながらも、彼を心配させまいとして無理に気丈にふるまっていた。

『大丈夫にょろん、ギーギは神様だから一人で帰れるにょろん。いっしょに飛んでいって、おとーたまの飛行機にうっかりぶつかるのも心配にょろん。ニコライさんは怪け我がをしてるし、アルフさんも早く日本に連れて帰って治療してあげたほうがいいにょろん』

「アルフ……か」

　陣じんは、心配そうに飛行機のほうを振りむいた。

「ニャロメが死んで……洗脳を解く方法が無くなってしまったけど。どうにかなるんだろうか」

『どうにかなるにょろん。おとーたまにはソロモンの知恵があるにょろん。人間、本気でがんばろうと努力すれば、できないことなんて無いにょろん。神様はただ、その手助けをするだけにょろん。だから〈天は自ら助ける者を助ける〉っていうことわざがあるにょろん、神頼みばかりじゃ何もできないにょろん。崇すう拝はいを失った神様が力をなくすように、全知全能の神様を作りあげているのは人間の意志の力に他ほかならないにょろん。つまり、人間の不屈の意志こそが、この世の何よりも強い力だにょろん』

　ギーギは、金と銀の目で陣をじっと見つめて、そう言った。陣は、驚いたように幼いギーギを見つめた。

「おまえ……そういうこと言うと、ほんと神様だったんだなって感じだな。ありがとう、ギーギ。アルフのこと、どうなるかわからないけど、どうにかなる……いや、何が何でもしてみせる！」

『元気になったにょろん、それでこそギーギの大好きなおとーたまだにょろん。辛気臭いのは、おとーたまには似合わないにょろん』

　ギーギは、うれしそうに笑った。

　長い旅を終え、飛行機は日本を目ざして飛んでいった。座ざ堂どう家の自家用ジェット機は、全席ファーストクラスの個別シートだ。

　陣は、飛行機の窓から地上を見下ろした。荒野には、夜のとばりが降りていた。ヘロディオンの火事はすでに鎮火していて、まだ熱が残っている火口だけがわずかに赤く光っているのみだった。エルサレムの町には、空爆を警戒する灯火があかあかと灯っていた。荒野には、遊牧民の露営の火が見えた。

　荒野をおおう漆黒の夜空には、星が輝いていた。二千年前、救世主キリストが生まれたことを知らせる『ベツレヘムの星』が輝いた夜空に、何億年も前から変わらず一日もたがえることなく、星は昇りつづけている。

　良いことも悪いことも、世界はきのうと何も変わっていない……と、陣は思った。

「庶民、何をボンヤリ見てるの？　変わったことでもあった？」

　前の席に座っていたシエラが、振りかえって陣にたずねた。陣は顔を上げる。

　シエラがいる。夕方、一度は永遠に失ったと思っていた彼女が、きのうと変わらず目の前にいる。サラサラした髪も、大きな瞳ひとみも、ちょっぴり小生意気で気が強そうな口調も、何ひとつ変わらず、陣じんのそばにある。

　世界は何も変わらない。良いことも悪いことも、きのうと何も変わらないからこそ、世界は美しい。良きにしろ悪きにしろ、二千年も自分に忠誠を誓いつづけてくれたサロメがそばにいる幸福に気づかなかったヘロデには、永遠に理解できないだろう……と陣は思った。

　そして、ふと、同じアークダイモンである聡さと子こはどうなのだろう、と考えた。聡子は少し離れた席で、もう眠っていた。長い旅のあいだ、肌身離さず持っていたキモブサのカエルのポシェットを、寝ているあいだも肩にかけたままだった。

「庶民？　何か変わったことでもあったの？」

　陣が返事をしないので、シエラがもう一度たずねた。陣は、ハッとしてシエラに目を向け、

「変わったこと？」

　とオウム返ししたあと、幸せそうにほほえんで答えた。

「変わったことなんて、何もないさ」

「ふうん？　そうなの？」

　シエラは、不審そうな目でしばらく陣を見ていたが、疲れて眠かったのか、それ以上聞かずに自分の席に座りなおした。

　飛行機は高度を上げた。永遠に変わらない星の海の中で、陣も疲れて目を閉じた。



    

  
    
      



第三話　八月三十一日・終わり無き宿題！





　エルサレムから日本まで、飛行機で十二時間。

　エルサレムを夜に出て、日本に着いたのは夕方だった。日付は、八月三十一日。

「ぎりぎり、新学期には間にあったな」

　座ざ堂どう家の私有空港に降りたって、陣はホッとため息をついた。

　じりじりと蒸し暑い日本の夏が、懐かしかった。シエラの母・踊オードリーが空港まで迎えにきていた。あいかわらず、頭に巻いたスカーフにサングラスにタイトなワンピースにハイヒールというモダン系のファッションで、年齢不詳である。

「お帰りなさいですわ。お父様たちのお見舞いに行くなら、リムジンを用意してあるですわよ」

「ううん、ママ。わたしたちは先にアルフを家に送り届けなくちゃ。庶み……新あら木きくんのお母様を案内してさしあげて、それからニコライの入院手続きもお願い」

　と、シエラは答えた。ダマスカスのローズティーの効力が切れたのか、効力以上にヘロディオンで活躍しすぎたのか、ニコライの骨折の痛みはまたぶり返して熱が出て、結局フライトのあいだもずっと眠りこんでいて意識が戻らなかった。

「では、わたしは一足先に帰らせていただきましょう。旅のあいだにたっぷり買いこんだ本を、中高共用図書館宛てに送りつけてあるんです……さっそく全すべての本の裏表紙に、図書分類番号と貸し出しカードポケットを貼はりつけなければ……ククク」

　聡さと子こは、巨大な旅行トランクを転がしながら立ち去った。その中身は、どうやらヘロデ王のもとからこっそり盗みだしてきた呪じゆ術じゆつの本のようである。

「あいかわらず、悪いのかマメなのかわからないやつだなあ」

　陣じんは、あきれてため息をついた。



　春はる紗しや学園の裏手にあるペルシャ料理店「アルフライラ」では、すでに陣たちの連絡を受けていたアルフの両親、シキーンとシャウカが不安そうな顔で待ちかまえていた。

　リムジンが停まって、車イスのアルフが降りてくると、二人は涙を流しながら駆け寄って、人形のように動かないアルフを抱きしめた。

「べらぼうめい、洗脳なんかされちまいやがって情けねえ！　目を覚ませってんだ！」

「シキーンさん、シャウカさん。アルフを守れなくて、すみません」

　陣が土下座した。シエラは、びっくりして陣に目を向ける。

（庶民……アルフのこと、そんなに責任を感じていたんだわ）

　旅の中で感じていた、アルフへの嫉しつ妬とはもう無かった。今のシエラには、そんな陣がとても誇らしく思えた。シャウカが、陣の肩を持って立たせた。

「おまえさんのせいじゃないよ。アルフだって剣の魔神の末裔なんだから、自分の修行不足だったのさ」

「催眠術みたいなものだから、サロメが死んでもきっと術を解く方法はあるはずです。必ずアルフを元に戻す方法を探します、一刻も早く！」

　陣の目は真剣だった。シャウカは、頼もしそうにほほえむ。

「もちろんさ、安心して待ってるよ。なんたって、おまえさんは失われた『聖櫃アーク』まで見つけちゃった人しとなんだからね」

　シエラは、車イスに座って宙に視線を漂わせているアルフの黄おう金ごんの髪を手でなでつけながら、

「そうよ、待ってて。ぜったいに元に戻してあげるから……おとなしくて無口なんて、アルフらしくないもの。いつもみたいに挑発してくれないと、つまらないでしょ」

　と、優しく言い聞かせた。そのことばにも、アルフは反応しなかった。

　そのとき、校舎のほうから誰だれかが裏門のほうに走ってきた。陣とシエラは、驚いてそちらを見る。制服姿で、髪の毛がボサボサに乱れまくった宇う多た田だ夕ゆう也やだった。

「じっ……陣じんっ！　おまえなのか、本当におまえなのかっ！」

　夕ゆう也やは血走った目で叫さけびながら、裏門を必死に乗りこえてくる。焦りすぎて手がすべり、顔からズデッと地面に落ちた。シエラは、目をぱちくりしている。

（しょ……庶民二号がどうしてここにいるの？　軽井沢の別荘にいるメアリーからは、何の連絡も無かったけど……）

　夕也がサロメによって塩の柱にされてから、かれこれ足かけ五巻なので、忘れている読者の皆様も多いだろう。

　ざっくりおさらいすると、夏休みに入って帰省しようとしていた夕也は、陣が寮の部屋に置いていた「聖櫃アーク」を奪いにきたサロメと鉢合わせし、彼女を幽霊だと勘違いしつつナンパしようとして塩の柱に変えられた。夕也がうっかり壊されたりしないよう、シエラはそれを軽井沢の別荘で保護し、座ざ堂どう家のメイド長・メアリーと、ニコライの旧友でＫＧＢ（くれぐれも「今日も元気に冒険だの会」の略）に所属するミハイル・イワノビッチに警護させていた。そして陣は、夕也の行方不明をごまかすため、自分といっしょに軽音楽部の自主合宿で山ごもりしていると説明していた。

　しかし、同じ軽音楽部で夕也のことが何かと気になっている毒どく呂ろ説せつ子こが、軽井沢に「夕也そっくりの人形」があることを知って盗みに入り、自宅に持って帰って夏休みのあいだずっと愛でつづけていたのである。つまり、軽井沢の別荘にはブルーシートで包まれたダミーしか置いていないわけだ。

（あ……でも、わたしもヘロデを倒したとき、庶民二号の塩の柱をくるんでいるブルーシートをすぐに外すようにメアリーに連絡するのを忘れてたわ。下へ手たしたら、復活した瞬間に窒息死させるところだった……ということは、何が起こったのかわからないけど、これって結果オーライってことかしら？）

　シエラが首をかしげていると、夕也はガバッと顔を上げ、ひざで立ってシエラの両手をガシッとつかんだ。

「ざ、座堂だ！　本物だっ、この美しさ、やわらかさ、いい香り、ぜったい幽霊じゃないよなっ！」

「ゆ……幽霊？」

「いったい何があったのかわからないんだ！　俺おれは夏休みが始まってすぐ、帰省するまえに陣にあいさつしようと思って寮の部屋で待ってたら、超可愛かわいい女の子の幽霊が現れて……あっもちろん、座堂には全然かなわないけどな！　で、俺はその子をナンパしたと思ったら、次の瞬間、真っ暗な部屋の中にいた！　夕方の寮にいたのに、いきなり夜中のどこかの部屋にいたんだ！　何を言ってるかわからないだろうけど、俺にも何が何だか！」

　いや、もちろん夕也が何を言っているのか、シエラにも陣にもよーくわかっていた。ヘロデを倒したのはイスラエルの夕方、日本では夜十一時ごろになる。その時間に復活したから、夕ゆう也やには「いきなり暗くなった」と感じられたのだろう。

　しかし、軽井沢の別荘にいなかったとしたら、夕也はいったいどこにいたのか？　どうしてそこへ移動したのか？　わからないことだらけで、陣じんは彼にたずねた。

「夕也、その『どこかの部屋』ってどこなんだ？」

「キツネやタヌキが本当に人を化かすなら、ぜったいその手のやつの部屋だ！　壁の日めくりカレンダーがいきなり八月三十日になってて、俺おれの一ヶ月はどこへ消えたのかと！　しかも、薄暗い部屋の中のあちこちに俺の顔がっ……壁にもクッションにも俺・俺・俺！　まるでミラーハウスだ、どう見てもここは異常だ！　俺は速攻で窓を突きやぶって外に逃げだした、今いるのがどこかもわからずめちゃくちゃに逃げまわって、そのうち夜が明けて、やっと何とか学校までたどり着いて……でも学校には誰だれもいないし、もしかしたら異次元にスリップしたんじゃないかと思って心配で心配で……！」

　学校に誰もいないのは、夏休み最後の日だから、いつもは校庭で練習をしている運動部員たちも家でカンヅメになって宿題をしているためである。それ以前に、「壁にもクッションにも俺・俺・俺」という夕也の証言を聞いて、シエラは「はっはーん」と思った。

（さては、毒どく呂ろさんの部屋ね？　そう言えば、ニャロメが塩の柱のかわりに、庶民二号の抱き枕まくらを持ってたことがあったわ。何があったのか詳しいことはわからないけど、あれが毒呂さんが塩の柱とすりかえた抱き枕だったと考えれば、しっくり来るわ）

　説せつ子この趣味は、手作りの夕也グッズで部屋を埋めつくすことである。当然、夕也本人には内緒にしている。知らずに、説子の部屋でいきなり目覚めれば、部屋中に自分の顔がいっぱいで怖くなるのは当然のことだろう。

　時差を考えると、夕也がもとに戻ったころには、たぶん説子は風ふ呂ろにでも入っていて部屋にいなかったのだろう。もし説子が部屋で寝ている状態で夕也がもとに戻っていたら、恐ろしく据すえ膳ぜん状態なのだが、どうなっていたことだろう……と、シエラはドキドキした。

（でも……庶民二号はナンパに見えるけど女の子には優しいから、指一本ふれられずに逃げてたかもしれないわね。そういう意味では、庶民と似た者コンビだわ）

　長い旅をともにしても、紳士的すぎて全く距離が縮まるようすもない陣を見ながら、シエラはもどかしいような安あん堵どするような、複雑な気持ちだった。

　陣も、夕也が見たのは説子の部屋だったと察し、あわててフォローした。

「だ、大丈夫だ、夕也。異次元なんかじゃないさ、おまえが見た幽霊とか、ミラーハウスみたいな家ってのは夢だけど」

「夢だって？　あんなにはっきりしてたんだぞ？　それに、現実に俺は一ヶ月ほどワープしてるんだぞ？」

「え、えーとだから、覚えてないのか？」

　陣は、必死に「ソロモンの知恵」をフル回転させながら、言い訳を考える。夕也が、うさんくさそうに陣じんをにらんだ。

「覚えてないかって、何をだよ？」

「だ、だから……おまえは帰省するのをやめて、俺おれといっしょに軽音楽部の合宿で山ごもりすることにしたじゃないか」

「山ごもりっ？　このシティボーイの俺がっ？　まさかっ！」

「ほんとほんと、おまえが『夏休みいっぱい軽音楽部の合宿に行ってます』って直筆の手紙を書いて家に送ったのも覚えてるしさ！　家族に電話してみろよ、届いてますって言うからさ！」

　その「手紙」は、実はミハイル・イワノビッチに代筆させたものである。夕ゆう也やは、まだ首をかしげていた。

「手紙～？　覚えてないなぁ～」

「覚えてない？　俺とおまえの二人で山ごもりした日々も忘れたのかよ。ほら、俺すっごい日焼けしてるだろ」

　と、陣は自分の腕を夕也に見せた。もちろん、陣が日焼けしているのは山ごもりのせいではなく、夏休みのあいだじゅうずっと砂漠や荒野といった、紫外線を避けるすべもない乾燥地帯ばかりを歩いていたせいだった。しかし、基本的に単純な夕也はその説明で納得して、なーるほど、と手を打った。

「なるほど！　そう言えば思いだした、一ヶ月ほど山ごもりしてた！　気がする！」

「でしょうでしょう。で、滝つぼで滝に打たれているときに、上からでっかい流木が流れてきて頭にゴチーンと当たったわけだよ」

「そ、それで記憶喪失に！」

「そうなんだそうなんだ。記憶喪失のまま、おまえがどこかに行っちゃったんで、必死に探していたのだよ。無事に見つかって良かった、心の友よ」

　嘘うそをつこうとすると、陣は極端に白々しくなるクセがあるようだが、夕也は気づいていないようだ。

「そんなに必死こいて俺を探してくれていたんだな、陣。心の友よ！」

「やれやれ」

　シエラは、聞こえないように小さくため息をついた。陣が、夕也に言った。

「ところで夕也、記憶が戻ったところだが悪いニュースがある。おまえは山ごもりのあいだ、全っ然夏休みの宿題に手をつけていないんだ」

「な、なんだってー！　だって今日は、八月三十一日だろっ？」

　夕也は青ざめて、頭をかかえる。

「俺は勉強が苦手だから大学は推薦入試を狙ねらってたんだっ、夏休みの宿題を提出しなかったら推薦を受けられなくなるー！」

「大丈夫だ。おまえが記憶喪失になったのは俺おれにも責任があるから、手伝ってやる」

「ほんとにっ？　やったー、じゃあさっそく寮に帰って……！」

　夕ゆう也やがばんざいをして喜んでいるところに、陣じんの幼なじみで妹分の中等部一年生、香か住すみ愛あい花かが通りかかった。愛花は両手で、大きなバッグを抱えていた。

「……あれっ？　おにいちゃんっ？」

　愛花はびっくりして、陣に駆けよった。陣のほうも、愛花が持っている巨大なバッグに驚いてしまう。

「愛花っ？　なんだ、その大荷物はっ？」

「あ、これ。愛花、おにいちゃんが家に帰ってくるのをずーっと待ってたら、夏休みの宿題するの忘れてたの。っていうか、学校から持って帰ることすら忘れてたの。気がついたら八月三十一日だったからあわてて、とりあえず取りにきたんだけど……」

「俺が帰ってくるのを待ってたっ？　バカ、俺の家は両親が発掘旅行に行くときに売りはらったからもう俺の家じゃないんだぞっ？」

「ええっ！　そ、そうだったのっ？」

　愛花は本気で驚いている。陣は頭痛がして、額を押さえた。

「でなきゃ、どうして俺が寮に入ったと思ってるんだよ。それに夏休みが終わるまで荷物を学校から持って帰るのを忘れてたって、小学生のときに机の中に隠してた給食のパンから新しい生命が発生して俺が掃除してやったのを忘れたのかよ！」

「じゃ、じゃあ愛花、夏休みのあいだずっと何を待ってたのぉ～……！　おにいちゃんとお祭りや花火に行くのを、ずっとずーっと楽しみにしてたのにぃ～……！」

　愛花は失望のあまり、涙ぐんだ。陣は、あわててフォローする。

「なっ、泣くなよ！　宿題、俺が手伝ってやるから！」

「ほんとっ？」

　愛花が、涙にぬれた大きな目を上げる。陣は、しかたなさそうにため息をついた。

「だいたい、おまえはいつも俺が言うまでぜんぜん宿題せずに、八月三十一日に泣きついてたしな。それがわかってて、今日まで放置してた俺にも責任の一端がある。責任は取ってやるよ」

「ちょ、ちょっと待てよ陣！　俺の宿題を手伝ってくれる約束はどうなったんだよ、寮は玄関ロビー以外女子禁制だからその娘こがいっしょってわけには行かないぞっ？」

　夕也が焦ってうったえた。そこに、毒どく呂ろ説せつ子こも通りかかる。いつものように、黒ずくめのゴシックファッションだ。黒いショートのフレアスカートに、白黒ボーダーのニーソックスとロング手袋が毒どく蜘ぐ蛛もっぽい素敵コーディネートである。

「あれっ……？　ほ、本物の宇う多た田だっ？」

　説子の白いほおが、カアッと赤くなった。どうして彼女が赤くなったのか、陣にはだいたい予想はついていた。塩の柱になった夕ゆう也やを軽井沢から盗んだとき、彼女は手作りの夕也の抱き枕まくらをダミーとして置いていった。ということは、抱き枕のかわりに手に入れた塩の柱も、当然抱き枕としての用途で使っていたはずだ。

「本物のって何だよ、俺おれの幽霊でもどこかで大量に見たのかよ」

　夕也のほうは勘違いして、説せつ子この家にいっぱい貼はってあった自分の写真を全部自分の分身生霊ドツペルゲンガーか何かだと思っているようだ。説子は、呆ぼう然ぜんとしたまま首を横に振った。

「べ、別に幽霊なんて見てないわよ。あんたこそ、高校生にもなってまだ幽霊なんか信じてるわけ？　そんなに幼稚な頭で人生生きていけるなんて幸せよね、心霊写真を本気で怖がっちゃったりするお花畑頭がうらやましいわ。花の蜜みつを集めるミツバチの巣みたいな、スカスカと風通しの良さそうな脳ミソが目にうかぶわね」

「あれ、おかしいな。記憶喪失だったはずなのに、胸の奥の辛つらい記憶が次々によみがえって、目から心の汗が……」

　夕也が、目をこすった。シエラだけはその災禍に遭ったことがないが、説子は基本的に誰だれに対しても毒舌だ。特に夕也に対しては、意識しすぎた結果、かえって立ち直れないほどの大ダメージを与えてしまうとびきりの毒舌を吐いてしまう。

　すると、愛あい花かが両手のこぶしをぎゅっと握って、説子に反論した。

「それは誤解ですっ、毒どく呂ろ先輩！　幽霊は、ほんとにいるんです！」

「またまたぁ」

「本当ですっ、愛花見たもん！　夏休み、おにいちゃんと花火大会に行くお小遣いをゲットしようと思って女子寮に心霊写真を撮りに行ったら、暗室に住みついて女生徒の盗撮をしてた変態幽霊さんがいたんですっ！」

「おまえ、宿題もしないで夏休み、そんなことやってたのかよ」

　陣じんがあきれたように言った。愛花はぷうっとふくれて、半泣きになる。

「だって、だって……夏休み、おにいちゃんと遊びたかったんだもん。おにいちゃんを追いかけて春はる紗しや学園に入ったのに、中等部と高等部、女子寮と男子寮じゃぜんぜん接点無いし……。小学生のときは、毎朝いっしょにおててつないで学校に行ってたのに……ぐすんぐすん」

「お、おい、泣くなよ。三歳違うんだからしかたないだろ、小学校みたいに六年教育じゃないんだからさ」

　陣は困って、ぽりぽりと頭をかいた。いつも夏休みといえば陣の後からくっついて、毎日宿題を手伝ってもらっていた愛花が、今年はいきなり陣に放って行かれて長い夏休みのあいだ一人ぼっちだったのだ。自分が想像していた以上に、寂しがらせてしまったのかもしれない……と、陣は罪悪感に胸が痛み、泣いている愛花の肩をポンポンとたたいた。

「わかったわかった、俺が悪かった。こうしてるあいだにも『今日』はどんどん過ぎてくから、早く宿題しようぜ」

「う、うん……愛あい花かこそ泣いたりしてごめんね、おにいちゃん」

　陣じんはいつも愛花に優しいので、シエラはまたちょっとムッとしてしまう。しかし、それ以上にムッとしたのは夕ゆう也やだった。

「こら陣！　おまえ、親友の俺おれを見捨てる気なのかよっ！」

「別に寮で宿題する必要ないだろ。今日は本ほん田だが図書館にいるはずだから、図書館があいてる。図書館でみんなで宿題すればいいじゃないか、資料もそろってるし一石二鳥だろ」

「あっ、なるほど。さすが陣、あったまいー。その頭で俺の宿題もガンガンかたづけてくれよなっ」

「最初から俺に百パーセント頼ろうとするなっ、自分でもがんばれ！」

　あいかわらずなれなれしくて厚かましい夕也に、陣はかみついた。ふと、説せつ子こがきらきらと目を輝かせて夕也に申しでた。

「宇う多た田だ、宿題やってないの？　あ、あの……あたしも、手伝ってあげてもいいわよ」

「えっ、ほんと？」

　夕也はびっくりして、目をまん丸にする。あまりにも夕也がじっと見つめてくるので、説子は顔を真まっ赤かにして、怒ったようにそっぽを向いた。

「べ、別に宇多田のためじゃなくて……っ！　軽音楽部に影響があったら困るからよっ、文化祭だって近づいてるわけだし！　でなきゃあんたなんて、そのへんで野たれ死んでカラスにつつかれて『トムとジェリー』に出てくるチーズみたいに穴だらけになったところで、あたしには何にも関係ないわけだしっ！」



    

  
    
      



    

  
    
      「おやおや、またもや目からいっぱい心の汗が出てきましたよ。っていうか毒どく呂ろ、おまえその毒舌どうにかしろよ、まさにチーズみたいに心えぐられまくるんだよ！」

「そうか、軽音楽部は文化祭で演奏しないといけないわけなのよね」

　シエラが思いだして、ぽんと手をたたいた。

「わたしたち『プリティプリンセス＆サーバンツ』略して『プリプリ』の演奏を楽しみにしてくれている人たちのためにも、宿題がんばらなくちゃ。わたしも手伝うわ、宇う多た田だくん」

　プリティプリンセス＆サーバンツは、シエラがボーカルの軽音楽部のユニットである。キーボードは説せつ子こ、ギターが夕ゆう也や、陣じんがドラムで、メイド服＆執事服での演奏が軽音楽コンクールで好評を博し優勝するという、輝かしい経歴を持っている。

「ええーっ！　学園じゅうのあこがれの座ざ堂どうが俺おれごときの宿題を手伝ってくれるなんてっ、もういつ死んでもいい！」

「さすが座堂さん、姿だけでなく心も天使のように優しくて美しいのね。まばゆくて目を開けてられないわ、こんな座堂さんと同じ軽音楽部に所属できることを天に感謝するわ」

　毒舌の説子はあいかわらず、シエラのことだけはベタ褒め状態である。

「っていうか、ほかの部員を召使いサーバンツ呼ばわりするのと、バンド名の略称に全くサーバンツ成分が無いという問題は、まだ解消されていなかったようだな……」

　陣は、ため息をついた。



　とりあえず、五人はそのまま春はる紗しや学園の中高共用図書館にむかった。

　聡さと子こは彼女の定位置である貸し出し用の受付に座って、本にせっせと貸し出しカード用ポケットを貼はりつけていた。彼女の後ろには、夏休みのあいだに世界各国で買いこんだ本が入ったダンボール箱が、山積みにされている。

「あら……新あら木き先輩たち、どうかなさったんですか？」

「夏休みの宿題をしたいんだけど、図書館を使っていいかな」

　陣がことわりを入れると、聡子は不敵な笑みを浮かべた。

「もちろん、かまいませんとも。わたしの作業も、この調子では徹夜になりそうですし……わたし一人のために図書館の電灯とクーラーをつけっぱなしというのも、気が引けますからね……ククク」

「最後のクククは要らないよな、このシチュエーションで」

「さて、どうでしょうかね……ククク」

　聡さと子この背後に邪悪なオーラが見えた気がしたが、いつものことといえばいつものことなので、陣じんはスルーしておいた。

　そして、図書館の机を合わせて陣たちは、向かい合わせに座った。愛あい花かと夕ゆう也やは宿題を広げて、うんうんうなっている。陣が親切に愛花の宿題を教え、説せつ子こが毒舌でなじりながら夕也の宿題を手伝ってやっていた。

　シエラは、愛花の宿題の「浴衣ゆかた」を手に、軽やかにほほえみながら立ちあがった。

「ではわたし、浴衣を縫わせていただくわね。針が危ないから、二階で縫ってくるわ」

「わあ、シエラ様って縫い物もお得意なんですかっ？　安あん藤どう先輩に頼もうと思ってたんですけど、安藤先輩が縫うとオカンアートになっちゃうから悩んでたんです、シエラ様に縫っていただいた浴衣なんてもったいなくて着られないから家宝にしますっ！」

　愛花は感動しまくって、目をうるませていた。説子が、横から口をはさむ。

「当然でしょ、昔から手芸はヨーロッパ貴婦人の高尚な趣味だったのよ。セレブの中のセレブである座ざ堂どうさんが、手芸が苦手なわけないじゃないの」

　二人の期待と憧しよう憬けいの視線の重さに、シエラはちょっと圧おされながら、

「で、では後ほど、ごきげんよう」

　と、二階に上がっていった。

　もちろん、シエラがまるっきり料理や手芸といったことをメイド任せにしてきて苦手だということを、陣はよく知っている。

（さては……トーレムにやらせる気だな）

　本当なら、シエラはヘロデによって「一人前の魔神」となり、独立独歩の自由の身になったはずだった。しかし、ヘロデのもとから脱出するためにトーレムやゴーレムに召喚されなおし、さらに陣にも召喚されなおしたせいで、せっかくの魔法は完全にリセットされてしまった。

　もちろん「自然に呪じゆ文もんが出現するまで待たなくても、知っている呪文を自分で書き込めば使える」という裏技を今回の旅で知ったので、陣は日本に帰る飛行機の中でシエラのために、地魔法アルルドまでの呪文を書きこんでやった（最強魔法である火山魔法ボルカンは、誤用による危険があるのであえて書かないことになった）。しかし、魔力の最大値までリセットされてしまったため、シエラはもとどおり砂魔法ラツムールすら使えないレベル０魔神に戻ってしまったのだ。

　すなわち、いろいろと役に立つゴーレムやコーレムも召喚できないため、今のシエラを手伝ってくれるのは、携帯電話のストラップに身をやつしたトーレムしかいない。

「あー、つっかれたー」

　今までシエラの前で良い子ぶってまじめに宿題をしていた夕也が、彼女がいなくなるなりプリントを放り投げて椅い子すの上にふんぞりかえった。陣が怒る。

「おい夕ゆう也や、いきなりサボるな！」

「だって、座ざ堂どうが見てなきゃがんばるだけ損じゃん。陣じんがやっといてくれよ、ほらもう夕方だし、俺おれみんなの夕飯と夜食の買出しに行くからさっ」

「おまえ、調子よすぎだな」

　陣が夕也をにらんだ。説せつ子こが冷ややかに言う。

「このクソ忙しいときに買出しになんか行かなくても、『アルフライラ』から出前を取ればいいじゃない」

「毒どく呂ろめ、よけいなことを」

　夕也がつぶやいた。愛あい花かが目を輝かせて、ぴんっと挙手する。

「あっ、さんせーい！　あのお店、いつも高等部の先輩でいっぱいで一度も入ったことなかったんです。なんだかちょっと大人の気分、楽しみー」

「では、わたしもご相伴にあずかりましょうか……。アルフさんの手料理はおいしかったから、アルフライラもさぞかし美味なお店でしょうからね……ククク」

　女子二名がこんなに楽しみにしていると、ついつい女子に良い顔をしてしまう夕也としてはノーと言えなくなってしまう。ため息をつきながら、がっくりとうなだれた。

「わかったよ、アルフライラの出前でいいよ。さようなら、俺の自由」

「おまえの自由は宿題が終わってからだって。いいから愚痴言ってないでがんばれ！」

　ぐずぐずと働きたがらず机の上にほっぺたをこすりつけている夕也の前に、陣がプリントを山積みにした。ふと、説子が思いだしたように口を開いた。

「アルフライラと言えば……夏休み、中等部の安あん藤どうさんを連れてってあげたら、やっぱり喜んでたわよ。中等部生には、あこがれのお店なのかしらねえ」

「部長といっしょに行ったんですか？　わーん、愛花もいっしょに行きたかったぁ～！」

「そうそう。あのとき、軽井沢で宇う多た田だそっくりの『幽霊』が撮影されて、心霊写真だってテレビで流してたっけ」

　実は、説子はその「幽霊」……すなわち石像が突然部屋から無くなったので、誰だれかに盗まれたのだと思って朝から探しまわっていたのだ。それで、学校裏で陣たちに遭遇したわけである。

（でも、本物の宇多田がいるから、もういいかな……）

　机の上に突っ伏している夕也の子供っぽいスネ方を見て、説子は幸せそうにほほえんだ。愛花が、自分を指さしながら主張した。

「あっ、愛花もその番組見ましたぁ～！　それで、心霊写真を送ろうと思って女子寮に行ったんです！」

「俺そっくりの幽霊が軽井沢に？　ドッペルゲンガーか？　うわあああ、やっぱり霊はいるんだー！　っていうかドッペルゲンガーが出たら死期が近づいてるんだ、もうすぐ死ぬのにのんびり宿題なんかやってる場合じゃねー！」

　夕ゆう也やは頭をかかえて恐怖に震ふるえた。説せつ子こが、あきれた表情でため息をつく。

「だーかーらー、霊なんていないってば！　そうやっていちいちスキあらば宿題をサボろうとしないの。ほんと人生の負け犬って、シッポ巻いて逃げることだけは上手よね」

「しくしくしく。毒どく呂ろがなじるぅ」

「それに軽井沢の『幽霊』はただの石像だったんだから、ドッペルゲンガーなんかじゃないわよ」

「なんで石像って言いきれるんだよ！」

「えっ。あ、えーと、その」

　説子は、答えに窮してモゴモゴとことばを飲みこんだ。石像と言いきれるのは、彼女自らその「石像」を盗みだしたからに他ほかならないのだが、まさか犯罪を告白するわけにも行かないし、まして夕也そっくりの像を自宅に持ち帰って毎日うっとりと愛でていたなんて、言えるわけがない。陣じんには、だいたい想像がついていたが。

「それに、俺おれはほんとに幽霊を見たんだぜ。長い黒髪の女の子で、真まっ赤かな目をしてて、赤い服の胸もとに真珠の首飾りを何重にもして、寮の部屋に突然現れたんだ！」

「赤い目の黒髪？」

　おや、と引っかかって説子はツリ目をぱちくりとまたたく。

「そんな感じの娘こ、あたし会った気がするんだけど」

「えっ？」

　陣は驚いて、説子に目をむけた。夕也は目を輝かせ、大げさによろこぶ。

「おお！　毒呂も幽霊を見たのか、霊能力者デビューおめでとう！」

「いやいや、あたしが会ったのはふつうのミニ浴衣ゆかたの女の子だったし。今思うと、あれってゴスロリ浴衣ってやつだったのかしら。髪に真珠のネックレス巻いたりしてたわ」

　サロメだ、と陣は確信した。

（夕也の「塩の柱」を奪いに日本に来たときに、たぶん居所を探すために学校のまわりをうろうろしてて、毒呂に遭遇したんだろうな……）

　説子は、思いだしながら語った。

「彼女、アルフライラのカレーが辛いって大騒ぎしてたっけ、ものすごく色が白くて綺き麗れいで、なのに何だかちょっと寂しそうな子だったから気になってたのよね」

　それは、説子自身が夏休み中、夕也がいなくて寂しかったので、「ミニ浴衣の少女」すなわちサロメに自分を投影していただけかもしれない。だが、いつもヘロデへの届かぬ思いに胸を痛めながら彼に忠誠を誓って戦いつづけていたサロメを見て「寂しそう」だと見抜く説子の眼力は、さすが他人に触れられたくない心の傷をきれいに捜し当ててピンポイント攻撃をして心を折る毒舌を得意としているだけのことはある、と陣は思った。

「ゴスロリ浴衣ゆかた！　いいじゃん、どこの高校の子か聞いたのか？」

　現金な夕ゆう也やが元気になって、ぴょこんと顔を上げた。説せつ子こは困ったような顔で、夕也に答えた。

「聞いてないわよ、心霊写真のテレビを見ていきなり出て行っちゃったし……」

「心霊写真のテレビを見て？　じゃあ、やっぱり幽霊だったんじゃないのかよ」

「幽霊がカレーを食べてヒーヒー言うわけないでしょっ？」

「幽霊にだって味覚はあるだろ？」

「勝手に幽霊と決めつけるのは失礼だって！　狭い町だもの、どうせそのうちまた会えるわ。そのときに幽霊かどうか確かめさせてもらえばいいじゃない、五発ぐらいぶん殴られても知らないけどね」

　説子のことばを聞いて、陣じんは少し胸が痛んだ。サロメは聖櫃アークに封印されたうえ、ヘロディオンの中で溶岩に埋まっている。「どうせそのうちまた会える」わけがない。陣はつい、むきになって説子を問いつめた。

「また会えるって、根拠は何だよ。名前も学校も知らないんじゃ、連絡だって取りようがないだろ。期待しないほうがいいと思うけどな」

「べつに、何となくよ。なんでそんなにこだわるわけ？　あんたも幽霊に興味ありまくりってこと？　高校生にもなって幽霊だのＵＦＯだのって幼稚だと思わない？」

「うう。ちょっと肩を叩たたいただけで百発ぐらいボディブローを返された感じがする」

　陣は胸を押さえながらよろけた。

　そのとき、図書館の入り口が「バァーン！」と開いた。銀色のおかもちを持った、アルフライラの女将・シャウカが立っていた。

「ヘイまいど、出前あがったよ！」

「えっ、いつの間に？」

　陣は状況がつかめず、目をパチパチしていた。受付に座っていた聡さと子こが、冷ややかな笑みを浮かべながら、携帯電話を手の上でクルクル回した。

「みなさんがムダ話をしているあいだにわたしが電話したのですよ、空腹に耐えかねましてね……ククク」

「ごめんな、アルフの母さん。今一番忙しい時間帯なのに」

「なーに、いいんだよ。いつもどおりバタバタと忙しくしてるほうが、アルフがいろいろ思いだしやすいかなって思ってるしね」

　あくまでも明るいシャウカの笑顔に、陣はかえって胸が痛くなった。

「アルフのお袋さん。俺おれ……きっと、アルフを元に戻すから」

　陣は、真剣な目でシャウカをじっと見つめる。シャウカはほほえんで、

「わかってるよ」

　と、陣じんの頭をくしゃっとなでた。

　聡さと子こは、イスラエルから買ってきた本の一冊に貸し出しカード用ポケットを貼はろうとして、はたと手を止めた。

「あら……この本は二度と使わないと決めたのに、さすが本場イスラエルというべきか、まぎれこんでいたようですね……」

　古びた革表紙のその本は「ソロモンの鎖骨」、七十二人の魔王を呼びだし使役するための魔法書だった。世界のどこからでも何でも盗んでくる忠実な魔王子セーレを失ったあと、聡子は「新しいセーレ」を使う気になれず、この本を使わないと誓っていたのだ。

　聡子は本をゴミ箱の中に投げこもうとしたが、ふと手を止めた。

「おっと……。そうだ、この本を使えばアルフさんをもとに戻せるかもしれませんね……ククク……」

　なぜそこで「ククク」なのかはともかく、聡子は本の表面をていねいに布でぬぐうと、未整理本の本棚にさしてから、陣たちのいる机のほうへ行った。

　聡子が注文したのは、サンブサと呼ばれる揚げ餃子ぎようざのような料理だった。揚げ餃子と違うのは、中身がカレー味のポテトコロッケの具のようなものであることと、一個でじゅうぶん満足できる大きさであることだ。大きな皿に山盛りのサンブサを見て、愛あい花かが目を輝かせた。

「うわあ、おいしそう！　スパイシーないい香り！」

　夕ゆう也やも、感心してサンブサをひとつ取る。

「これならつまみながら宿題できるな、本ほん田だって意外に気が利いた注文するじゃん」

「ククク……安あん藤どうさんが『プリプリ』のファンですからね。軽音楽部には赤点や留年の心配なく、万全の態勢で演奏していただかなければ、わたしも困るのですよ……」

「ちょっと宇う多た田だ、座ざ堂どうさんが来るまで待てないなんてどれだけガッツいてるわけ？　そのへんの犬だって『おあずけ』ぐらいできるってのに、ほんとあんたって駄犬ね」

　説せつ子こが、サンブサにかじりついている夕也に言った。夕也は、サンブサを飲みこみながら胸を押さえる。

「おかしい。ずっと毒舌を浴びつづけているあいだに免疫ができたのか、何やら痛キモチ良くなってきた」

「はあ？　何ふざけたこと言ってるのよ、あんた変態じゃないの？　このド変態！」

「ああああ、痛キモチいいいいいぃ、もっとぉぉぉぉぉ」

「夕也、何かの一線を越えてしまったみたいだな」

　胸を押さえてもだえている夕也に、陣は哀あわれみの目を向けていた。愛花が、ぴょこんと立ちあがる。

「愛花、シエラ様を呼んできます！」

　自分の宿題のためにシエラが二階にいるので、気をつかったのだろう。陣じんが、あわててそれを制止した。

「あ、いや、俺おれが行く！」

　携帯ストラップのはずのトーレムが浴衣ゆかたをチクチク縫っている姿を見られたら、大騒ぎになってしまう。陣は、あわてて二階に駆けあがった。

「愛あい花かが行くのに……おにいちゃんって、ほんとに優しくって大好き！」

　愛花は感動して両手を組み、目をキラキラさせていた。



　陣は二階の書庫に上がった。

　案の定、トーレムが針を持って必死に浴衣を縫っていた。

「だ、大丈夫か、トーレム？」

『ぷきゅー！』

　任せてくれ！　と言わんばかりに、トーレムが手を腰に当てて自信たっぷりにふんぞりかえった。こんな感じ。陣が浴衣をあらためると、確かになかなか上手である。

「おまえ……もしかして、けっこう座ざ堂どうのボタンつけとかやらされてるだろ」

　陣は思わずホロリとした。さて、トーレムに浴衣を押しつけてシエラは何をしているのだろう……と、陣は書庫の中を探す。シエラはベランダにいて、真っ暗になった外を見ていた。

「あっ、いた！　おいこら座堂、トーレム一人にやらせたらかわいそうだろ！　それから、夕食が届いたから一階に……」

　シエラに近づきながら陣は声をかけたが、ふと途中でことばを止めた。振りかえったシエラの大きな目から、大粒の涙がこぼれていたからだ。陣は、どぎまぎしてしまう。

「なななっ……ど、どうしたんだっ？」

「ど、どうもしないわよ」

　シエラはあわてて細い指で涙をぬぐい、気丈なふりをして陣にたずねた。

「そっ、そんなことより一階はどうなってるの？　宿題は終わりそう？」

「いや、愛花はともかく夕ゆう也やが非協力的だから、徹夜になりそうだ。まさか、ヘロデのあとにこんな『真のラスボス』が待ちかまえてたとはなあ。俺が残るから、おまえは浴衣縫ったら帰ってもいいんだぞ。寝ないとお肌に悪いんだろ？」

「帰らないわ。帰っても、どうせ眠れないから……」

　シエラはうなだれた。彼女が泣いていた理由は、陣にもだいたい察することができた。

　陣は、少し優しい声でなぐさめるようにシエラに語りかけた。

「なあ、座堂……アルフなら、大丈夫だから。失われた聖櫃アークだって、捜しまくって見つけられたんだ、ありったけの文献をあさって絶対に助ける方法を見つけてやるさ」

「わ、わかってるわよ、それぐらい！」

　シエラは泣いていたことをごまかすように、わざと怒った。

　猫っかぶりのシエラは、強がりでもある。ただ良い子ぶっているだけではなくて、他人を心配させないように、擦り切れそうなほどに気をつかっている。陣じんに対しては完全に猫を脱いでワガママ魔神っぷりを炸さく裂れつさせてはいるが、しかし、依然として強がりである。

（愛あい花かみたいに甘えてくれてもいいのにな……）

　口に出してそう言えばいいのかもしれない、細い体でさまざまな重荷に耐えるシエラの姿を見ると胸が痛い。けれど、

（俺おれが頼りないから、甘えられないのかな。ヘロデを倒したのも座ざ堂どうが命をかけたからだし、アルフのことも守れなかったし、な……）

　と、気負いが先に来てしまって、陣にはどうしても言えなかった。迷うように、陣は夜空を見あげる。メソポタミアの人々が見あげたのと同じ星、三人の博士を救世主キリストのもとへと導いた星々だが、ソロモンの知恵を持つ陣のことは導いてくれないようだ。

　迷う心をかかえて苦しそうな陣の横顔を見て、シエラはふと、心配そうな顔をした。

「庶民……何を見てるの？」

「ああ、うん……何だか、いろいろあった夏休みだと思ってさ」



    

  
    
      



    

  
    
      　陣じんは言った。

「いろいろあったけど、まだラスボスの『宿題』も残ってるけど……」

「それでも……わたしは、楽しかったわよ」

　シエラは言った。驚いたように陣が彼女に目を向けると、シエラは顔をあわててそむけた。

　庶民がいっしょだったから……と、本当はシエラはそう付け加えたかったのだけど、陣の顔を見るとどうしても口に出せなかった。後ろからちょっとだけ見えるふくれたシエラのほっぺたが、湯気が出そうなほど真まっ赤かになっているのを見て、陣はふと優しい気持ちがこみあげてくるのを感じた。

「……ああ。楽しい夏休みだったな」

　陣がほほえむと、真っ赤な顔のシエラは、驚いたように振りかえった。

　明日は明日の風が吹く。とりあえず夏休みが終わった今すべきことは、夏休みの宿題を片づけることだ。ふたたび失われた聖櫃アークのことは、今は考えないでおこう、と陣は思った。

　星は彼らを導きはしなかったが、ただひたすら優しく見守っていた。



《完》



    

  
    
      


　　　あとがき



　ぷいぷい！の巻数もついに二ケタ突入後、十一巻となりました。いつも読んでくださる読者の皆様、ほんとうにありがとうございます。これからもご愛あい顧このほど、よろしくお願いします。

　この巻でヘロディオン編が終わって、夕ゆう也やもやっと元に戻れました。塩の柱にされたのが七巻でしたから、足かけ五巻も塩の柱にされていて可哀かわい相そうなので、次の巻からは文化祭めざして活躍させてあげようと思います。

　毒どく呂ろさんではありませんが、最近、ゴスロリショップに行きました。毒呂さんに似合いそうな、アイビールックをパンク風にアレンジしたブレザーっぽい服がすごく可愛かわいかったです。ファンレターでいただくイラストでも毒呂さんの私服にアイビーっぽいタータンチェックを使っているイラストが多いので、やっぱり似合うのかもしれません。

　シエラ様は、ピンクや花柄のロリータ服のイメージなのですが、メイド服が似合うから黒系のゴスロリ服とかも似合いそうな気もします。ニャロメ（違）はやっぱり、赤に黒レースのゴスロリ浴衣ゆかたが一番でしょうか。

　さて、ヘロディオン編が終わり、登場した設定についていろいろ質問をいただいてるので、ちょっぴり補足します。

　ニャロメではないサロメですが、この話に登場するサロメと、新約聖書のサロメとは設定が違います。新約聖書のサロメはヘロデ大王の死後に生まれた孫姫で、踊りの褒美として預言者ヨハネ（ヨカナーン）の首を求めるように母王妃に命じられます。

　ヘロデ大王の親族にもヘロデという名前が多く、新約聖書に登場するサロメの父王（義父）の名もヘロデです。そこで区別するために、救世主キリストの誕生を恐れて幼い子供たちを殺させたと聖書に記されているヘロデは「ヘロデ大王」と呼ばれています。

　イスラエルの内陸部には「死海」という塩分濃度の濃い湖がありますが、この近くの洞どう窟くつで見つかったのが「死海文書」で、世界でもっとも古い旧約聖書の写本です。エルサレム神殿がローマ帝国軍に破壊されたときに、この洞窟に移されたという説もあります。

　アシや羽根のペンと炭のインクを使い、羊皮紙やパピルスのほか、陣じんの「ソロモンの判決」のような青銅の薄い板に書かれた「銅の巻物カツパースクロール」もあります。

　この「死海文書」が最近、インターネットで一般公開されることが決まりました。まだローマ帝国がキリスト教を国教に定めるまえの旧約聖書なので、現在伝わっている聖書の内容とは違うかもしれません。宇宙人とか出てきたらどうしよう。

　なもり先生、今回も素敵なイラストをありがとうございました。読者の皆様、次の巻もどうぞお楽しみにお待ちくださいませ。

　夏なつ緑みどり＠去年からやってるＰＳＰのゲームが一〇八時間もやっててまだクリアできません



    

  
    
      

　著者

　夏緑（なつ・みどり）

　　小説『科学探偵部ビーカーズ！』（ポプラ社）、漫画原作『獣医ドリトル』（小学館）、科学読み物『遺伝子とＤＮＡがよ～くわかる本』（秀和システム）など、今日も元気に書いてます。

　『ビーカーズ！』の挿絵のイケダケイスケ先生は、なもり先生の漫画のアシスタントさんです。なもり先生が描かれたコミック版『ぷいぷい！』は、この本と同時発売の三巻で最終巻。お見逃しなく！



　イラスト

　なもり

　　６月25日生まれ。富山県出身。

　　最近栄養バランスって大切だなあ、と実感したりしました。

　　めざせ健康！

　　公式ＨＰ「ELEGY SYNDROME」

　　http://www.geocities.jp/elegy_syndrome/



    

  
    
      

ぷいぷい11！



発行日　　２０１０年５月21日

著　者　　夏緑

イラスト　なもり

発行人　　三坂泰二
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●株式会社メディアファクトリーＭＦ文庫Ｊ『ぷいぷい11！』（２００９年４月30日　初版発行）に基づいて制作されました。



※本書の内容を無断で複製・複写・放送・データ配信などをすることは、かたくお断りいたします。
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